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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「それでは、始めるとしようか」

　エルリッヒ伯爵が一同をぐるりと見渡して、満足そうに宣言した。

　金きん襴らん緞どん子すを張りつめた値打ちものの椅子に、伯爵を含めて七人が腰掛けている。

「諸君には悪いが、今日も、わたしが勝ちをいただきますよ」

　自信たっぷりに言ったのは銀行家のフォーゲル氏。

「いやいや、そうはいかない」

「そうとも。前回はきみにまんまとしてやられたが、今回はとっておきの品を用意したぞ」

　その勝利宣言に口を挟んだのは、それぞれ鉄道王、石炭王として知られるシュタイナー氏とハインケル氏だ。

「しかし、今回の題目は難しかったね」

　これは森林貴族のフォン・ブラウン男爵。

「いや、だからこそ、やりがいがあったよ」

　自信ありげに言ったのは広大な果樹園を持つバーンホーフ氏。

「そうとも」

　同調して頷うなずいたのは貿易商を営むヴェンダース氏だ。

　いずれも、ゲルスタンでもそれと知られた裕福な市民たちである。

　エルリッヒ伯爵とその友人たちがつくっているこの会合の名は『奇き抜ばつ俱く楽ら部ぶ』という。

　奇抜という言葉には、

『突とつ飛ぴなこと。人の意表に出ること』

　という意味の他に、

『思いも及ばぬほど他よりぬきんでること、珍しく優れたもの』

　という意味がある。

　この俱楽部の目的は、もちろん後者のほうだった。

　三ヶ月に一度、こうして会合を開き、その時の題目に合わせてこれはと思う品物を持ち寄り、披露するのである。

　題目は様々だ。これまでは『絵画』であったり『陶器』であったり『硝子ガラス細工』であったり、『骨アンテ董イークの装飾品』であったりした。

　そして今回の題目は『動物』だった。

　この会合のためにわざわざ持ち寄るからにはもちろん、ただの動物ではない。

　鑑賞に値するほど、美しく、珍しいものでなければならない。

　そして何より、居間に持ち込める程度の大きさのものでなくてはならない。

　前回、一番と認められたフォーゲル氏が自信を持って披露したのは白い孔く雀じやくだった。

　鉄道王のシュタイナー氏は金色に輝く毛をした猿を、石炭王のハインケル氏は、頭部に長い飾り羽根を生やした、それこそエメラルドのように光り輝く絹きぬ羽ばね鳥どりを提出した。

　四番手のフォン・ブラウン男爵の番になると、召使いが六人がかりで、すっぽりと覆いの掛かった大きな檻おりを居間に運び込んできた。

　その覆いをはね除のけると、会員たちの間からひときわ大きな歓声が上がった。

　檻の中に優美な姿でうずくまっていたのは、白い虎だった。

　雪のような毛皮の上に茶褐色の縞しま模様が美しい。形は同じ虎でも、色彩がまったく違うので、普ふ段だん、見慣れている虎とは別の生き物のように見える。普通の虎なら金色に光っている眼も、アクアマリンのような薄い青に輝いている。

「これはすばらしい」

「白子アルビノだね。しかし、縞だけはきれいに残っているのがおもしろい」

「見事なチョコレート・マーブルじゃないか」

　皆でひとしきりその美しさに感心した後、エルリッヒ伯爵が苦笑して言った。

「こうなると、わたしの出品が出しにくくなったな」

　合図すると、エルリッヒ伯爵の召使いが二人がかりで檻を運び込んできた。こちらもやはり覆いがかけられているが、今の白い虎に比べると、ずっと小さな檻である。

　その中の生き物を見た会員たちからは、さらなる驚きの声が上がった。

　しなやかな黄金こがね色の身体に独特の梅ばい花か模様がくっきりと描かれ、尾は太くて長い。その姿は間違いなく豹ひようのものだが、豹にしては少しばかり小さいようだった。

　何よりおかしいのはその顔だ。黒の斑はん紋もんに彩られた黄色の毛皮はともかく、金色に光る眼は瞳どう孔こうが針のように細くなっているし、耳も大きな三角形をしている。

　実物の豹を見たことのある会員たちは揃って首を傾げた。

「変だな。こんなふうに瞳孔が細くなるのは小型猫類の特徴だぞ」

「この模様は間違いなく豹のようだが……」

「いや、この耳を見ろよ。豹の耳はもっと小さくて、顔の横についているんじゃなかったか？　これではまるで、家いえ猫ねこの耳だ」

　同じ猫科と言っても、愛あい玩がん用の家猫と豹の顔とでは、実際に見比べるとはっきりと違う。

　家猫の耳は大きな三角形で、頭のてっぺんに並んで、ぴんと立っている。

　豹は耳と耳の間がもっと広くて、耳も小さい。目から鼻までの間も長く、その鼻先も家猫に比べてずっと大きい。

　丸みを帯びた家猫の顔と違って、遥はるかに精せい悍かんな、野性的な顔つきなのである。

　それなのに檻の中の生き物は、針のように細い瞳孔といい、大振りな耳といい、身体つきも毛皮の斑紋も豹なのに、頭の上半分にだけ家猫の特徴が出ているようだった。

「今まで知られていなかった新種かい？」

　エルリッヒ伯爵は友人たちの驚きに満足した様子で、笑みをこぼした。

「種明かしをするとね、これは混血なんだよ。まさに《豹》と《猫》のね。もちろん、そんな組み合わせは野生動物ではあり得ない。こんな生き物も生まれるはずはないが……」

　その先を言わずとも、みんな納得して頷いた。

「なるほど。人マン獣ビーストか」

「その通り。これも動物には違いないからね。しかし、人獣同士の混ブリジ血アンでも《豹》と《猫》は極めて珍しい。まさに、この世に一匹の珍獣と言っていいと思うよ」

　誇らしげなエルリッヒ伯爵である。

　絹羽鳥を持ってきたハインケル氏が、しげしげと檻を覗のぞき込んで言ったものだ。

「これはいいな。普通の豹はなかなか人に慣れないそうだが、これなら大きさもちょうどいい。半分猫だというなら、室内でも飼えるんじゃないかね？」

「とんでもない。逆だよ。本物の豹以上に凶暴でね。檻に入れるのも一苦労さ」

「麻酔薬でも使ったのか？」

「いいや、金だよ。獣けもののくせに、金は欲しいらしいんだな。分不相応なくらいの報酬を与える約束をしたので、やっとこうして檻に入ったというわけさ」

　檻の中の生き物にはこうした会話がすべて理解できているはずだった。

　しかし、一見したところは何の反応も示さず、じっと伏せて、金色の眼を光らせている。

　六人目のヴェンダース氏の番になると、『奇抜俱楽部』の面々は、それまでのような上品な驚きよう愕がくから一転して、大きな声を張り上げた。

　今までの動物たちは少なくとも、鳥か、猿か、猫科かと、何であるのかはっきりしていたが、ヴェンダース氏が披露したその動物は、彼らが知っているどんな生き物とも似ていなかった。

　その生き物は檻には入っていなかった。自分の足で歩いてきた。それを足と言えればだが、直立した姿勢で、後肢を交互に使って、よちよちと歩いている。

　歩行に二本の足を使うのは、人間以外では鳥類の特徴である。『二に足そく』はそのまま、鳥類を指す言葉でもあるが、それはとても鳥には見えなかった。

　まっすぐ立った背丈は一メートルちょっともあるだろうか。全体的にずんぐりと、丸っこい体つきだった。その全身がびっしりと短い毛に覆われており、腹側は真っ白、背中は真っ黒という強烈なコントラストだ。

　ふかふかした身体の上に、長いくちばしを持つ小さな頭が乗っている。

　やはり鳥なのかと思いきや、翼に当たる前肢がこれまた妙な格好だった。普通の鳥と違って風切り羽根がないのだ。全体的に平たくて、細長くて、直立した身体に沿うように、両脇から生えている。羽を広げたときのカモメの翼のようでもあったが、遥かに短い。

　その短い翼（のようなもの）を、まるで人間が両手を広げるように左右に大きく開き、時々ぱたぱたと振って調子をとっている。

　白黒の姿の中で、喉のどと耳に当たる部分だけが、鮮やかな金色をしていた。胴体の部分が真っ白なだけに、その白さに映えて実に美しい。短い足の後ろにはやはり短い黒い尾がある。

　その色彩といい、動きといい、何とも滑こつ稽けいで可愛らしく、愛あい嬌きようのある姿だった。

　会員たちはみんな眼を丸くして、笑みをこぼした。

「おやおや、いったい何だい、これは？」

「なんてまあ、おかしな生き物なんだ。まるで燕えん尾び服ふくを着た小さな人間みたいじゃないか？」

「二に足そくは鳥の別名みたいなものだが、まさかこんな鳥がいるわけもないし……」

　首を傾げたフォーゲル氏に、ヴェンダース氏は得意げに言った。

「その通り、これは鳥だよ。地元では人じん鳥ちようと呼ばれているらしい」

「しかし、この身体にこんな羽ではとても飛べないだろう？」

「ランナーバードだって飛ばないが、あれも立派な鳥の仲間だ。ランナーバードは翼を捨ててその俊足を手に入れたが、この鳥は水中に生きる術すべを見いだしたんだ。地上でこそ、この通り動きは鈍いがね。ひとたび水の中に入れば飛ぶように泳ぐよ」

「まさか！」

　みんな、一笑に付ふした。彼らにとって水鳥と言えば、鴨や白鳥のような水上に浮かぶもの、あるいは鷺さぎや鴫しぎのような足の長いものと、相場が決まっていたからだ。

　こんな大きな重そうな身体の鳥が泳ぐところは想像できなかったのだが、ヴェンダース氏は余裕の表情である。

「実際に見てもらったほうが早いだろうな。エルリッヒ。裏庭の池を借りてもいいかな」

「いいとも」

　エルリッヒ伯爵は庭の造形にも熱心で、裏庭には大きな噴水を備えた池を造らせている。

　一同は、この珍妙な生き物が泳ぐところを見物するために立ち上がった。

　その際、ヴェンダース氏は横おう柄へいに鳥に命じたものだ。

「よし。来い」

　白と黒のずんぐりした鳥はおとなしく、ぺたぺたした足取りで彼らの後をついてくる。

　明らかに言葉を聞き分けている様子を見て、ハインケル氏が言った。

「慣らしてあるのか？　それとも、これも人獣なのか？」

「人獣だよ。こういう時は便利だな。いちいち檻に入れて運ばなくてもすむからね」

「確かに」

　頷うなずいたハインケル氏に対して、人獣ぎらいのシュタイナー氏が顔をしかめた。

「そこまで吞のん気きに考えるのはどうかと思うぞ。慣れているようでも獣は獣だ。安全のためには檻に入れておいたほうがいい。放し飼いにしたりして、暴れ出したらどうするんだ」

「神経質だな。こんなものはよく言うことを聞く手足と一緒さ。気にすることはない」

「そうとも。野生の熊だって虎だって、人間が仕込めば覚えて芸をする。同じことだよ」

　人鳥を持ち込んだヴェンダース氏と、白い虎を持ってきたフォン・ブラウン男爵が、シュタイナー氏の懸念を笑い飛ばしたが、シュタイナー氏は頑固に首を振っている。

「いや、ぼくはそこまで安あん気きには考えられないね。普通の動物と違ってこの連中は知能だけは高いんだ。しかも人間に化けることもできるんだぞ。油断も隙もあったものじゃない」

「だから、普通の動物と同じようにきちんとしつけておけばいいのさ。そもそも飼い犬に手を嚙まれるのは、飼い主にも責任の一端があるんだぜ」

　からかうようなヴェンダース氏の言葉に、シュタイナー氏はむっとしたようである。

「ヴェンダース。きみはぼくが人獣の扱い方を知らないとでも言うのか」

「こんな連中を警戒したり、恐れたりするのは馬鹿げていると言ってるんだ。相手はけだものなんだからな。弱みを見せればなめられるのは当然だ。万物の長たるべき我々人間は、もっと毅き然ぜんとした態度で動物たちに接するべきだと思うがね」

「それは、ぼくが人獣に対して及び腰だとでも言うのか」

「そんなことは誰も言っていないよ。気にするだけばかばかしいと言ってるんだ」

「まあ、まあ。二人とも。この会合の席で議論はよせよ」

　エルリッヒ伯爵が割って入り、みんな庭へ出た。

　手入れのいい庭に、午後の陽射しが燦さん々さんと照り映えている。その陽射しは噴水の設けられた池にも惜しみなく注がれ、水は陽光を受けてきらきらと光り輝いていた。

　黒と白の丸っこい鳥はヴェンダース氏が指示するまでもなく、大きな池にざぶんと飛び込み、楽々と泳ぎ回った。白鳥や鴨のように上体を浮かべて水上を移動するのではなく、全身を水の中に浸しての、軽やかな泳法である。

　自由自在に水中を泳ぎ回る──いや、飛び回っているその動きから、さっきまで滑稽に地上を歩いていたものを連想することはできなかった。ずんぐりした身体まですっきりと細くなったように見える。決して小さな池ではないのに、泳ぐスピードといい、方向転換の早さといい、今のこの鳥にはひどく狭いものであるらしい。

　なるほど、これは空ではなく、水中を飛ぶ鳥だと、一同は、すっかり感心したのである。

　もはやヴェンダース氏の勝ちは決まったようなものだと話し合いながら、彼らは居間に戻り、再び、全員が座り心地のいい椅子に納まった。

　エルリッヒ伯爵が、最後の仲間に笑いながら話しかける。

「どうする？　バーンホーフ。こうなった以上、なまじなものでは、ヴェンダースの人鳥にはとうてい勝てないぞ。降参するか」

　素直に参ったと言うかと思いきや、バーンホーフ氏は意味深な笑みを浮かべて、ゆっくりと首を振ったのである。

「いいや、戦わずして負けを認めるなど、我が家の誇りが許さないからね」

「勇ましいのは結構だが、時には潔い撤退にこそ勇気が必要な場合もあるんじゃないか」

　あくまで降参しようとしない仲間をヴェンダース氏が冷やかし、フォン・ブラウン男爵も、この意見に同意した。

「そうとも。あの人鳥を見た上で、我々の度肝を抜く自信はあるのか？　ないなら、この勝負、降りたほうが無難だぞ」

　しかし、バーンホーフ氏には勝算があるようだった。自信ありげに隣室に声を掛けた。

「では、大逆転の切り札を出すとしようか。──入っておいで」

　バーンホーフ氏の声に応こたえて、控えの間から現れたものがある。

　どんな生き物が運ばれてくるかと思いきや、姿を見せたのは十五、六の少女だった。

　栗色の長い髪を左右の胸の前に豊かに垂らし、頭には花の冠を乗せている、美しい少女だ。

　胸ぐりと脇を大きく開けた、袖そで無しの、膝ひざ丈たけの、まるで下着のような薄ものを着ている。

　しかも、身につけているのはそのゆったりしたワンピース（というよりシュミーズである）一枚だけだ。靴下も靴も履いていない裸足はだしだし、薄いシュミーズの下にはまったく何もつけていない裸だということが一目でわかる。

　さすがにみんな困惑した。

「バーンホーフ。これはいったい……」

「まあ、黙って見ていたまえ」

　バーンホーフ氏が頷いてみせると、少女は唯一纏まとっていたその衣い裳しようを肩からはずして足下に落としたのである。

　初々しい少女の裸体があらわになった、その瞬間だった。

　少女の姿は劇的な変化を遂げていた。

　上半身はどこも変わらない。顔立ちも、しなやかな腕も、胸元に流した長い髪も、愛らしくふくらんだ乳房も、細い腰も、人間のままだ。

　しかし、その上半身に続いているはずの少女の足だけが、きれいに消え失せていたのである。

　代わって現れたのは、きれいな栗毛の────馬の足だった。もっと正確に言うなら、馬の下半身である。少女の背中の後ろには立派に鞍くらを乗せられそうな、つややかな馬の背中が続き、その胴体からは蹄ひづめを持った四本の足がすらりと長く伸びている。

　一同、まさに絶句した。

　顔から眼が落ちそうな有様で、人間の上半身と馬の下半身を持つ少女を見つめるのみだった。

　どのくらいその沈黙が続いたのか、やがてヴェンダース氏が喘あえぐように洩もらしたのである。

「は、半人半馬……？」

　半ば確認を取るような、自分自身に言い聞かせるような声だ。

　無理もない。こんな生き物は神話の中にしか存在しないはずだった。

　他の顔ぶれもまさに度肝を抜かれていた。激しい驚きと異様な緊張を持った六人分の目線が何度も少女の姿の上を往復して、その目線はとうとう最後にバーンホーフ氏に集中した。

　氏はそんな仲間たちの無言の疑問に頷いて、言った。

「彼女は混イン血シードなんだよ」

「何だって？」

「見ての通りさ。人間と《馬》との混血なんだ。もっと正確に言えば、何代か前に人間の血が入った雑種なんだよ」

　種族の異なる純血種同士による混血がブリジアンと呼ばれるのに対して、人獣と人間の混血──もしくは一度でも人間の血が混ざったものはインシードと呼ばれている。

　沿岸国家の人間なら誰だって知っている常識だったが、この発言には全員が一斉に反発した。

「馬鹿な！」

「あり得ない！」

「そうとも！　インシードには形態トランス変化フオームは不可能なんだぞ！」

「しかもこんな──親とそっくりの姿になるならまだわかるが、こんな中途半端な！」

「まったくだ！　何代か前と簡単に言うがね、いったいどのくらい前の話だ!?　純血種の馬が半分だけ化けているんじゃないのか!?」

「いいや、それはあり得ない。変化の途中にしては、この姿は完成されすぎている」

「しかしだ！　一度でも人間の血が入ったものは、その後、何代、純血種と交配を重ねようと、人獣の能力も姿も受け継がないはずだぞ！　それが学会の常識でもある！」

　バーンホーフ氏は両手を上げて仲間たちの悲鳴を抑えた。

「まあ、待ちたまえ。紳士たるもの、そう大声を張り上げるべきではない。無論、きみたちの疑問はもっともだ。ぼくだってこれまでそう信じていた。しかし、彼女がここにいることも、まぎれもない現実なんだ」

　一同は再び、じっくりと目の前の少女を眺めたのである。

　いくぶん背が高くなったように見える半人半馬の少女は、かたちのいい両腕を持ち上げて、頭に乗せた花冠の位置をなおしている。同時に、馬の脚でしきりと床を引ひっ搔かいている。

　磨き上げた床が蹄にすべるらしい。頻繁に立ち位置を変え、時々、尾を左右に振っている。

　人の両腕も、馬の四肢も、彼女が自分の意志で自由に動かせることは明白だった。

　ヴェンダース氏はあらためて感嘆の声を洩らしたのである。

「今回の勝ちはきみに譲らなければなるまいね、バーンホーフ」

「まったくだ」

　フォーゲル氏も深々とため息を吐いたが、悪戯いたずら気を起こして、少女に話しかけた。

「お嬢さん。ぼくは馬を飼うのが好きでね。ちょうど今、家うちに見事な鹿か毛げの牡おすがいるんだが、きみの花婿にどうかな？　彼も、きみのような美人ならきっと喜ぶと思うよ」

　これは半分以上、フォーゲル氏のいやがらせだった。

　人間の眼にはそっくり同じ姿に変化しても、人間が人獣と呼ぶ種族──異種アナザー人類レイスは、野生の動物とまじわることはないからだ。それなのに、本物の馬と交尾させようと言ったわけだから、見方を変えればひどい侮辱だが、半人半馬の少女は腹を立てる様子はなかった。顔を赤らめもしなかった。ただ、不思議そうな顔になって、フォーゲル氏に向かって何か言おうとしたとき、シュタイナー氏が激しく叫んだ。

「不愉快だ！　こんなものはただの奇形じゃないか！」

　エルリッヒ伯爵が驚いたように言い返す。

「おいおい、シュタイナー。こんなに美しい生き物を前にして、それはないだろう？」

「きみのほうこそどうかしているぞ、エルリッヒ！　上半身には人間の両腕がある。ところが下半身にも足が四本ある。つまり、この生き物は今、四肢ならぬ六本の肢あしを持っていることになるんだ！　これを奇形と言わずして何と言うんだ？」

「そりゃあきみ、屁へ理屈というものだよ。そんなことを言うなら《鳥》はどうなる？　背中に翼を生やすものもいるじゃないか。あれも確か、人の両腕は腕のまま自由に使えるはずだ」

　フォン・ブラウン男爵も頷うなずいて言う。

「生物学の見解によれば、動物の前肢が翼へと変化したものが鳥のはずだ。それなのに人間の腕があり、翼もあるということは、あれも六本脚ということになる」

　かと思うと《白鳥》や《鶴》のように、完全にその鳥の姿へと変化するものもいる。

　この場合はもちろん、人でいるときの両腕がそのまま翼に変化する。それだけ異種アナザー人類レイスには様々な種類があるのだ。

　ヴェンダース氏も笑いながら二人に同調した。

「《蛇》に至っては、変身すれば手足も消え失せるんだぞ。人獣なんてものはそれだけ奇怪な身体のつくりをしているんだ。今さら騒ぎ立てるほどのことではないだろう？」

　しかし、シュタイナー氏はどうしても納得できないようだった。真っ赤になって半人半馬の少女を睨にらみつけている。

「──だいたいこれは動物と言えるのか!?」

「当たり前だろう。人獣は動物だ。それなら、混血どもだって動物に決まっている」

　フォン・ブラウン男爵が傲ごう慢まんなまでの信念を述べ、他の会員たちも口々にこれに賛成した。

　シュタイナー氏の憤慨は別として、他の会員たちは文句なしに、今回の勝者をバーンホーフ氏と決定したのである。

　バーンホーフ氏が下がってもいいと言うと、少女は馬の前脚で、床に落としたシュミーズを器用に引っかけて跳ね上げ、人間の腕でその着物を受け止め、悠然と隣室へ引き上げていった。

　扉を開けるときは人の手で押し開けたが、巨大な下半身が障害になって、扉を閉めることはできない。馬の後ろ脚で、扉を蹴けるようにして閉めたのである。

　その後ろ姿を送って『奇抜俱楽部』の会員たちはつくづく感心したように首を振った。

　全員を代表して、エルリッヒ伯爵がまだ夢を見ているかのような表情で言う。

「それにしても、まさか、あんな混血が存在しているとは……いやはや、驚いた」

「同感だね。家にも何人か混血の召使いがいるが、変身できるような者は一人もいないはずだ。それとも、彼らはその事実を隠しているのか？」

　ハインケル氏の疑問に、バーンホーフ氏は首を振った。

「それはないよ、ハインケル。『人間との混血、あるいは一度でも人間の血が入った雑種は、人獣の能力を受け継がない。従って動物に変化することもない』。──この定説は少なくとも現在までは正しかったんだ。ただ、その常識がここにきて少々怪しくなっているらしい」

「今までは生まれなかったが、誕生するようになったというのかい？」

「まさにその通りだよ。あの少女にしても、仲間の中であんな変化をするのは彼女一人なんだ。人間の血を引くものなら他に何人もいるというのにだ」

「すると、あの少女は学者たちの定説を覆す画期的な発見になるわけか？」

「そういうことなら、いっそ、シュティーヒェンに進呈してやったらどうだ？」

「それはいいな。沿岸国家群を揺るがす一大ニュースになることは請け合いだ」

　シュティーヒェンはゲルスタン随一の学術都市である。

　有名なシュティーヒェン大学もここにあるが、バーンホーフ氏は複雑な顔だった。

「ぼくもそう思ったんだが、あいにく、当局はとっくに知ってたんだよ。シュティーヒェンの研究所にいる知り合いが、まさに人獣の研究をしてるんでね。このことを知らせてやったら、どれだけ驚くかと楽しみにして、先日、打ち明けたんだが、あにはからんや、逆に、厳重に口止めをされてしまった。──変化するインシードの存在はまだ社会に公表できる段階にはないというのさ」

　居間に集まった人々は大きくどよめいた。

　国家はとっくに知っていたのかという驚きを示すものでもあり、なぜ隠す必要があるのかという疑問を表すものでもあった。

　友人たちの驚愕にバーンホーフ氏は重々しい頷きを返して、

「どうやらこの問題は国家的な──いいや、国際的な規模で取り扱われる種類のものらしい。もっと詳しい事情を聞きたかったのはやまやまなんだが、その友人は、ゲルスタン国民として国家に対する信義は守らねばならないというのさ。この問題に関しては他言無用との誓約を、我が国でももっとも高貴な方々と交わしているのだと。従って、たとえ親しい友人であるぼくにだろうと詳しいことを話すわけにはいかないというんだ。ぼくも同様の信義を求められて、その場で口外無用を約束した。何しろ、外務大臣のみならず首相閣下の名前まで出されてはね、応じないわけにはいくまいよ。無論、きみたちに話す分には問題ないと思っている」

　皆、口々に、ゲルスタンの国民として国家に信義を尽くすことを約束した。同時に、ひどく興味を引かれたようだった。

　エルリッヒ伯爵が眼を輝かせながら言う。

「その研究者の話が本当だとすると、変身する混血は、どのくらいの数がいるのかな？」

「それほど多くないことは確かだろうね。まだ社会が気づいていないのだから」

　好奇に満ちた沈黙が『奇抜俱楽部』の会員たちの上に訪れた。

　何を意味するかは明白な沈黙だった。

　今回、優勝を逃がしたヴェンダース氏がその場を代表して、思わせぶりに断言したのである。

「次の題目はこれで決まりだな。それとも、きみは気に入らないかな？　シュタイナー」

　すると、シュタイナー氏はもったいぶって首を振ったのである。

「正直なところ、いい気持ちはしない。しかし、それとこれとは話が別だ」

　集める対象はこの際問題ではない。仲間たちが興じようという遊びに、自分だけが不参加を表明することが却かえって不愉快なのだった。何より、シュタイナー氏も、他の人が持っていない珍しい品物を我がものとすることに高らかな誇りを覚える人種である。

　言い換えれば、入手できないものがあるという事実を認めることは沽こ券けんに拘わる。

「ぼくは人獣は好きではない。混血もしかりだ。しかし、美び醜しゆうの基準は常に紙一重だ。それを思えば、あの生き物が奇抜であることだけは間違いない」

　フォーゲル氏が舌なめずりをせんばかりの顔で言った。

「おまけに、数が少ないことは保証付きだ」

　フォン・ブラウン男爵も鷹おう揚ように頷いている。

「大いに結構だ。それでこそ探しがいがあるというものだよ」

　ハインケル氏もすっかり乗り気である。

「おもしろい。実におもしろい」

「しかし、彼女以上のものが見つかるかどうかは難しいところだぞ」

　と、バーンホーフ氏はいくらか苦笑している。

　そのぼやきをうけて、エルリッヒ伯爵が締めくくった。

「題目は『変化するインシード』。それもバーンホーフの半人半馬より『奇抜な』ものに限る。日時はいつものように三ヶ月後。各自がこれはと思うものを持って集まることにしよう」







　この会合から二週間ばかりが過ぎた、ある日のこと。

　貿易商であるヴェンダース氏は所用のためにバナディスを訪問した。

　仕事柄、外国を訪れることも多いヴェンダース氏だが、その用件が済んでも、氏はすぐには帰国しなかった。

　ヴェンダース氏にはバナディスに嫁いだ妹がいる。

　妹の夫はキスリングといって、バナディス運輸省の要職にある役人だった。貿易を主にするヴェンダース氏にとって、非常にありがたい義弟なのである。

　だから、氏はバナディスを訪れる度に、必ず妹を訪ね、義弟に挨あい拶さつすることにしていた。

　首都グレンフィールドから馬車で三十分も郊外に進むと、大都会の喧けん噪そうとは打って変わった、のどかな田舎の風景が現れる。

　訪ねていったのは土曜の午後だったので、十四歳になる姪めいのシンシアが出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ、シグムント伯お父じさま。お待ちしていましたのよ」

　ヴェンダース氏はキスリング家を訪問するたびに、妹や姪への土産を欠かさない。

　この日も、キスリング夫人には夜会用の豪華なハンドバッグを、シンシアには最新流行の帽子を持参したので、二人とも非常に喜んだ。

　ヴェンダース氏はキスリング氏が帰宅するまでの一ひと時とき、女性たちとお茶を楽しみ、その際、ふと問いかけてみた。

「カタリナ。この屋敷には確か、インシードの召使いがいたはずだね」

「ええ。五人ほど使っているわ。兄さんの屋敷にだっているでしょう」

　それがどうかしたの？　と尋ねる妹に、ヴェンダース氏は笑いながら言ってみた。

「まさかと思うが、その中に変身するような混血はいないだろうね」

　キスリング夫人は兄の言葉に驚いたらしい。茶器を置いて眼を見張った。

「シグムント兄さんまで、馬鹿なことを言わないでくださいな。混血は変身なんかしません。もしそうだとしたら、恐ろしくて恐ろしくて、とても使っていられないじゃありませんか」

「おいおい、ちょっと待てよ。ぼくまでとは、どういう意味だい？」

「シンシアがそう言うんですよ。変身する混血がいるって。そんなもの、いるはずありませんでしょうって、たしなめたんですけど……」

「だって、お母さま……」

　叱られたシンシアは不満そうに唇を尖とがらせているが、ヴェンダース氏は並々ならぬ熱心さをもって身を乗り出したのである。

「シンシアはその混血を実際に見たのかい？」

「それが、伯父さま。とんでもないんです。とっても派は手でで空想的なんです。あんな生き物が実際にいるなんて、とても信じられないくらい、キャサリンったら、本当は手持ちの絵の具を全部使いたかっただけなんじゃないかしら？」

「絵の具だって？」

　ヴェンダース氏は眼を丸くしたが、シンシアは大真面目に頷いている。

「ええ、もう。ありとあらゆる色を使って塗ってあったわ。赤、青、黄色──それがみんな、羽の色なんだもの」

「およしなさい。シンシア。いつまでもそんなことを言っていると笑われますよ」

　キスリング夫人はこの話題を早く終わらせたい様子だったが、ヴェンダース氏は妹を制して、熱心に身を乗り出した。

「いや、おもしろそうな話じゃないか。ぜひ伯父さんにも詳しく聞かせて欲しいな。つまり、それは、キャサリンという子が描いた絵の話なのか？　羽の色というと、鳥だったのかい？」

「ええ。でも、おかしいの。キャサリンの描いたその鳥の人ったら、身体は人間なのに、上半身は羽毛に覆われていて、背中には大きな翼を生やしているんですもの。好きな題材を選んで描くにしても空想的すぎますねって、美術の先生もおっしゃったわ。絵の出来は大変よろしい、想像上の生物だということがよくわかるように描けていますって。神様は自然界の生物にこれほど華やかな姿をお与えになることはありませんからって。キャサリンはその時は何も言わなかったけど、あとになって、あれは本当にいる生き物なんだって言いだしたのよ。わたしには信じられなかったけど……」
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「いや、それは美術の先生の不ふ見けん識しきだよ。人の身体に鳥の翼を持つ形態は別におかしくない。種族によってはそういう変化を起こすものも実際にいるんだ」

「でも、伯父さま。その色合いのめちゃくちゃなことと言ったら！　あんなに派手な鳥なんて、本物の鳥でも見たことがないくらい。孔く雀じやくだって鸚鵡おうむだってあれに比べれば地味だと思うわ。姿が人間の男の人だから、よけいに目立つんです」

　シンシアはすっかり興奮した様子で言い募った。

「大きな翼は裏側が真っ青で、外側は濃い緑で、上半身を覆う短い羽毛は、わざわざ真っ赤とオレンジと黄色に塗り分けてあるのよ。薔ば薇ら色も少し入っていたわ。腕も全部、薄いクリーム色の羽毛に覆われていて、でも、手首の辺りでは色が違っていて、袖口カフスをつけたみたいに少し長くなっているんです。肩にも羽毛とは違う長い羽を生やしていて──と言っても孔雀の羽のように長くはなくて、あんなに固そうでもなくて、もっとひらひらしたやわらかい羽なんです。羽でつくったケープを纏まとっているみたいでした。その飾り羽のケープは黄色と白に薄茶を混ぜて塗ってあって──きっとキャサリンは光り輝く金色に塗りたかったんだわ。飾り羽の上には濃い茶色で斑はん紋もんみたいな模様を描いてあるの。わたしの説明でわかっていただけるかしら？」

「もちろんだとも。その姿が眼に浮かぶようだよ」

　シンシアは病的なほど色の白い、瘦やせた少女だった。袖そでと首まわりにレースの飾りのついた赤い天鵞絨ビロードの服を着て、丹念に梳とかした髪に、服と同じ色のリボンを結んでいる。

　髪はきれいな栗色だし、年頃の少女らしく、身なりには神経質なくらい気を使っているが、勢いよくしゃべる割には、青い眼は精彩を欠いて輝きがなく、口元も少々、しまりがない。

　あまり利発とは言えない少女のようだが、見たものを人に伝える表現力は確かである。

「そのお友達は、ずいぶん絵が上手らしいね？」

「ええ、上手だと思います。でも、それが実在の生物だなんて、信じられます？　伯父さま？　伯父さまはいろいろなところを旅していらっしゃいますけど、そんな異種アナザー人類レイスの《鳥》を見たことはあります？」

　学校では人マン獣ビーストという差別語は教えない。

　異種アナザー人類レイスという公式に定められた名称を使用する。

　そもそも、『変身する人々』をけだもの扱いすることは、決して褒められたことではない。

　社会的に禁止されていると言っていい。

　だから、ヴェンダース氏も妹や姪の前ではそんな素振りは見せなかった。

「話を聞く限り、思い当たる種族はないね。野生の鳥でもそこまで華やかなものは珍しいよ。羽の美麗なものというと、やはり孔雀だが、孔雀に変化するものなんて聞いたことはないしね。それに、キャサリンは本当に、その鳥の人がインシードだって言ったのかい？」

「わたしには言わなかったわ。ローラとジョゼフィーヌに言ったみたい。二人はキャサリンと仲がいいんです。もう一人、エヴァンジェリンにもよ」

「仲良し四人組なんだね。では、シンシアはその三人の誰かから聞いたのかな？」

　すると、鈍い眼をした少女は椅子の上で居心地悪そうに身じろぎして、小さな声で言った。

「そうじゃないの。ローラとジョゼフィーヌが話しているのを聞いたんです」

「シンシア。盗み聞きなんて、はしたないことですよ」

　キスリング夫人が注意すると、シンシアはまた唇を尖らせて言い返した。

「わざとじゃないわ。盗み聞きしようと思って聞いたんじゃないもの。聞こえちゃったのよ」

「そういう時にはね、黙ってその場から立ち去るの。おまえがお友達の会話に聞き耳を立てているところを誰かに見られでもしたら、どうなると思うの」

「でも……」

「口答えはおよしなさい。真の淑女というものは、常に上品に人の言葉に耳を傾けて、優しく、抑えた声で話すものですよ」

　キスリング夫人はなかなか厳しい。母親として当然かもしれないが、自分の娘が礼儀作法も身についていないとは言われたくないのだった。

「まあ、まあ。カタリナ。そう厳しく叱ることもないじゃないか。シンシアだって、これから気をつけるさ。そうだね？」

「はあい。伯お父じさま」

「そこでだ。伯父さんにもぜひ聞かせてほしいんだが、そのローラとジョゼフィーヌはどんなことを話していたんだい？」

「兄さん！　よしてちょうだい」

　キスリング夫人がきつい口調で抗議した。それでは、盗み聞きはいけないことだと、いくら言いきかせたところで意味はない。

　話を聞かせてくれと言われたら、シンシアのような少女はすっかり喜んでしまうからだ。

　しかし、あいにくヴェンダース氏はシンシアのしつけなどに興味はなかった。思いがけなく飛び込んできたこの情報をできるだけ正確に知ることだけを考えていたのである。

　果たしてシンシアは嬉き々きとして盗み聞きの内容を打ち明けた。

「二人はこう言ってました。キャサリンが言ったことは本当かしらって。変身するインシードなんていないって習ったじゃないって、そう言ったのはジョゼフィーヌよ。でも、キャサリンは絶対に秘密だって言って、秘密を守ることを友情に懸かけて誓わせたんですって。だからこんなところで口にするのはよしましょうって、ローラが言ってたわ。秘密を人に知られたら友情を失うことになるのだからって」

「ほほう、ずいぶん厳しいんだね。今の女の子の間ではそういうのがはやりなのかい？」

「あら、あんなの、ただのつまらない遊びだわ」

　むきになる言い方からすると、シンシアにはまだ秘密を誓う相手がいないらしい。そして、そのことをひどく気に病み、肩身の狭い思いをしているのも間違いなさそうだった。

「しかしだ、その絵の人物が本当に混血だというのなら、ナンセンスな話だよ。どんなに血が濃いとしてもインシードはインシードだ。背中に翼を生やすなんてことはできやしない」

「やっぱり？　いったいどういうことなのかしら？」

「そうさなあ。ぼくは直接にはそのキャサリンを知らないが、シンシアはどう思う？　彼女は噓をつくような子なのかい」

　キスリング夫人が眉まゆをひそめながら口を挟んだ。

「兄さん、滅めつ多たなことを言わないでくださいな。キャサリン・ウィンスロウは外務大臣補佐官のエリオット・ウィンスロウ卿きようのお嬢さんですよ」

「ほう。それはそれは……」

　キスリング家は裕福な家柄ではあるが、貴族ではない。

　まして、エリオット卿は有能な政治家として外国政府にまで名を知られている人物である。

　娘の同級生とは言っても憚はばからなければならないのは当然だった。

　キスリング夫人は苦い顔でお茶のお代わりを注ついでいる。

「キャサリンは何か思い違いをしているのよ、きっと。でなければ、その絵のモデルになった鳥の人がキャサリンに噓をついたんでしょう。自分は混血だって」

「でも、お母さま。その人はどうしてそんな噓を言ったのかしら？」

「そんなことはわかりませんよ。とにかく、変身する混血なんているはずがありません」

　キスリング夫人はあまりこのことを深く考えたくないようだった。

　何故と言って、変化する混血というものが実在するとなれば、自宅で使っている召使いも、いつ何時、動物の姿に変身してもおかしくないことになってしまう。

　身震いして言った。

「料理番のスーザンや庭師のジョンが獣けものに化けるところなんて、考えただけでもぞっとするわ。その話はもうよしてちょうだい」

「はい、お母さま」

　シンシアはしぶしぶ母親の言葉に従ったが、ヴェンダース氏は違った。

　まるでバターを前にした猫のように舌なめずりをしていたのである。
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　バナディスには政策の舞台となる重要な都市が二つある。

　一つは南東部に位置する首都グレンフィールドだ。

　バナディスの大玄関である港町ボランに直結する物流の基点であり、国内最大人口を誇る大都市であり、バナディスの経済の中心地でもある。学問、文化、芸術の分野でも最先端を行く、沿岸国家の中でもまさに第一級の都市である。

　そして、同じくらい重要な町が西部のはずれに位置するチェスタムコートだった。

　もっとも、知らない者の眼にはとてもそうは映うつらない。

　都会のグレンフィールドと違って、ここはいかにもひなびた田舎の町だからだ。

　線路が敷かれているものの、連絡しなければ、汽車はこの町に止まってくれない。市議会は無論のこと、町議会というものもない。町長、駅長、警察署長といった町を代表する人々は皆、顔なじみの昔なじみといった間柄である。

　特筆すべきことがあるとしたら、住民の半分が牛や羊だというこの田舎町は、沿岸国家群の町の中でもっとも西に位置しているという点だ。従ってここ、チェスタムコートはある意味、内政を司つかさどるグレンフィールドより遥はるかに重大な、国際会議の舞台としての顔を持っていた。

　初夏の日の深夜、そのチェスタムコートで、ある重要な会議が開かれていた。

　新聞には決して報道されない、一般市民は誰も知ることもない、極秘の会議である。

　参加者は全部で十二人。

　半分はバナディスを始め、ヴィルドナ、ゲルスタン、エルディア、ローム、クレスト、と、大陸東部の沿岸国家群をそれぞれ代表する大使たちである。

　これだけの人物が一堂に会することはグレンフィールドでも滅多にない。あれば間違いなく新聞の一面記事を飾るはずだ。

　では、なぜ、このチェスタムコートの会合は誰にも知らされないのか？

　それは残りの顔ぶれに原因があった。

　先の六人はそれぞれ趣向を凝らした服装をしていたが、残りの六人は皆、僧そう侶りよが着るような、フード付きのゆったりしたローブを纏まとっていた。今、フードは後ろへ押しやられて顔が見えていたが、その顔は──というより頭部は、そろいもそろって人間のものではなかったのだ。

　一人は立派なたてがみを備えた、圧倒的な存在感を放つ雄ライオンの頭をしている。

　別の一人は赤い毛色に大きな耳、尖とがった鼻先をしていた。犬によく似た狐の頭だ。

　長い鼻面と黒光りする長い首、その首の後ろにふさふさしたたてがみを持つ馬の頭もある。

　眼光鋭く、鉤かぎ状じようのくちばしも厳いかめしい、真っ白な羽毛を生やした鷲わしの頭。

　顎あご鬚ひげを垂らした山や羊ぎがいた。といっても家畜用の、角つのの短い山羊ではない。ひどく重そうな巨大な角は両肩の外を巡るほど大きな円を描き、尖った角の先はほとんど正面を向いている。

　その頭は、険しい山岳地帯に生息する野の山や羊ぎ類の頭部そのものだ。

　そして、特に人間の眼には不気味に映る蜥蜴とかげの頭を持つ人がいた。

　全体がぼつぼつした疣いぼに覆われている地肌は灰色とも緑色ともつかない色をしており、その両眼は頭部から大きく突出している。

　これが西大陸奥地の住人たち──人間が異種アナザー人類レイスと呼ぶ人々だった。

　もちろん、彼らのその顔は仮面を被かぶっているのでもなければ、つくりものでもない。

　顔面を含めた頭部だけが、本当に、動物に変化しているのだ。

　今この場には《獅し子し》《狐》《鷲》《馬》《山羊》《蜥蜴》の六族の代表がいるわけだが、いつもこの顔ぶれというわけではない。《狼》や《虎》が来ることもある。

　完全変態した《白鳥》の代表が《熊》の代表の小こ脇わきに抱えられて登場したこともある。

　異種人類の間では部族間の伝達がよく行き届いているので、どの部族が会議に参加しても、さしたる問題にはならないのだった。

　ライオンの頭を持つ《獅子》の代表が重々しく言う。

「我々は何千年もの間、この大陸で暮らしてきた。そこへ、きみたちがやって来た。いわば、きみたちは新参者の、よそものだ」

　鋭いくちばしの《鷲》の代表も、甲かん高だかい声で非難の言葉をかぶせた。

「後からやって来た者が以前から住んでいた者に遠慮するのは当然のことと思うが、違うか。さらに言うなら、我々がきみたちに節度と配慮を求めるのはそれほど道理に外れたことか？」

　鋭い眼光とよく言うが、鷲の眼はまさにその究極である。

　どんなものも捕らえて逃がさない炯けい々けいたる眼光が、各国の代表を厳しく見据えている。

　しかもそれが人間なみに大きい鷲の頭なのだ。

　圧倒的な迫力のその眼光に射い竦すくめられながらも、各国の代表は何とか平静を保っていたが、この会議に参加する人間代表は、気の小さい者や動物ぎらいでは絶対に務まらないだろう。

　赤い毛並みの美しい《狐》の代表は《獅子》や《鷲》の代表とは違う、静かな口調で話した。

「我々は大地とともに生き、自然の営みを重んじ、掟おきてを守って暮らします。あなた方は大地を食い荒らし、自らの欲望に自然を無理に合わせようとし、物欲のみを重んじて生きています。大地にものが言えたとしたら、果たしてどちらを選ぶでしょうか？」

「それは言葉が過ぎましょう、《狐》の代表」

　やんわりと言ったのはヴィルドナ大使だった。

「我々は今日までよき隣人として暮らしてきたはずです。一部の不届き者の心ない振る舞いを取り上げて、我々の総意であるかのように言われるのは心外ですな」

「本当に一部なのか？」

　疑いもあらわな口調で言ったのは、黒光りする長い首を持つ馬の人だった。

「この一件は、きみたちの言葉で言うなら明らかな領土侵犯だ。しかも、侵入してきた連中は頭から我々を無視していた」

　六人の人間たち──沿岸国家群の代表者たちの表情は固かった。

　それは、この会合は最初から自分たちが責められる側であり、相手側に非難と抗議の権利があると知っているからだった。

　沿岸国家群の呼び名からもわかるように、この陸地──西大陸と呼ばれている大陸において、人間たちの暮らす地域は東部沿岸添いのわずかな範囲に過ぎない。

　残りのほとんどは、人間にとって手つかずの未知の世界だった。

　バナディスの以西に果てしなく広がる大陸中部から北部、西部、南部に至るまで、そっくり異種人類の暮らす領域なのである。

　従って、以前から、その未知の世界へ赴く冒険家は後を絶たなかった。

　異種人類は今までずっと、人間のこの行動を黙認していた。というより無関心だった。

　やってくる数も多いものではなかったし、彼らは探検自体が目的であり、大陸内部の自然をその眼で確認したことに満足して、記念に草木や石を拾う程度で引き上げていったからである。

　だが、最近になって、状況が大きく変化してきた。

　各国の企業が利益を求めて、内陸への進出に熱心な姿勢を見せるようになったのである。

　つい先日も、ゲルスタンとロームの企業の人間が調査と称して、大陸中部の草原を訪れた。

　そして、様子を見に来た異種人類に向かって、この辺り一帯の土地は今後、自分たちが所有すると、ここに鉄道を敷いて街を築くと言い放ったのである。

　地元の異種人類にしてみれば、とんでもない話だった。そこはずっと以前から、自分たちの土地であり、住処すみかなのである。いきなりやってきた見ず知らずの『外国人』に、そんなことを勝手に決められる覚えはない。

　ただちに作業の中止と撤退を求めて抗議した。すると、調査団側は問答無用で、異種人類を武力で追い払おうとしたのである。

　しかし、追い払われたのは調査団のほうだった。

　調査団は厳重に武装していた。これを撃退した《馬》や《鹿》の異種人類は素手だったが、それでも勝負にならなかった。這ほう々ほうの体で逃げ帰った調査団の関係者は、自分たちの政府に《けだものども》の横暴を訴え、先に手を出したのは《けだものども》のほうだと主張して、断固たる対応を求めたが、聞いて頭を抱えてしまったのがゲルスタンとローム政府だ。

　すべての沿岸国家は──人間社会は、異種人類との共存を政策として掲げている。

　その政策の一貫として、人間と異種人類の間には『互いの領域を侵してはならない』という暗黙の了解がある。

　従って、この場合、どちらが先に手を出したかは既に問題ではない。

　人間が調査団などを結成して、異種人類の領域に押し掛け、その土地の占有権を有しているような暴言を吐き、勝手に作業に入ったこと自体が、そもそも非常にまずいのだ。

　率先して調査団を追い払った《馬》の代表は呆あきれ返った口調を隠そうともしないでいる。

「誰のものでもない土地に真っ先に立て札を建てれば、その土地が自分のものになると本気で思っているのかね、きみたちは？」

「いいや、誰のものでもないというその主張がそもそも理解しかねる。きみたちがやってくる何千年も前から、あの土地には《馬》が住み、《鹿》が住み、《狐》や《狼》が暮らしていた。従ってあの土地は我々の──きみたちの言葉で言えば異種人類のものだ」

　厳かな口調で《獅し子し》の代表が言えば、《鷲わし》の代表が鋭い声で後を続けた。

「人間がするように境界線が引いていないのが問題だというのなら、話は簡単だ。今、ここで境界線を引こう。バナディス西部の国境をきみたちの社会と我々の世界との境界線とし、それより西を我々の領土としよう。この境界線を侵した者は侵入者と見なし、我々のやり方で対処することにしよう」

　六人の人間たちはざわりとどよめいた。

「《鷲》の代表。そのような発言は軽々しくなさるべきではないかと思いますが……」

　バナディス大使が思わずたしなめたが、《鷲》の代表が答えるより先に、毛づやのいい馬の首が、語気も強く断言した。

「いいや、《鷲》の代表の言われることはもっともだ。交流を絶ってしまえば問題は解決する。遅すぎたくらいだ。そもそも共存しようということ自体が無理な話だったのだ」

「まあ、待てよ。《馬》の」

　やんわりと言ったのは、今まで沈黙していた《山や羊ぎ》の代表だった。

　ずいぶんと嗄しわがれた声である。長い顎鬚と大きな角を持つ山羊の顔がどのくらいの年齢なのか、人間たちにはさっぱりわからなかったが、かなりの年輩なのは間違いないようだった。

「しばらく、待て。そう結論を急ぐのは、得策ではない。彼らだけを非難することはできぬよ。我らの中にも掟を忘れ、無ノンフ形種オーマーの物質社会を好ましく思う者がいるのだもの」

「だからこそ、この際、思いきって接触を絶つべきではありませんか」

　人間たちには強い口調の《馬》の代表が、この相手には敬語を使っている。そのことからも、仲間たちから一目置かれる実力者なのだろうと推察がつく。

「さて、さて。どうかな。今となっては手遅れではないのかな」

　重そうな角の頭を傾かたむけて、《山羊》の代表は人間の代表団に眼を向けた。人間で言うなら小こ首くびを傾かしげたと表現される仕草である。

　その眼と相対した人間たちは、相手が何を考えているのか、懸命にその眼の色から探ろうとしてみたが、うまくいかなかった。というのも山羊の眼は瞳どう孔こうが横に長く、どこを見ているかわからない、何とも異様な眼だからだ。

「そちらのご意見はどうなのかな？　我らとの接触を絶つことに賛成か、反対か？」

「無論、反対です」

　真っ先に答えたのはゲルスタン大使だった。

「良くも悪くも五百年、我々とあなた方とは隣人として暮らしてきたのです。今になって袂たもとを分わかとうなどとは、最初から考えておりません」

　他の大使も異口同音に同じことを訴え、ローム大使はいささか緊張の面もちで断言した。

「先日の一件に関しては、ゲルスタン大使同様、わたしも国を代表してお詫わび申し上げます。しかし、ヴィルドナ大使が言われたように、その不ふ心こころ得え者ものたちの言動が我々を代表するものであるとは思わないでいただきたいのです」

「では、二度とあんなことは起こらないと約束してもらえるのかな？　確か、前の会議の時も同じ約束を交わしたはずだし、あれからわずか半年なのだが、その釈明もしてもらえるかね」

　おっとりとやわらかな口調ながら、《山羊》の代表は、ずばりと思いきったことを言う。

　あからさまな皮肉に、エルディア大使が頰を紅潮させて反論した。

「しかしですな！　あなた方の仲間が我々の国で犯罪行為に手を染めていることも紛れもない事実ですぞ！」

　クレスト大使も同調した。

「そうですとも。何しろあなた方は夜でも眼が見える。鳥の人なら飛んで逃げることもできる。その犯罪は年々巧妙化する傾向にあります。我々の警察機構はかつてない深刻な事態に直面し、頭を抱えているところなのです」

　この抗議に対し、《狐》の代表がにべもなく言い放った。

「その犯罪とやらが殺害や盗みを意味するものであるならば、そちらで好きにすればよろしい。いちいちこちらに打診する必要はありません。──冤えん罪ざいの疑いがあれば話は別ですが」

　申しわけ程度につけ加えながらも、《狐》の代表は自分たちの立場と信念をはっきり述べた。

「我々は掟おきてに反して犯罪を働く者を同族とは考えません。そちらの基準と法に照らし合わせて、罪に応じた裁きを下してくださって結構です。同様に、我々にもその権利を認めてもらいたい。《鷲わし》の代表が言われたように、我々の領域内に侵入し、禁を犯す無形種を発見したら、その時は我々の掟に従い、我々の独断で裁くことを、です」

　ゲルスタン大使とローム大使が血相を変えた。口々に訴えた。

「《狐》の代表に申し上げる。そうした私的制裁を我々は野蛮と呼ぶのです」

「彼らは確かに、あなた方にとっては憎むべき犯罪者でしょう。しかし、我々の法律では──法治国家に於おいては、正当な裁きによる判決以外の手段で犯罪者が罰せられることがあってはならないのです。まして、独断でその命を奪うなどもってのほかです！」

　厳しい言葉にも《狐》の代表は眉まゆ一つ、もとい、ぴんと張られた髭ひげの一本も動かさなかった。

　冷静に言い返した。

「あなた方の法とやらが、我々の掟のように正しく作用しているのであれば、わたしもこんなことは言わずにすみます。先日の侵入者たちは大陸西部は誰の土地でもないと言い放ちました。人間の、どの国の領土にも属していないのだから、自分たちが土地の所有権を主張することに、何の問題もないのだと、《鹿》や《馬》の目の前で言い放ったと聞いています」

「その通りだ、《狐》の。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはまさにこのことだ」

《馬》の代表の苦り切った声に相あい槌づちを打ち、《狐》の代表はさらに続けた。

「彼らはなぜ、そんな誤った認識を持つことになったのです？　わたしはあなた方の不手際だと考えます。あなた方が、同族の人々に、バナディスより西は自分たちの世界ではないのだと、むやみに立ち入ることは許されないのだと、きちんと了解させていれば、今回のような事件が多発することは避けられたはずです」

「我々は無論その努力をしていますとも！」

「いかにも！　沿岸国家群のどの小学校でも真っ先に教えることです！」

《狐》の代表は美しい毛並みの頭をゆっくりと振ってみせた。

「あなた方が努力をしていないとは、わたしも申しません。しかし、悲しいかな、その教育が充分に浸透していないことも、紛れもない事実です」

　言葉や態度は温厚な《狐》の代表も、実際に言うことはなかなか厳しい。

《獅し子し》の代表が、ゆっくりと口を開いた。

「問題は、だ……」

　立派なたてがみの頭部は、今の人型の身体に合わせてか、実物のライオンより遥かに小さい。

　だが、この人が完全に形態変化すれば、体重二百キロを優に超す巨大な獅子の姿となる。

「問題は、きみたちと我々とは、決定的に異なる生き物だということだ。それは単に、姿かたちや能力の違いを指して言うのではない。魂の根本から違っている。きみたちの中には我々に好意的な者もいれば、反感を抱いだく者もいるだろうが、それ自体は、わかるつもりだ。むしろ当然のことだろう。我々《獅子》の中にもいろいろな意見の持ち主がいる。きみたちに好意的な態度を示す者もいれば、反感を抱く者もいる。ちょうど、きみたちの中に、同国人といえども実に様々な考え方が存在するようにだ」

　黒いローブの袖そでからわずかに覗のぞく手は、一応、五本の指を備えた人の手の形をしていたが、手の甲はひどく毛深く、指は節くれ立って長く、爪も鋭かった。

《獅子》の代表はその指で、ゆっくりと机を叩たたきながら、考え深げに言葉を続けている。

「真の問題は、我々の中できみたちに反感を持つ者は、きみたちを滅ぼそうとまではしないということだ。彼らはきみたちをきらってはいるが、それだけだ。きみたちと顔を合わせることを避け、親しく交際することを拒むにすぎない。従って、そちらからやって来なければ、何の問題も起きない。ところが、きみたちの中で我々に反感を持つ者は、我々をきらうばかりか、憎み、蔑さげすみ、我々を長年暮らした住すみ処かから追い払って撲ぼく滅めつし、その後に自分たちの旗を立てて、大声で勝ったと宣言しなければ気がすまないらしい。──これはどういうことなのかな？」

　独り言のような《獅子》の代表の言葉に対し、《馬》の代表がまさに『鼻で笑った』。

「そんなことは言うだけ無駄だぞ、《獅子》の。この連中の殺さつ戮りく本能ときたら、狩りを覚えている最中のきみたち大型猫属も尻尾しつぽを巻いて逃げ出すほどなのだからな」

「おやおや、矛先がこちらへ来たか」

《獅子》の代表は大きな口を開いて太い牙きばを見せた。攻撃の意思ではない。動物の顔は人間と違ってうまく笑うことができないのだが、明らかに面おも白しろがっている顔だった。

　対して、人間側の代表たちは傍はた目めにも表情が険しくなっている。

　異種人類に対して好意的であるはずのバナディス大使までが堅い声で言い出した。

「そこまで我々の言葉が信じられないと言われるのであれば、残念ですが……」

　交渉は決裂する。

　そう言いかけたとき、《鷲わし》の代表が片手を挙げてバナディス大使を制した。

「わたしは、この場にいるきみたち六人の言葉は信じてもいいと思っている」

　と、《鷲》の代表は言った。

「しかし、我々の場合、種族を代表する者と交わした約束は、その種族すべてに対して有効だ。きみたち無ノンフ形種オーマーは違う。この場にいるきみたちはそれぞれの国を──つまりは種族を代表する者のはずなのに、別のバナディス人、別のヴィルドナ人はまったく違うことを主張する。この場で交わした約束を持ち出しても、そんな約束は自分はしていない、だから守る必要もないと平然と言ってのける。それは我々の基準で言うなら種族の代表者を無視する行為であり、種族との決別なくしては言えない言葉だ。従って、この連中はきみたちの群むれから追放された異端者なのだと我々が判断するのは当然のことだ。ならば、我々の独断でその連中を処分しても何なんら問題はないはずだが、きみたちはそれは困ると言う。自分たちの仲間を私的制裁にかけるのはけしからんと抗議する。《獅子》の代表ではないが、いったいどういうことなのだ？」

　人間側には返す言葉がない。

　その問題を話し合うためには民族性の違いから始めなければならない。

　自分たちの『国』という構成単位が、彼らの『種族』ほどの団結力や結束力を持たないこと、犯罪者といえども自国の法律で裁きたいとする身びいきのことなど。

　だが、それを彼らに理解してくれと、理解して欲しいというのは無理な相談だった。彼らにとってはまったく納得できない理屈なのだ。それほど国というものの基盤が弱いのなら、なぜ、国の代表などと名乗るのだと言われてしまう。

　淡々と話している《鷲》の代表も、見た目以上に憤りを感じているらしい。

　鳥類の顔は動物以上に表情がわかりにくい。犬科や猫属はまだその眼で感情を表現するが、鳥類ではそれも難しい。その代わり、感情が激したときの彼らは『ふくらんで』みせる。

　今まさに《鷲》の代表は頭部の冠かん羽うを逆立て、襟元の羽毛をふわりと広げていた。

「きみたちは何事であれ、一存では決められないと言う。仲間の行動に責任も持てないと言う。我々はきみたち個人ではなく、国家という謎の生き物を相手にしなければならないらしいが、困るのは、その国家の意思とやらが、どこにあるのかわからないことだ」

　異種人類の代表たちは一斉に頷うなずいた。

　彼らの主張ははっきりしていた。人間が──少なくとも個人がその意思において異種人類の領域にやってくる分には止めようとは思わない。好きにすればいい。まったくの未開の土地にどんな危険や困難が待ち受けているかは百も承知で、自分の命を懸けて来るのだろうから。

　実際、そうやって、異種人類の領域を探検した人間は昔から何人もいるのだ。

　もちろん、その全員が無事に帰れたわけではない。異種人類の領域には本物の猛獣もいれば、人間に好意を持たない、話のわからない連中もいるからである。

　そうした危険を承知の上で冒険にやって来た者の中で、何人かが幸運に味方されて、無事に生きて戻ったとしても、別に目くじらを立てるつもりはない。

　しかし、自分たちにはさっぱりわからない国家という看板を振りかざし、企業や会社などの肩書きを背し負よって大人数で押し掛けてくる連中を見過ごすことはできない。侵入者と判断し、実力でお引き取りを願うことにする。

　その際、死人が出たとしても、こっちの知ったことではないというのだが、人間側としてはそこが困るのだ。
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　自分たちの領域に勝手にやってきて攻撃の意思すら見せる侵入者を強制的に排除するのは、異種人類としては当然である。彼らに保証された権利だとわかっている。

　わかってはいるのだが、死人が出るのだけは困る。同国人をけだものに殺されたと言って、国民が大げさに騒ぎ立てる恐れがある。もう少し優しく撃退してくれないかというのが切なる願いなのだが、これも異種人類にしてみれば都合のよすぎる言い分である。

　バナディス大使が悲痛な声を振り絞った。

「無理は承知で申し上げます。我々は、それがたとえ犯罪者であろうとも、自国民が他国民に殺されたという事実そのものに強い刺激を受けるのです。彼らが犯した罪がどのようなものであるにせよ、大衆は異国の地で同国人が果てたという現実を──異国人の手によって同国人の命が奪われたという事実だけを重んじます。そうして国民感情が激化し、大衆が一斉に声を張りあげたとしたら、その勢いを完全に抑えられる指導者は残念ながら……、非常に残念ながら、我々のどの国にも存在しません」

　ヴィルドナ大使がその後を受けて、必死の様子で続けた。

「我々はあなた方との間が気まずくなることなどは望んでおりません。それどころか、そんな事態だけはぜひとも避けたい。ましてや戦争など、断じて避けねばならないのです」

　異種人類の代表たちは揃って沈黙した。緊張ではなく、呆あきれ返ったがための沈黙だった。

《狐》の代表が言う。

「我々が我々の領土を侵入者から守ると、あなた方との間で戦争になると言うのですか？」

「侵入者を撃退するなとは申しません。ただ、殺害だけは控えていただきたいのです」

《馬》の代表が舌打ちを洩もらした。

「何ともはや、不当な要求だ。我々ばかりが我慢を強いられるのか？　殺害を控えろと簡単に言ってくれるが、では、先日やってきた連中はどうなる？　あの連中は明らかに我々を殺す気だったのだぞ」

《獅し子し》の代表も、立派なたてがみに囲まれた顔に、可能な限りの難しい表情を浮かべている。

「戦争は避けたいというのはきみたち六人の個人的な考えか？　それとも、きみたちの同族も同じ意見なのか？」

「無論、国を挙げての総意です」

「では、二度と地面をほじくり返す調査になど来させないことだ。今度、同じことがあったら、その者たちの命は保証しかねる」

　人間側の代表団から一斉に驚きよう愕がくの声があがった。

　これほど話してもわかってもらえないのかという絶望の声であり、頼むからこちらの事情を少しは察してくれと願う悲鳴でもあった。

「そんなことをしたら取り返しのつかない事態を招くと、たった今申し上げたところですぞ！　それとも、あなた方は戦争になることを望んでいるのか？」

「その台詞せりふはそっくりそちらにお返しする。戦争を避けたいと言いながら、その努力を我々に求めるのか？　それはまたずいぶんと都合のいい、おかしな話だ。戦争を避けるための努力が必要なのは我々ではない。きみたちのほうだ」

《獅子》の代表は金色に光る眼で、人間の使節団を鋭く見つめている。

「きみたちの言っていることをわたしなりに解釈すると、こうなる。自分たちの同族には異種人類に強い反感を抱く者が大勢いるが、自分たちはその同族を抑えることができない。うまく監督することもできない。彼らは異種人類を大陸から駆逐したがっており、異種人類の領域に侵入して異種人類を殺害するかもしれないが、戦争になるのは困るから彼らを殺さないでくれ。──そこまで甘えたことを言われても、こちらが困る」

　人間の使節団はまたも反論できない。

　相手の言うことは筋が通っている。甘えていると言われたら、まさにそのとおりなのだ。

　逆立っていた冠羽を元通りに寝かせて、《鷲わし》の代表が淡々と言った。

「五百年前、きみたちのふるさとは──東大陸は海に沈んだ」

「…………」

「きみたちの仲間のほとんどは東大陸と一緒に沈み、かろうじて船で脱出した僅わずかな者たちが、この西大陸にやっとのことで辿たどり着いた。その際、我々の祖先はきみたちの祖先を寛大に迎え入れた。元来、東部に住んでいた者は、わざわざ西部に移動してまで、きみたちの住すみ処かを確保してやったはずだ。それとも、その歴史すらも、きみたちの間では忘れ去られているのか？」

「…………」

「この際、はっきり言っておこう。我々はこれ以上、譲歩する気はない。同時に、きみたちに猛もう省せいを促うながしたい。いったいきみたちは我々を駆逐し、西大陸を食いつぶした後、今度はどこへ向かうつもりだ？　存在すらも危ぶまれている北大陸の征服を目指すのか？」

「…………」

「犬の身体に巣くう蚤のみは宿主と上手に共生して生きている。あんなちっぽけな者たちでさえ、宿主を殺してしまったら自分たちも終わりだということを知っている。きみたちがどう考えているにせよ、我々も、きみたちも、この西大陸の恩恵を受けている小さな虫に過ぎないのだぞ。きみたちに真実、戦争を避けたいとする意思があるならば、その実現に向けて発はつ憤ぷん興こう起きしてもらいたい。さもなくば──このままきみたちの横暴が収まらなければ、最悪の場合、百二十年前の大戦の二の舞になるだろう」

「《鷲》の代表！」

　人間の使節団は色めき立った。

　その大戦のことは、人間たちにも異種人類にも苦い記憶として語り継がれている。

　双方に大変な被害が出た戦いだった。同じことになるのだけは、何としても避けなければならないはずだった。それなのに、そうも簡単にその可能性を口にするのか。

　人間の代表団はこの言葉を挑戦的なものと、攻撃を仕掛ける意思があるものと受け取った。

　ローム大使が傍はた目めにも険しい顔で言った。

「《鷲》の代表。我々を萎い縮しゆくさせるつもりでそのようなことを言われるのならば、無駄ですぞ。我々は脅迫には屈しません」

　いきなり態度を硬化させた人間たちを見て、《鷲》の代表は何度か瞬きをした。

「きみたちの思考過程はまったくもって謎だな。わたしは事実を述べただけだ。それがなぜ、脅迫しているという話になる？」

「何を言われる。先に攻撃を匂わせたのはあなたのほうですぞ」

　睨にらみあいになった。

　というより、あくまでも動じない目線の《鷲》の代表を、六人の人間代表団が必死になって睨みつけている。

　緊迫した空気の中、穏やかな声が割り込んだ。

「無形種の代表たちに申し上げてもよいかな？」

　今まで一言も発しないでいた《蜥蜴とかげ》の代表だった。

　この人は侃かん々かん諤がく々がくの議論の間、ずっと眼を半眼に閉じて、まるで眠っているように見えた。

　今は顔面から大きく飛び出している眼を、きょろり、きょろりと動かしている。

　本人は普通に眼を開いているだけなのかもしれないが、何しろ左右の眼玉が全然別のものを見ているだけに、人間たちにとっては何とも胸騒ぎのする目線だった。

「《鷲》の代表は何も脅おどかしがましいことなんぞ言っとらんよ。本当のことを言ったまでさ。脅されていると思うのは、あんた方の心に脅迫されるかもしれないという怯おびえがあるからだと、わしは思うがね。違うかね？　《獅子》の代表の言うことだってそうさ。あんた方の努力が足らなければ戦争になる。つまりは、あんた方がちゃんと仲間を抑えてくれさえすれば、戦争になんぞならんですむと、それだけのことさ。あんた方の耳に脅迫と聞こえたなら心外じゃし、よけいな心配をさせたのなら、申し訳ない。このとおり、わしが皆に代わって、お詫わびする」

　右眼が真上を、左眼が真下を見ている超特大の蜥蜴の頭がゆっくりと前に傾き、頷うなずくような動きをした。どうやら『頭を下げた』つもりらしい。

　六人の人間たちはいくらか胸を撫なで下ろして、初めて積極的に意見を述べたのである。

「《蜥蜴》の代表。さらには他の代表の方々。先日のローム・ゲルスタン合同調査団の無礼は重ねてお詫び申し上げます。──その上であらためてお願い致します。あなた方の住む領域を調査することを許していただけないでしょうか？」

　ゲルスタン大使が言えば、異種人類の領域にもっとも近い国家であるバナディスの大使も熱心に言葉を添えた。

「誤解なさらないでください。我々は、あなた方の領域を侵そうなどとは考えておりません。ただ、我々が暮らすこの大地の姿を知りたいと思っているだけなのです。西大陸に移住して五百年になりますが、我々は未いまだ、この大陸についてほとんど何も知らないのですから」

　さらにローム大使も食い下がる。

「現在では測量技術も多大な進歩をみせております。正確な地図だけでも作製したいのです。無論、その際は決してあなた方のお邪魔にならぬよう、充分に配慮致します」

　他の三人の大使も異口同音に同じことを訴えたが、《蜥蜴》の代表はゆっくりと首を振った。

「だから、あんた方の住む地面ならば、いくら調べようと穴を掘ろうと止めはせんよ。好きになさればよろしい。ただし、わしらの住む地面にまで同じことをする必要が、なんである？　しょせんは他人の住む土地なんじゃ。どんな形をしていようと、その地面から何が出ようと、自由にする権利はあんた方にはない。なのに、その測量やら調査とやらで、あんた方に都合のいい結果が出たらどうなさるね？　あんた方はどうでもわしらを追い出したくなるじゃろ？」

　あっけらかんとしながら、鋭いところをついている。

「その一方で、あんた方の文明とやらに、わしらも恩恵を受けている。今さら決別することは賢明ではない。そんなことができるはずもない。あんた方のほうも、わしらと完全に手を切ることはできんじゃろ？　特に混血たちはそちらの国々でずいぶん働いておるはずじゃからの」

　きょろりと動く爬は虫ちゆう類るいの一いち瞥べつを受けて、大きな角を生やした山や羊ぎの頭が頷きを返した。

　仲間たちを見渡すようにして、言った。

「結局はこれまで同様、互いの内うち懐ぶところを詮せん索さくすることのない、浅いつきあいを続けるべきだ、ということになる。──そんなところでいかがかな、ご一同？」

　三頭の獣と一羽の鳥はそれぞれ軽く鼻を鳴らしたようだったが、何も言わなかった。

《山羊》の代表は今度は人間たちに目線を転じて言う。

「残るは、先程から問題になっている侵入者の扱いだが、我々とて殺さずにすむものならそうしたい。しかし、相手は徒党を組み、大口径の銃や爆弾を持ち、我々めがけて遠慮なくぶっ放してくる。それでは到底、生け捕りにはできん。それともきみたちはこちらにどんなに被害が出ようとも、我慢して手出しはしないでくれ、彼らを殺さないでくれと言うのかな？」

　この問いかけに『はい』と答えたら、それこそ戦争になってしまう。

　人間の代表団はびっしょりと冷や汗を浮かべながら、『いいえ』と答えるしかない。

　しきりと頷きながら、《蜥蜴》の代表が言った。

「世の中には正当防衛というものがある。幸い、わしらの掟おきてでも、あんた方の法でもきちんと認められた権利だ。ならば、わしらがその権利を行使しても、何ら問題になるはずがない」

　さらに《山羊》の代表が畳みかける。

「もちろん、我々としても戦争は避けたい。いいや、ぜひとも避けねばならん。しかし、そのために我々ができることは何もない。結局は《鷲わし》の代表が言うように、そちらにいっそうの努力を求めるしかない。違うかな？」

　違わない。

　人間の使節団の口を完全に封じておいて、《蜥蜴》の代表が締めくくった。

「では、話し合いはこれで終しまいとしよう。くれぐれも、お仲間への忠告は忘れんでくだされよ。わしらの中の、あんた方をきらっている者たちは、今のところあんた方を攻撃しようとまでは思わないでいるようだが、そちらからの干渉があまり度重なると、それも怪しくなる」

「いかにも。どこにでも血の気の多い連中はいる。そうした連中を抑えるのが種族の代表者の役目でもあるが、何事にも限度がある」

　戦争にするもしないも、そちらの態度次第だとあらためて念を押した上で《山羊》の代表も席を立った。他の代表たちも無言でそれに倣った。
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　チェスタムコートで極秘の国際会議が行われたその翌日。

　バナディスの首都グレンフィールドの郊外にある屋敷で、別の秘密会合が開かれていた。

　人数は六人。全員が人間である。

　チェスタムコートの会議と同じように、その六人はエルディア、バナディス、ヴィルドナ、ローム、クレスト、ゲルスタン──と、各国から一人ずつを代表する形になっている。

　ただし、この人々は正式な大使ではない。上院議員、警察高官、軍の将校、判事といった、社会的地位の高い人間ばかりではあるが、政府を代表している立場の人は一人もいない。

　全員が揃ったところで、バナディスの上院議員が口火を切った。

「けだものどもめ。堂々とチェスタムコートに乗り込んできたらしいぞ」

　ヴィルドナから参加した判事が問い返した。

「先日のローム・ゲルスタン合同調査団の一件か？」

「そうとも。いけずうずうしくも厳重な抗議とやらをしたらしい。両国の大使は必死な弁明に追われたそうだ」

　そのロームからは制服の袖そでに金の階級章を縫い取った警察高官が、ゲルスタンからは軍服の胸に勲章を山ほどつけた陸軍将軍が出席していたが、二人とも忌々しげに舌打ちした。

「見当違いもはなはだしい。両国の調査団に感謝こそすれ、何故、抗議などせねばならんのだ。鉄道を敷いて街ができれば、奴らの暮らしもどれだけ便利になるか、けだものの頭ではそんなこともわからんのか。──代表団も代表団だ。好き放題のことを黙って言わせていたのか」

「奴らは裏切り者だ！」

　ゲルスタンの将軍は満面に血を逆上のぼせて、特に強い口調で吐き捨てた。

「そんな戯たわ言ごとをかしこまって聞いているとは、奴らは人間の裏切り者だ。へどがでるわ」

「仕方がないのだよ。それが現在の国の方針なのだと言われれば、我々には拒否権はないのだ。もっとも、いくら政府の意向とはいえ、《けだものども》に媚こびへつらって機嫌を取るような愚劣な真似は、わたしなら断じてお断りだがね」

　大いに嘆いたのはエルディアの代表だった。彼の身分は正式な外交官である。

　ただし、彼が主に担当しているのは『人間の国家相手の外交』であり、異種人類との外交はそれよりさらに上位の外交として位置づけられている。それがおもしろくないのである。

「ともかく、どちらが上かということを《けだものども》に思い知らせてやらねばならん」

　そう言ったのはクレストからの参加者だった。この人も上院議員だが、金山王としての名のほうが有名だった。自分の鉱山で大勢のインシードを鉱夫として使っている。

　ここに集まった人々は皆、異種アナザー人類レイスに強い反感を抱いだき、その撲滅を本気で目指している人間たちだった。

　チェスタムコートの会議で、人間の代表たちが認めていたように、沿岸国家群のどの国にも、未いまだに異種人類をけだものと見下す人間はいる。

　それも案外、高い社会的地位に就ついている人間の中にいて、密ひそかな集団グループをつくっているのだ。

　ただし、その思想も、彼らの組織も、決して公おおやけにされることはない。

　現在、沿岸国家に属するすべての国が──すべての人間国家が──異種人類と親しく交際し、よき隣人として扱うことを国の方針として明言しているからである。

　混血たちが大勢、人間国家で働いていることもあって、民族を理由に相手を差別するのは、人間として恥ずべきことであり、断じて慎むべきであるという考え方が、今では一般的なのだ。

　政府側の人間であれば当然、その方針に従わなければならない。

　自由にものの言える民間人、あるいは野党の人間であったとしても、社会的地位が高ければ高いほど、世間の声を頭から否定したり、逆らったりすることは得策とは言いがたい。

　そんなことをしたら、自分の身が危うくなってしまうからである。

　声を大にして異種人類の撲滅を叫ぶことはもちろん、反異種人類思想を持っていることすら、ひた隠しにしなければならない。公おおやけの席ではあくまで異種人類に対して好意的な態度を装い、彼らを嫌悪するような素振りはかけらも見せないように気をつけなければならない。

　そんなことをしているから、言いたいことを無理矢理吞のみ込んでいるから、反発も、嫌悪も、なおさら根深いものになっていくのである。

　ここに集まっている人々は、まさにその代表だった。

　人間は万物の霊長である。この世に生きとし生けるものの頂点に立っているのである。

　その自分たちが何故、けだものごときに行動を制限され、あまつさえ文句を言われなければならないのか。それが、ここに集まっている人々の主張であり、持論でもあった。

　さながら『人獣撲滅を目指す会』とでも名付ければぴったりの会合である。

　ロームの警察高官がバナディスの上院議員に向かって忌々しげに言った。

「地理的にこのバナディスは一番、奴らの領域に近い。議会を動かして、一気に開戦論にまで持っていくわけにはいかないのか？」

「無茶を言うな。現状では到底無理だ。与党のほとんどは人獣どもに好意的だし、野党だって承知するはずがない。それに、必ず勝てるという確信があるわけでもない」

　途と端たんに、ゲルスタンの将軍が握り拳こぶしで机を叩たたき、気炎を吐いた。

「何を弱気なことを！　我が軍の戦力がけだものどもに劣るとでも言うのか！」

　この将軍は単に異種人類が気に入らないというだけでなく、強い嫌悪を持っているらしい。

　クレストの金山王がそれをたしなめるように、苦い顔で首を振った。

「いいや、敵の実力も調べず、敵を侮って戦いを挑むのは愚か者のすることだ。現に、それが原因で百二十年前、我々は惨敗を喫したのではないか」

「百二十年前とは状況がまったく違うぞ。今ならけだものどもなど一ひねりにできる！」

「そうかな？　かつての連合軍の将軍たちも同じことを言ったはずだと、ぼくは思うがね」

　人間たちに銃や大砲という武器があるなら、異種人類の武器はその特殊能力だ。

　百二十年前の大戦の時もそうだった。当時、人間たちはすでにかなりの銃器を保有しており、火器を持たない異種人類に勝てると信じて疑わなかった。人間国家が総力を結集して戦えば、異種人類がどんなに抵抗しようと、簡単にねじ伏せ、屈服させて、大陸全土を人間の支配下に置くつもりでいたのだが、当てが外れた。

　異種人類は、その特殊能力と地の利を最大限に生かして戦ったのである。

　特に夜戦に関しては異種人類の圧倒的な勝利が続いた。月がなくても眼が見える異種人類と、明かりがなくては一歩も動けない人間軍とでは、まるで話にならなかったのだ。

　さらには奇襲攻撃でも、人間側は異種人類に格段の後れをとった。

　それというのも、異種人類は普ふ段だんは人間と見分けのつかない姿をしている上に、自分たちの仲間と人間を間違えたりは決してしないからである。

　嗅きゆう覚かくに優れた犬科、猫科だけではなく、鳥類、爬は虫ちゆう類るいに至るまで、何故か一目で異種人類か人間かがわかるらしい。

　比べて人間側はと言えば、異種人類が自分で申告するか、形態変化することによって正体を現してくれなければ、まったく気づかない。相手が混血でも同じである。

　こうした人間の鈍さを利用して、異種人類は人間になりすまし、何食わぬ顔で連合軍の陣中深く入り込んでは重要な情報を盗み、指揮系統を混乱させ、大胆な破壊工作を行ったのだ。

　人間側はこの戦法に対してまったくの無力だった。同じ軍服を着ているというだけで騙だまされ、味方と思って迂う闊かつに近づけて壊滅的な打撃を食らった。その逆に、敵と思って味方を攻撃してしまったことも数え切れなかった。

　勝って当然のはずの人間軍はたちまち防戦一方の展開に追いやられ、ついには不可侵条約の締結に応じざるを得なくなったのである。

　その時から百二十年が過ぎている。科学技術は飛躍的に進歩した。当時とは比べものにならない性能の武器が次々に開発されていき、人類の戦闘能力は格段に向上した。

　しかし、異種人類の暮らす土地や、彼らの詳しい性質となると、あいかわらず詳しいことは何もわかっていない。

　わかっていないどころか、最近になって大変な事実が密ひそかに囁ささやかれるようになった。

　変身能力を有するインシードの存在だ。

　それが事実なら、彼ら『人獣撲滅を目指す会』の会員たちにとっては、一大事である。

　今夜の会合を持ったのもそのためだった。異種人類について研究している学者を──それも、異種人類を単なる実験動物としか見ない学者を密かに招き、その意見を聞こうというものだ。

　いわば、一種の講習会である。

　そのために特に選ばれて、この会合に密かに招かれたのは、ゲルスタンのシュティーヒェン大学で教授を務める人物だった。

　医学・生理学博士の肩書きも、その経歴も立派なものだが、風ふう采さいのほうは見栄えがするとは言いがたかった。五十年輩の瘦やせぎすの身体にくたびれた衣服を引っかけ、一度も櫛くしを当てたことのなさそうな、鳥の巣のようなぼさぼさの頭をしている。眼光だけは異様なまでに鋭いが、その眼の焦点はどこか狂っている。

　自分の興味のあることだけを熱心にまくしたてる、学問の世界にありがちな奇人に見えた。

　もっとも、そういう意味では集まった会員たちも傍若無人ぞろいの上に、この教授のことも『仲間』だと思っている。

　ロームの警察高官が居い丈たけ高だかな口調で問いかけた。

「さっそくだが、本題に入ろう。変身する混血というものは実在するのか？」

　この問いに対し、教授は焦点の合わない眼で一同を見渡して、見当違いのことを言い出した。

「その前に、お尋ねしますが、皆さんは、異種人類についてどのくらいご存じですかな？」

　ゲルスタンの将軍が吐き捨てるように答えた。

「奴らについて承知していることなど、ただ一つだ。けだものの分際で人に化け、人を欺あざむく、けしからんものどもというだけだ。それで充分なはずだぞ」

　教授は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「おっしゃることには一理あります。──彼らははたして動物の変種なのか、それとも人間の亜種なのかという議論は、これまでにも何度となく、学者の間で繰り返されてきたものです。すなわち、こちらの将軍が今言われたように『動物でありながら人間に化けるもの』なのか、まったく逆に『人間でありながら動物に化けるもの』なのか……、これは未だに決着のついていない、長い議論なのですが、現在の学説は、異種人類を『人間でありながら動物に変化する特殊能力を備えた人々』であると位置づけるようになっています。──要するに、彼らは我々人類とまったく同じ種であるという考え方ですな」

　途端、会場となった屋敷の一室から激しい非難と嫌悪の声が上がった。

「馬鹿も休み休み言いたまえ！」

「あんなけだものが我々と同じ種だなどと、口にするのもおぞましい！」

「我々はそんな戯たわ言ごとを聞くために、わざわざきみを召しよう喚かんしたのではないのだぞ！」

　人類至上主義者の彼らにしてみれば当然の抗議だったが、そんな感傷はこの教授にとって、どうでもいいことだった。滔とう々とうと話を続けた。

「この学説の根拠として、以下の事実があげられます。かつて人間は空を飛ぶ《鳥》を撃ち、落下してきた個体が男か女かを言い当てる遊戯ゲームに興じました。確かに鳥を撃ったはずなのに、落ちてきたはずの場所で死んでいたのは裸の人間だった。それがおもしろかったのでしょうな。暇を持て余していた貴族階級は、絶好の狩りの獲物を見つけたとばかりに、この遊びに熱中し、それが異種人類との戦争のきっかけにもなったことは周知の事実です。このことからもわかるように、異種人類は動物の姿のままでは死にません。死と共に人間の姿に戻ってしまうのです。俗に『虎は死して皮を留め、人は死して名を残す』と言いますが、異種人類の《虎》は皮を残してはくれません。《狐》もしかり、《鹿》もしかり、どんなに手早く処置しても、皮を剝むいでいる最中に死し骸がいが人間に化けてしまいます。無論、剝いだ毛皮も人の皮膚に戻ってしまうことになります。ものによっては剝いだ毛皮さえ消えてしまったと記録に残っています。こうした事例からもわかるように、異種人類の変身能力とは、あくまでも一時的な現象にすぎません。彼らはその変身を意思の力によって可能にしているわけですが、死と共に変身が解けてしまう以上、その『動物の姿』はもともとの肉体に生理機能として備わっている自然組織とは言いがたいものと考えられます。それよりは、むしろ『皮を一枚被かぶっている』状態に過ぎないと判断するのが正しいでしょう。結論を言えば一種の幻、蜃しん気き楼ろうのようなものですな」

　この見解に対しても『人獣撲滅を目指す会』の会員たちからは盛大な抗議が上がった。

　なぜなら、彼らの爪も牙きばも本物だからである。猛もう禽きん類の爪は人の皮膚など簡単に切り裂き、食肉目の牙は人間の身体など簡単に嚙かみ砕く。

　そうやって穿うがたれた傷ははっきり残るのに、その傷をつけた牙や爪が幻であるはずがない。

　六人分の猛烈な反論にも、ぼさぼさ頭の教授は涼しい顔だった。

　無知な素人はこれだから困ると言わんばかりの軽けい蔑べつに満ちた目線を、一同に向けている。

「水と水蒸気とは形状こそ違え、同じものだということはご存じですかな？　しかし、水では火傷やけどをしない。一方、水蒸気でおぼれることも普通はあり得ない。それでも、この両者は同じ性質のものなのです。お断りしておきますが、わたしは何も変化した彼らの姿が単なる幻だと言っているわけではありません。実体であることは疑う余地がない。ただし、人間の姿でいる時とは違って、その身体を構成している血肉は通常考えられているような『物体』ではないと申し上げているのです。では、変化した彼らの肉体はどのような材質で構成されているのか？　残念ながらその解明にはまだ至っておりませんが──まあ、まともな固体ではないでしょうな。もちろん液体でもない。ひどく妙ちくりんな性質を持つ物質であると推察されます。あるいは物質ですらないのかもしれません」

　ヴィルドナの判事が机を叩たたいて大声を張り上げた。

「異議あり！　《蛇》は脱皮をするぞ！　脱いだ皮も残るはずだ！　あれはどうなる!?」

「垢あかの一種と考えれば説明がつきます」

　さらりと言ってのけた教授に、一同、再び絶句した。

「そこでインシードと呼ばれている混血についてですが、異種人類が元来、人類と同じものであるとするならば、これまで謎とされてきた混血可能の説明がつきます。さらにです。遺伝の法則というものを考えれば──子は親の性質を受け継ぐものであるという、誰でも知っている常識を考えれば、インシードだけがこの法則の例外であるほうがおかしいのです。すなわち、異種人類と人間との混血は異種人類の親の能力を受け継いで当たり前ということになる」

　さらに、怒号である。

　六人分の盛大な抗議を浴びても、この教授は何も感じていないようだった。

　独り言のように話を続けた。

「しかし、皆さんご承知のように、そうはならなかった。人間と混血するようになってから、数百年もの長きに亘わたって、『一度でも人間の血が入った者は、その後どんなに純血種と交配を繰り返したとしても、異種人類特有の能力を備えることはない』という誤った認識が持たれてきました。いや、一概に誤っているとも言いがたい。その認識は、少なくともごく最近までは正しかったと言うべきでしょう。──誕生してくる混血は皆、どこからどう見ても、まったく人間そのものだったのですから」

　バナディスの上院議員が苛いら立だたしげに舌打ちした。

「だからこそ、我々の祖先は奴らとの婚姻を禁止せず、むしろ奨励してきたのだ。我々の血を混ぜることによって奴らから子孫を奪い、いずれは人獣どもを根絶やしにするためにだ。それなのに、ここへ来てその常識が怪しくなっているというのはどういうわけなのだ？」

「そんなことはこちらが聞きたいくらいですな」

　教授は平然と言ってのけたが、絶句した会員たちが猛反発する前に、のんびりと話を続けた。

「しかしながら、推察することはできます。──その話をする前に、ちょっと異種人類同士の交配について説明しましょう。これも皆さんご承知のように、種族の異なる異種人類の間には子孫が誕生しないと言われています。野生動物に置き換えれば子どもでもわかることですが、馬と鹿、犬と猫、蜥蜴とかげと蛇を交配して子どもをつくろうとしたところで、これは不可能です。子孫が誕生するはずはありません。しかし、人類は馬とロバを掛け合わせて、自然界には存在しないラバを誕生させました」

　いわゆる『異種交配』である。

　純血種同士の混血を語る時、必ず持ち出されるたとえだ。

「異種人類の場合も、これと似たような事例が報告されています。種族の違う純血種同士には子どもが産まれませんが、ごく稀まれな例外として《獅子》と《虎》、もしくは《虎》と《豹》のような、種が近い組み合わせに限って二世の誕生を見ることができます。ただし、この場合もラバ同様、誕生した子には生殖能力がありません。一代限りです」

「そんなことは言われんでもわかっている」

「そうとも。それこそ子どもが習うようなことをいちいち説明してくれなくても結構だ」

「まあ、話は最後まで聞いていただきたい。つまり、今日までそう信じられてきたのですが、先も申し上げたように、彼らが『動物の姿に変化する能力を持つ人間』であるとしたら──、外見こそ、鳥だの、蛇だの、馬だのと、まったく違う姿に変身しますが、根本的に同じ種族であるとしたら、《鳥》や《蛇》や《馬》という部族がそもそも『異種』ではないとしたら──、これらの部族間で混血不能という現在の常識はまったく疑わしいものになります。そもそも、我々が東大陸からやってくるまで、彼らには他部族との交流がほとんどなかった。そのことは彼ら自身が明言しています。それも何百年という単位ではない。恐らくは何千年という長期に亘って、《狼》は《狼》と、《馬》は《馬》としか接しようとしなかった。現在でこそ、他部族同士の交流も盛んになっているようですが、結婚というところにまではなかなか発展しない。つまり、彼らにとっては他種族との恋も、結婚も、思いも及ばない、予想すらし得ないものであったと考えられます。要するに、種族が違えば、その間に子孫が誕生することはありえない──誕生するはずがないと、彼らは思いこんでいたのです」

　もともと交流がない上に、人でいる時は同じ姿でも、変化した姿はあまりに違う。

　だから、混血できるはずがないと決めつけていた。それも個人個人の考える単位ではなく、何千年もの長きに亘って語り継がれた結果、親から子に、身体のすみずみに、部族のすべてに至るまで無意識に染み込んだ絶対的な定義であり、常識だったのだ。

「そこへ我々人間というものが登場しました。人間は、彼らの言葉で表現するなら無ノンフ形種オーマーです。生まれてから死ぬまで、いかなる姿にも変化はしません。ということは、彼らが混血できないものと考える、どの『種族』にも属さなかったということです。だからこそ、すぐに二世が誕生した。人間との結婚に限っていうならば、彼らが他部族に対して持っている『この相手との間に子どもが生まれるはずがない』という思いこみや禁忌は存在しなかった。そう考えるのが妥当ではないでしょうかな？　さらに、ここから先は純粋にわたしの推測ですが、この相手は変身能力を持たない。ならば、その間に誕生した子どもは当然、変身能力は持たないはずだと──そういう子どもが生まれるはずだと、彼らは考えたんではないでしょうか？」

　クレストの金山王が匙さじを投げた様子で言った。

「それはきみ、あまりにも飛躍の過ぎる、独り勝手な推測ではないか」

　エルディアの外交官もいささか軽けい蔑べつした様子で、人さし指の先で神経質に机を叩たたいている。

「こんなことでは困るよ。我々はもっと身のある講義を拝聴できると思っていたのだ。そんな思いこみで、生まれた子どもの能力が左右されることなど、あるはずがないだろう？」

　他の四人も一斉にその意見に賛成した。

　同じゲルスタン人の将軍などは、苛立ちと怒りを隠そうともしないでいる。

　シュティーヒェン大学は、ロームのルノーブル大学、バナディスのグレンフィールド大学と並ぶ、沿岸国家群の名門大学である。今回の開催地のバナディスから人を呼ぶのは目立つから、自国で高名なこの教授を推薦して招き寄せたのに、このままでは、この教授を推薦した自分の落ち度になってしまう。

　しかし、教授はそんな一同の冷たい視線をあくまで感じていない様子だった。

「それでは、もう一つの考え方を検討してみましょう。彼らはその名の通り異種アナザー人類レイスであり、我々人間にとっても、彼らの言う他部族に対しても『異種』である──すなわち異質なものであるとする学説です。この学説に立って考えるならば、現在、変身能力を有するインシードが誕生するようになった原因は、一度、異種交配によって薄まった血が、純血種との交配を繰り返すことによって、再び血の濃さを取り戻したとしか考えられないのですがね。困ったことに、その事実を確認する手段がありません」

　教授は大いにぼやいて手を広げたが、会員たちのほうも露骨にうんざりした顔になった。

　結局、はっきりしたことは何一つわかっていないということがわかっただけではないかと、全員の顔に書いてある。

　バナディスの上院議員が、もっと実際的な、自分たちに直接関わる事柄へ話題を切り替えた。

「教授。お話はよくわかったが、我々に必要なのは、今現在、何が起きているのかという事実認識なのだ。変身能力を持つインシードは実在するのかね？」

「もちろん、実在しますとも」

　やっと話が本題に入ったことに、やれやれと思いながら、会員たちは口々に尋ねたのである。

「その数はどのくらいいる？」

「純血種に比べてどのくらい能力は劣るんだ？」

　会員たちの興味も、関心も、だいたいこの二点に集中していた。

　この質問に対して、教授は首を傾げながら答えたのである。

「そうですなあ。数に関しては何とも言えません。しかしながら、十年後には今の数の十倍に──いや、もしかしたら、百倍に増えているかもしれません。それに、純血種に比べて能力が劣っていると決めつけるのは、あまりにも短慮、あまりにも早計、いやはや、まったく理解に苦しむご意見です。彼らの能力は親と同等──ものによっては親より遥はるかに優れた能力を持つものもいるのですからな」

「なんだと!?」

　一同、ざわりとどよめいた。

「それはどういうことだ!?」

「十年後には百倍だと？　いったいどんな根拠があって、そんなことを言うのかね」

　六人分の異口同音の問いになったが、教授はますます軽蔑の眼差しを強くしたのである。

「あんたたちは、いったい何を聞いてたんですかな？　『人間との混血、もしくは、一度でも人間の血が入ったものは異種人類の親の能力を受け継がない』という従来の定説はすでに崩壊寸前なんですぞ。この数年、変身能力を持つ混血は何例も報告されている。わたしが研究室で確認しただけでも三例、各国の学者が報告書レポートにした数を含めればその倍の六例、未確認ゆえに報告書としてまとめられなかった数も含めれば十例を超えます。しかも、それらの個体は皆、若かった。ほとんどが二十代、中には十代もいました。この件に関しては、歳の行った個体が確認されていないだけという可能性も残りますが、十年前には一例も確認されなかったものが、ここへきて続々と現れるとあれば、この動きは突発的なものではなく、種として自然な流れであると考えるべきです」

　結果として、その数はこれからも増える一方であると予測されるというのだが、会員たちはまたも猛然と反発した。

「しかし、それはあくまで可能性だろう！」

「そうとも！　軽々しく断言していいことではないぞ！」

「断言などしておりません。この先、その数は増えることはあっても、決して減ることはない、その可能性が極めて高いと申し上げているだけです。もっとも、ほとんど確実と言っていいと、わたしは思っていますがね」

　肩をすくめて、教授はまた独り言のように続けた。

「最初のインシードが誕生してすでに二百四十年。民族的暗示とも言うべき強固な思いこみがここへ来てようやくゆるんだせいなのか、それとも、いったん薄まった血が純血種との交配を繰り返すことによって再び濃くなったせいなのか、それはわかりません。しかし、変身能力を持つインシードは確実に誕生するようになっている。しかも、その能力は親と同等、もしくは親を凌しのぐ場合すらあるという。それどころか、純血種の親とは似て非なる姿に変化するものもいるらしいというのですから、何とも暗示的ですな」

「…………」

「かつて、異種人類は、人間のことを、いかなる種族とも混血可能であるものという意味で、さらには、自分たちの能力や純血性を奪うものという意味も込めて『薄め液』と評しました。事実、これまではそのように作用することがほとんどでしたが、現在、ごく少数の例外ながら、人間が『攪かく拌はん機き』として作用した事例が報告されるようになっているのです。それこそが変身能力を持つインシードです。──具体的に申し上げますと、わたしが報告書で読んだ《馬》のインシードの例があります。直接の混血ではなく、何代か前に遡さかのぼると人間の血が入っているという類型パターンです。従来の常識で考えるならば、この個体は人間そのものでなければなりません。ところが、この個体は完全変態を可能にしているばかりか、その脚力は──一日に走破できる距離は、純血種の親を凌ぐものであると記されていました。純血種と同等というならともかく、純血種以上とは、おかしな話ではありませんか」

「…………」

「報告書によると、その個体の先祖である人間の血統というのも、インシードでした。何分、連中は家系図を持ちませんので、代々伝わる話を信じるしかないのですが、それは《狼》との直接の混血だったらしいとあります。──馬と狼では、どちらの脚力がより優れているのか、動物学者に尋ねたところ、大雑把に言って、速度なら馬、持久力なら狼だという答えでした。この場合、《狼》の血が遠い子孫に現れたと考えるのが妥当ではないですかな？」

「…………」

「二種類の異なる血を混ぜ合わせ、さらに強力なものとして次世代に送り込むわけですから、人間は彼らにとって、薄め液どころか、接着剤かもしれません。しかしながら、もう一つ肝心な点を指摘するならば、二種類の血を混ぜ合わせる際、本当に人間という『接着剤』は必要なのでしょうか？　いいや、そんなものは必要ないはずです。少なくとも、純血種同士の混血は不可能だという定説を裏づける科学的な根拠は何一つないのですからな」

「…………」

「そうなると、理論上、異種人類同士の混血──ブリジアンはあらゆる組み合わせで誕生して当然ということになり、誕生した子どもも立派な子孫を残せると考えられることになります。ただし、こちらに関しての実例はまだ一例も報告されていません。何しろ、他部族との結婚は、彼らが大いにためらうところですからな。完全な他部族間の混血──たとえば《蛇》と《馬》、《鳥》と《狼》のような組み合わせから二世が誕生することは現段階ではまだ不可能でしょう。しかし、我々の新しい仮説──『異種人類は動物の姿に変化する能力を身につけた人間であり、変身した姿の違いは単なる能力の違いに過ぎないと仮定される』という、この新しい法則を、彼らが積極的に受け入れたら、予想より遥かに早く誕生することになるかもしれません」

　ヴィルドナの判事が再び激しく机を叩いた。

「待ちたまえ！　その推論に至るまでの根拠を示してもらおう！」

「そうだ！　そんな仮説は到底、受け入れられないぞ！」

「まったくだ。想像でものを言うのはよしたまえ！」

　これまた盛大な怒号になったが、教授はさらにうんざりした様子で言い返した。

「検証される前なら、どんな仮説もみんな想像ですよ。しかしですね、あんたたちは、現在の学会が、変身する混血や異種人類をどう捕らえているかを聞きたかったんじゃないんですか？　わたしはそれをお話ししただけですぞ。これが現時点での、生物学会の常識なんです」

　会員たちはしんと押し黙った。

　その不ふ遜そんな態度と、みすぼらしい外見から、この教授は勝手な妄想を展開しているだけだと思いこんでいた会員たちにとって、その言葉は相当の打撃となったのだ。

　今さらながらに事態の深刻さを知って青ざめる者、言葉を失って茫ぼう然ぜんとする者、様々だった。

　しかし、その驚きが遠のくと、彼らは次第次第にその顔を真っ赤に紅潮させていき、憤然と叫んだのである。

「しかし……しかし、その理論は、あまりにも飛躍しすぎている！」

「その通りだ！　信じられん！　いや、それ以前に、けしからん！　きみたち学者は今まで、インシードは決して親の特殊能力を受け継がないと断言していたではないか！」

「その通りだ！　それを今になってそんなことを言い出すとは！　きみらは人類全体に誤った知識を押しつけていたことになるぞ！」

「どう責任を取るつもりかね!?」

　この激しい非難にも、教授はやはり、軽く肩をすくめただけだった。

「常識というものは──物理的な常識と観念的な常識の二つがありますが、常に変化します。特に物理的な常識は科学技術の進歩とともに随時更新されるものです。かつて流行はやり病やまいは悪魔の呪いのせいでしたし、太古の昔には、太陽と月は同じ軌道を巡っているほとんど大きさの同じ星だと信じられていました。それと同じことです。以前はわからなかったことがわかるようになったのです。もう百年もすれば、『百年前には、他部族同士では混血できないなんてことが大真面目に語られていたなんて信じられないよ』などという会話が異種人類の間で交わされているかもしれません。無論、これとはまったく別の会話が交わされている可能性もありますが、要するに常識とは時代と共に更新されて当然のものであり、これまでの常識が未来永えい劫ごうずっと常識であり続けると信じ込むのは滑こつ稽けいでしかないということです」

　ここまでしれっと言われると、まともに文句を言うのもばかばかしくなってくる。

　クレストの金山王が気を取り直して、言った。

「いいだろう。きみの言うとおり、それが現在の生物学会の常識だとして、その事実を政府は知っているのか？」

「もちろんですとも。我がシュティーヒェンのみならず、ルノーブルも、グレンフィールドも同じ結論に達しているのですから、少なくともゲルスタン、ローム、そしてこのバナディスの政府は知っているはずです。──あなた方はご存じなかったんですかな？」

　聞きようによっては痛烈な皮肉だった。

　偉そうな顔をしていても、あんたたちはそれほど重要な地位にいるわけではないんですな、と言ったようなものだからだ。

　しかし、今の会員たちにその皮肉に気づくだけの余裕はなかった。

　全員が恐ろしく険しい顔になって、考え込んでいたからである。

　言うまでもなく、『人獣撲滅を目指す会』の会員たちは、インシードを自分たちの仲間とは認めていなかった。あの連中は、外見や能力は人間そっくりでも、けだものの血を引く卑しい生き物なのだ。

　それだけに、今までまったく注意を払っていなかっただけに、インシードがどのくらい人間社会に存在しているか、誰もその正確な数字を把握していないのである。

「混血どもは人間社会に深く入り込んでいる。どこにでもいるあの連中が、一匹残らず純血種並みの脅威になるとしたら、大変なことだぞ」

　ロームの警察高官が思わず唸うなったが、シュティーヒェンの教授はそんな彼に冷笑を向けた。

「あんまり馬鹿なことをおっしゃらんことですな。どこにでもいるインシードは、これまでの常識で言われている通りのインシードです。能力も性質も、人間とどこも変わりはせんのです。──しかし、変身能力を有するインシードは違う。従来のインシードとはまったく違っている。これを新種と考えるべきなのか、亜種と位置づけるべきか、ぜひとも解明したいところですが、いかんせん、変身する混血は現時点では非常に数が少ないのでね。詳しい調査もできません」

「しかし、きみは先程、実際に三例を確認したと言ったではないか」

　それなのに調査できなかったのかと訊きくと、教授は満面に悔しさを滲にじませて言ったものだ。

「ええ。返す返すも口くち惜おしい。あれほどの研究材料を前にしながら、我がシュティーヒェンの大学当局が──当校だけではない。グレンフィールド大学やルノーブル大学まで揃いも揃って──愚にもつかない人権などというものを重んじているせいで、正当な研究の機会が奪われているのです。せめて、あれを捕らえたのが、わたしの研究室の人間だけだったならば、どんな生体実験も自由に行えたでしょうに。最終的には無論、解剖したところです」

　悪びれない口調だった。異種人類を嫌悪しているからではなく、研究目的のためなら手段を選ばない性格らしい。

　しかし、こんな希望は間違っても人前では言えない。言ったが最後、大学を追放されるのは眼に見えている。

「そこで、ですな。お願いがあるのですが──」

　教授は邪悪な期待に眼を輝かせて身を乗り出した。

「何とか、あなた方のお力で、そうした混血を捕らえて、実験用に提供してもらえませんかな。種類は問いません。ただし、完全に形態変化するもの、何より、実験に使っても、どこからも文句は言われないものをです。そうすれば、変身能力を持つインシードが従来のインシードと比べてどう違うのか、純血種と比べて能力にどんな差があるのか、徹底的に調べられます」

　会員たちにとっては願ってもない申し出だった。

「それはこちらから是非お願いしたいことだ」

「さっそく探させよう」

　中でも、同じゲルスタン人の将軍は教授に眼を当てて、自信たっぷりに頷うなずいてみせた。

「造作もないことだ。捕獲でき次第、ただちにそちらに連絡する」

　教授は躍り上がって喜んだ。

「ありがたい！　一日も早い朗報をお待ちしていますぞ。その際はくれぐれも内密に願います。何しろ、身近にも頭の固い連中が多くて困っているのですよ。彼らに気づかれたら、非道だの残酷だの、見当違いの抗議が集中して、実験どころではなくなりますからな」

　すでにその時のことを想像しているのか、焦点の狂った両眼に興奮の光を浮かべている。

　鼻歌でも歌いかねない教授を下がらせると、会員たちは新たな討議に入った。

　どこにいるかもわからない、どうやって見分けたらいいのかもわからない、変身能力を持つインシードを発見して捕獲しなければならないのだ。

　かなりの難題だが、彼らには公的機関を主とした情報収集能力と豊富な人脈がある。

　とりあえずその辺りに探りを入れるところから始めようと、全員の意見が一致したところで、バナディスの上院議員が言い出した。

「そうだ。今、思い出したんだが、知人がメリー・ウェザー女学院でおかしな絵を見たと言っていたぞ」

「メリー・ウェザー女学院だって？」

　外国人の会員たちも意外そうな顔になった。

　バナディスの上流階級の女子が通う名門女学校の名は、外国にもよく知られている。

「そうなんだ。父兄を招いての校内見学だったとかでね。施設を開示しただけでなく、生徒の作品も展示されていたらしい。絵や刺し繡しゆうや詩やなんかだな。その中に、ひどく奇妙な《鳥》の絵があったと言うんだ」

「《鳥》？」

「純血種か？」

「それがわからないから、彼はぼくに尋ねてきたんだ。話を聞いたときは生徒の誰かが想像で描いたんだろうと答えたんだが──、いかにも女の子の好きそうなけばけばしさだったからな。何より、そんな《鳥》がいるとは聞いたことがない。しかし、こうなってみると……」

「どんな《鳥》だったんだ？」

「背中に翼を持つ人間の格好だったそうだ。それだけなら別におかしくないが、その色合いが何とも華やかだったというんだな。背中の翼は青と緑、羽毛に覆われた上半身は、赤、黄色、薔薇色、金色と、まるで色彩の見本市だったと」

　それは確かにおかしい。

　野生の鳥で色の鮮やかなものは風ふう鳥ちようにせよ、絹きぬ羽ばね鳥どりにせよ、ほとんどが小型である。

　例外として雉きじの仲間が少し大きいくらいだ。

　一方、異種人類で《鳥》というと《鷲わし》や《白鳥》や《鶴》のような大形の鳥が普通である。

《鷲》に代表される猛もう禽きん類の姿は凜り々りしく、優雅でこそあるが、色彩となると至って地味だし、《白鳥》や《鶴》なら、その羽は純白の美しさを誇るはずだ。

　人ひと型がたに翼を備える姿に変化するものとしては《隼はやぶさ》がよく知られているが、《鳥》の中には人型になったり、完全に変化したりする種類もあるらしい。

　同じ《鳥》で、何故そんな違いが生じるのかということも長年の議論の的になっているが、学者たちは、大きさが問題なのではないかという仮説を立てている。

　というのも、異種人類全体に言えることだが、彼らは小動物には変化しないからだ。

　たとえば《猫》。猫と名前はついていても、変化した姿は家猫より遥はるかに大型である。

《蛇》にしても《蜥蜴とかげ》にしても、気の弱い人間が出くわしたら卒倒しかねないような大きなものへと変化する。手のひらに乗るような蜥蜴や蛇、もしくは兎うさぎや鼠ねずみ、栗り鼠すといった、小さな動物に変身する者はいないのだ。

　恐らく《隼》も変身能力を身につける課程で本物の隼ほど小さくなることができなかったか（野生の隼は烏からす程度の大きさである）、それとも、その必要がないと判断したのか、何にせよ、ああいうかたちで『妥協』したのではないかと生物学者の間で論じられているようだった。

　その《隼》が背中に生やす翼も、色は地味な暗褐色だ。基本的に、赤や青といった華やかな羽毛を持つ異種人類の《鳥》はいないはずなのである。

「もちろん、生徒の誰かが空想で描いた可能性もある。我々の知らない純血種の《鳥》である可能性もあるが、念のためだ。確認したほうがいい」

「その通りだ。変化する混血は親とは違った姿になることもあるというのだからな」

　話を続ける彼らのすぐ傍を、そよ風が吹き抜けている。

　春もたけなわの宵である。窓を開けて外の空気を入れるのは当然だった。二階だから、窓を開けて話していても盗み聞きされる心配はない。

　見上げれば、降るような星空である。都心ではこれほどきれいな星空を望むことはできない。

　窓の下にはきれいに整備された芝生が広がり、玄関から門へと続く長い並木道が伸びている。

　ここはバナディスの上院議員の別邸だった。

　教授の講義を聴いているうちに、時刻はすでに深夜を回っていた。会員たちは次回の会合を約束すると、お開きにして席を立ち、部屋を後にしたのである。

　ちょうどそれに合わせたかのように、並木道の樹上から大きな影が飛び立っていた。

　会合が開かれていた部屋から一番近いところに立つ菩提樹だった。

　近いと言っても、その木は屋敷から数十メートルは離れている。しかし、菩ぼ提だい樹じゆの上に身をひそめていた鳥は、会合が終わったことがわかっていたようだった。やがて玄関から出てくる会員たちに姿を見られることを避けるかのように、静かにその場を離れたのである。

　普通の鳥と違って、暗闇の中でも楽々と飛ぶその鳥は、やはり普通の鳥とは違って、異様に大きな頭と、顔の正面に二つ並んだ鋭い眼を持っていた。

　大型鳥であるにもかかわらず、その翼も普通の鳥とは違って、まったく風切り音を立てない。

　至って静かに闇の中を飛行することができる。

　梟ふくろうの仲間は夜間に獲物を捕らえるため、音のしない翼と、暗がりで獲物を探す並外れた視覚、そして獲物が身動きするわずかな物音をも聞きつける優れた聴覚を持っている。

　全長七十センチ、羽を広げれば差し渡し二メートル近くになる、梟の種類の中でももっとも大きな島しまふ梟くろうが音もなく菩提樹を飛び立った後、ようやく屋敷の玄関に灯あかりが点ともり、会員たちがぞろぞろと出て来て、自分の馬車に乗り込んだ。

　もちろん、彼らは、一足先に飛び立った梟の存在にはまったく気づいていなかった。
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　菩提樹を飛び立った島しまふ梟くろうは、巣があるはずの森へは向かわなかった。

　まったく逆の方向を目指して、夜空を飛んでいた。

　力強い翼は梟の大きな身体を難なく運び、その眼は正確に地表の風景を捉とらえている。

　今夜は月もない。明かりがなければ人間には何も見ることができない、一歩も外を歩けない、本当の闇が辺りを覆っている。

　しかし、夜の覇者とも言うべきこの鳥には、わずかな星明かりで充分だった。正確に地表の風景を捉えて飛行している。

　やがて、島梟の眼は地上に灯ともる、ほのかな明かりを捉えた。

　舗装された広い道路と、石と煉れん瓦がと漆しつ喰くいでつくられた立派な街並みとが、その頼りない光に寒々と照らされている。

　バナディスの首都グレンフィールドの中心部だった。

　昼の間は大勢の人や馬車が賑にぎやかに行き交う目抜き通りにも、今は人っ子一人いない。

　どの窓も固く閉ざされ、ひっそりと寝静まっている。深夜の闇に包まれた市街をうろついているのは、路地裏で残飯をあさる野良猫くらいだ。

　そんな中、グレンフィールドでも一流のホテルとして知られるオーディトリアム・ホテルのバルコニーに面した窓が一つ、開け放たれていた。

　室内には灯りがなく、真っ暗なので、ちょっと見には窓が開いていることにも気づかないが、恐らくはスイート・ルームと思われた。何故と言って、その窓は客がバルコニーへ出るために設けられたもので、底辺が床に接している型タイプの、両開きの贅ぜい沢たくな硝子ガラス窓だったからだ。

　市内まで一気に飛んだ梟はまっすぐにその窓を目指した。

　実際、この大型鳥が室内に飛び込むためには、そのくらいの大きさの窓が必要だったろう。

　部屋の中は真っ暗だったが、そんなものはこの鳥にとって何の傷害にもならない。音もなく飛び込むと、止まり木としてあつらえたように置かれていた椅子の背もたれに着地した。

　同時に、部屋の中から声がした。

「ご苦労さま」

　真っ暗な室内は無人ではなかったのである。男が一人、別の椅子に腰を下ろして梟の帰りを待っていたのだ。

　暗がりにかろうじて見えるその姿は、一流ホテルのスイート・ルームにふさわしい、立派な身なりの紳士に見えた。きれいに撫なでつけた白銀の髪と右眼の単眼鏡が星明かりに光っている。

　落ち着き払った物腰に比べて、微かすかに見える顔立ちも声も若かった。二十代半ばに見える。

「首尾はどうだった？」

　平然と尋ねるところを見ると、灯りのなさはこの男にとっても苦にならないらしい。

　親しげな声だったが、椅子の背もたれに着地した島梟は、ちょっと翼の位置を直して、短く答えた。

「話は服を着てからだ」

　何だか、不機嫌そうな声だった。

　逆に、これに対する男のほうはいやに楽しげなのである。

「もったいないな。何もわざわざ服を着ることはないだろうに。報告なら、その姿でも充分、できるだろう？　そのまま出席すればいい」

「馬鹿なことを言うな。他の連中がみんな二本足で来るのに、この格好でいられると思うか。おい、どうしてそこの扉を閉めたんだ？　開けてくれ」

　二間続きの部屋の、寝室への扉が閉ざされていることに、梟は不満げな声をあげた。

　窓から飛び立つ前にはちゃんと開け放っておいたはずなのに、今は閉ざされている。

　となれば、勝手に入り込んだこの男が閉めたことになる。

　いくら大きくても、立派でも、鋭くて強くても、鳥の翼や足では扉を開けることはできない。

　人間の姿に戻ればドアノブを捻ひねるくらい簡単なことだが、そのためには、この男の目の前で形態トランス変化フオームを解いて人の姿に戻らなければならない。島梟はそれをきらっているようだった。

　しかし、腰を下ろした男はなかなか動こうとしなかった。椅子の背もたれに止まった島梟の姿をつくづくと眺めながら、感嘆の口調で言った。

「《鷲わし》や《鷹たか》たちはもちろん凜り々りしいし、純白の《白鳥》の姿もなかなか美しいものだが、空を飛ぶものたちの中では、きみの姿がもっともすばらしいな」

　異種アナザー人類レイスの《鳥》の中でも島梟は珍しい。

　そもそも、梟の種類の中でもその姿は比類のないものだった。

　第一に圧倒的な大きさを誇っている。それに梟というと、普通はどこか愛あい嬌きようのある顔をしているものだが、この梟に限っては、愛嬌とはかけ離れた印象を見る者に与えている。

　鋭い眼光も、厳いかめしい顔つきも威風堂々として、王者の風格さえ漂わせている。

　男の言葉には真情が籠こもっていたが、姿を褒められた島梟はあまり嬉うれしそうではなかった。

　機嫌の悪さを示すために、ちょっと羽毛を逆立てて見せた。

「無ノンフ形種オーマーみたいなことを言うのはよせよ、コーネリアス。自分はどうなんだ？」

「きみの雄姿に賞賛と敬意を示してのことさ。ぼくなんかはどこにでもいる赤狐だからね」

　そう、この男はチェスタムコートの会議に出席していた《狐》の代表だった。

　同席していた大使たちが今のこの姿を見ても、とてもそれとはわからなかっただろう。

　あの時とは口調もだいぶ違っている。からかうような、楽しげな話し方だ。

　何より、今の見事な銀髪からすると、化ける際には銀狐に変化してもよさそうなものだが、人間でいる時の姿と変化した姿に共通点はないという、いい証明かもしれなかった。

　島梟は──その声と口調から《狐》と同じくらい若い男だろうと推測される立派な夜の鳥は──器用に低く笑って言った。

「俺もおまえのふかふかの毛皮がうらやましいよ。特に尻尾しつぽがな。魚を捕るのに便利そうだ」

　強烈なしっぺ返しである。

　狐が川に尾を垂れて魚を釣るというのは、それこそ人間の間で信じられている迷信だ。

　コーネリアスと呼ばれた狐の男はさすがに苦笑を浮かべた。自分の、ふさふさした赤い尾を川に垂らすところでも想像したのかもしれなかった。

「どっちが無形種のようなことを言っているんだか……」

「おまえが無駄口を叩たたくからだ。さあ、いい加減にその扉を開けるか、この部屋を出ていくかしてくれ。でないと、その顔を引ひっ搔かくぞ」

「残念、もう少し眺めていたかったのに」

　肩をすくめながらも《狐》のコーネリアスは立ち上がって、寝室への扉に手を掛けた。

　この大型猛もう禽きん類の爪で顔を引っ搔かれて、ただですむわけがないからだ。二ふた目めと見られないことになる。

　寝室への扉を開けてやったコーネリアスは、ドア・ストッパーを使う代わりに、自分の手で扉を押さえて、芝居がかった仕草で一礼してみせた。どうぞお通りください、というわけだ。

　島しまふ梟くろうは──顔の筋肉が自由になるなら──いやな顔をしたに違いないが、何も言わなかった。

　椅子から飛び降りて、男の足下をひょっこりひょっこりと、慎重に歩きながら通り過ぎた。

　立派な鉤かぎ爪つめも、こんな真っ平らな床を歩くのには向いていないのだ。この部屋と同じように真っ暗な寝室に入ると、今度は扉を閉めて離れているようにと、きつい口調で注意してきた。

《狐》のコーネリアスは──顔の肉を搔きむしられてはたまらないので──言われたとおりに扉を閉めたものの、そっと独りごちた。

「思春期の女の子みたいに注文が細かいな」

　小さな呟つぶやきだったが、梟の耳がそれを聞き逃すわけがない。閉まった扉の向こうから文句を言ってきた。

「人の部屋に無断侵入しておいて何を言う。本当なら即行で叩き出しているところだぞ」

　形態変化の現場を他人に見られることをよしとするか否かという点に関しては、異種人類の間でもかなりの差がある。いったいに平原に暮らすものは割と平気で（何しろ隠れるところがない）、森林や山岳地帯に住むものは神経質になりがちという傾向があるようだった。

　部族によっては絶対の禁忌としているところもある。

　恐らくは、この島梟もそうした掟おきてを守っている部族の出身なのだろうと思われた。

　島梟が服を着ている間、コーネリアスはバルコニーへの硝子ガラス窓を閉め、カーテンもぴったり閉めてから、真っ暗な部屋の中でガス灯をいじって灯あかりをつけた。人間がするように明あか々あかとは点ともさない。もののかたちをかろうじて判別できる程度のほのかな明かりで室内を満たしてやる。

　そうしている間に、何の気配もさせずに、寝室から人が現れた。

　背丈は中くらい。細身で敏びん捷しような体つきの、切れ上がった鋭い眼をした男だった。

　高い襟をきっちりと合わせて、薄紫色のネクタイに真珠のピンを止め、黒い上着をぴしっと着こなしている。きちんとプレスされた灰色のズボンから、ぴかぴかに磨いた革靴まで、隙のない身のこなしである。

「みんなもう集まっているのか？」

　と、さっきまで島梟だった男は言った。

「いや、ドーザとダンテスがまだ姿を見せない」

　そんなことを話しながら二人は部屋を出た。

　二人が向かったのは同じオーディトリアム・ホテルの三階にあるスイート・ルームである。

《狐》と《梟》の若者が連れだって三階に降りてくると、ちょうど階段を上がってきた仲間に出くわした。

「ダンテス。遅かったな」

　コーネリアスが声を掛けると、三十前後に見えるその相手は陽気に笑い返してきた。

「悪い悪い。そこで友人に会って話し込んでしまってね。せっかくだから連れてきたんだ」

　中肉中背のがっしりした体たい軀くで、顔も身体も丸く、小さな眼は表情豊かによく動く彼の名は、《馬》のダンテス。あの時の会議で見せた不機嫌さが噓のような、ほがらかな様子の男だ。

　一方、そのダンテスが連れてきた友人の男はと言えば《狐》と《梟》の二人が思わず感嘆の眼を見張ったほどの、ずばぬけた美び貌ぼうの持ち主だった。

　年頃は二十三、四。赤銅色の肌を燃えるような金髪が飾り、よく輝く鋭い眼をしている。

　整った顔立ちは精せい悍かんさと野性味を色濃く表しているのに、服装は趣味のいい都会的なもので、体つきも実に優雅で、しなやかである。ほとんど華麗と表現してもいいような姿のよさだ。

　金髪の若者は軽く帽子を取って二人に挨あい拶さつしたが、名乗りはしなかった。《狐》と《梟》も会釈を返しただけで名乗らなかった。そこが廊下だったからだ。

　言葉を交わさなくても、種族は違っても、異種アナザー人類レイスには一目で異種アナザー人類レイスがわかる。

　そして、ダンテスがこの席に連れてくるからには、身元のしっかりした者に決まっている。

　他の仲間が待つスイート・ルームの扉をくぐってから、美貌の新顔は微笑して名乗った。

「初めまして。《虎》のランスーリンです。この席に混ぜていただき、光栄です」

　コーネリアスも笑顔になって挨拶した。

「《虎》の若わか長おさでしたか。お名前はよく存じあげています。わたしは《狐》のコーネリアス、これは《梟》のチャリオットです」

「よろしく。お会いできて嬉しく思います」

　さっきまで機嫌が悪かったチャリオットも丁重に挨拶する。

　室内は先程のスイート・ルームより遥はるかに広く、応接室のような趣になっていた。

　そこには二人の老人と、一人の少年がいた。老人のうち一人は、色白で、いかにも優しげな、上品な顔立ちで、真っ白な長い眉まゆ毛げと、すんなりした細い身体つきをしている。長い白しら髭ひげでもつけたら、人里離れた山奥に暮らす仙人に見えるような老人だ。

　対照的に、もう一人は椅子に埋もれてしまうかのような、しわくちゃの小さな老人だった。

　ただし、身体は小さくても、真っ黒に日焼けした顔の中で炯けい々けいとしている眼光が、この人をただ者ではないと思わせている。

　仙人のほうが《蜥蜴とかげ》の族長ミンザ、しわくちゃのほうが《山や羊ぎ》の族長ヤヌーシュだった。

　二人はランスーリンとは顔見知りだったらしい。思いがけないところで会えた喜びを表して、彼を迎え、口々に声を掛けた。

「ほ、ほう。これは意外なところでお目に掛かるものだ」

「久しくお会いせぬが、お父上はお元気かな？」

「はい。達者でおります。長老方もお変わりなく、お元気そうで何よりです」

　老人たちに挨拶を済ませると、ランスーリンは初対面の少年に眼をやり、少年は頰を染めて嬉うれしそうに名乗った。

「ここでお会いできるとは思いませんでした。《獅し子し》のクリストファーです」

　その名前を聞いて、ランスーリンはちょっと何かを思い出す顔になった。

「では、もしや、《獅子》の族長の、シルヴァのご子息ですか？」

「はい」

　クリストファーはまだ十五、六歳に見えた。きらきら輝く眼をした、健康そうな少年である。

　きちんとした衣服に身を包んでいるものの、傍はた目めにも身体を硬くしていた。周りにいるのは自分より年長の人ばかりだから、少し緊張しているらしい。

　ランスーリンは不思議そうに言ったのである。

「これは驚きました。チェスタムコートの会議にはお父上が出席したとばかり思っていたが、まさか、きみが？」

《獅子》の少年は大慌てで首を振った。

「いえ、もちろん、会議には父が出席したんです。ただ、急用ができて戻らなければならなくなったので、今日はぼくが代役をつとめるようにと、父に言いつかりました」

「それはそれは……」

　思わず微笑んだランスーリンである。

　ヤヌーシュがしわくちゃの顔をいっそうしわだらけにして、かすれた笑い声を立てた。

「だがな、《獅子》のお若いの。いずれはおまえさんの役目になるんじゃ。そう怖がらんで、いっぺんくらい、親父さんと入れ替わって出席してみたらどうじゃな？」

　ミンザも同調して言う。

「その通りだ。一度、無ノンフ形種オーマーの代表というものがどんなものか見ておくといい。それも次代の族長の大切なつとめだ。なに、父ちち君ぎみと入れ替わったところで心配はいらない。無形種たちには、変化した我々の姿を見分けることはできないのだからな」

　この二人は見た目も、言葉づかいも、変化した時とは逆になっているようだった。

　無論、人間たちの前ではわざと口調を変えているのである。

　少年はさらに慌てて言い募った。

「お二人とも、からかわないでください。ぼくはまだ、たてがみだって生えそろっていないんですから。父と入れ替わったりしたら、いくら相手が無形種でも、すぐにわかってしまいます。それに頭部だけの完全変態は難しくて……どうしても首から下がつられそうになるんです」

　最後は弁解するような小声になった。

《蜥蜴》のミンザがやんわりとした口調ながらも、はっきり言ったものだ。

「クリス。他の《獅子》の子ならともかく、シルヴァの子がそんなことを言ってはいけない。ヤヌーシュの言うように、いずれはおまえの役目になるのだから」

「はい」

「無形種たちが、個人としてではなく、あくまで国の代表として交渉の席に着くというのなら、我々も素顔は晒さらさず、部族の代表という匿名を守って話をする。それが、昔からの決まりだ」

「わかっています。練習はしているんですけど……」

　困ったようにうなだれた《獅子》の少年を、ランスーリンが慰めてやった。

「気にすることはない。最初は誰だって加減がわからずに失敗するものです。あんな姿を保つ必要は、本来、我々にはないのだから。大丈夫。たてがみが生えそろうころにはできるようになりますとも」

　一方、《馬》のダンテスはその場の顔ぶれを見渡して、首を傾げた。

「ドーザがまだなのか？　珍しいな」

　そう言った折りもおり、最後の一人が姿を見せた。

　印象的な男だった。年頃は四十前後か、扉が小さく見えるほどの巨体であるにも拘かかわらず、その足取りは至って機敏であり、同時に落ちついている。

　肌は褐色と言ってもいいほど浅黒く、その立派な体軀を包む衣い裳しようも申し分ないものだったが、ただ一つ、紳士にはあるまじきことに、この人は帽子を被かぶっていなかった。代わりに黒い髪を伸ばして束ね、背中に流しているのだ。

　グレンフィールドのような都会ではいささか異様に映る姿だが、その顔はあくまでも威厳に満ちており、端正でもあり、黒い瞳ひとみは深く豊かな知性を湛たたえて物静かにきらめいている。

　これが《鷲》のドーザ。博識と並なみ優すぐれた人柄とで、他部族からも尊敬を受けている《鷲》の──その中でも珍しい《白はく頭とう鷲わし》の族長だった。

「遅くなって、すまない」

　短く詫わびたドーザの後ろで、もう一人の紳士が優雅な仕草で帽子を脱ぎながら言った。

「汽車が遅れましてね。《鷲》の長おさだけなら先に飛んでも来れたのですが……」

　その《鷲》の長は低く笑って言ったものだ。

「それは困る。荷物は運んでもらうとしても、裸でこの会合に参加するのは具合が悪い」

《梟ふくろう》のチャリオットがまさにそのとおりと頷うなずいて、《狐》の友人に非難の眼を向けた。

　コーネリアスは苦笑を嚙かみ殺しつつも、知らん顔である。

　ドーザの連れは、ランスーリンよりさらに若く見える紳士だった。

　また、この人も際だって容姿端麗な人だった。やわらかな茶色の髪に抜けるような白い肌といい、優しげな面立ちといい、ランスーリンが華やかで力強い、若き王の美び貌ぼうと風格を誇るとしたら、この青年はさながら貴公子然とした品の良さと秀麗さとを漂わせている。

　先日の会議には出席していなかった貴公子だが、この場の顔ぶれとはすでに顔馴な染じみであり、ランスーリンだけが見知らぬ顔だったらしい。進み出て挨拶した。

「猫科の方ですね？　初めてお目に掛かります。《蛇》のヘンリーです」

　名乗られる前からその匂いで相手の種類は察していたランスーリンだが、蛇の若き哲学者の名を聞いて笑顔になった。きちんと名乗り返した。

「ご丁寧に痛み入ります。《虎》のランスーリンです」

　虎の若者はドーザとは顔なじみだったらしい。互いに会釈を交わして挨拶した。

　これでようやく一同が揃ったことになる。

　先日の顔ぶれに加えて、ランスーリンとヘンリー、それに《島梟》のチャリオットが加わり、総勢九人だ。

　応接間には八人分の椅子があったが、飛び入りのランスーリンがいるので一人余ってしまう。

　誰も何も言わないうちに《鷲》のドーザが離れて、壁にもたれる姿勢になった。

　一番若い《獅し子し》のクリストファーが戸惑ったような眼をドーザに向ける。

　無形種の礼儀では年長者に席を譲るべきだが、自分たちは無形種ではない。しかし、ここは無形種の街だし、自分たちは一応、無形種のふりをして潜入しているところなのだ。

　立ち上がるべきか否か悩んだ少年の心を察して、ドーザは言った。

「無用だ。立っているほうが落ちつく」

《獅子》の少年はそれで納得したらしい。会釈を返して、腰を下ろした。

　それにしても、こうして人の姿に戻ったときの彼らを見ると、チェスタムコートの会議中、半獣人の姿でいた時とは、明らかに体格までもが異なっている。

　あの時の彼らは頭部の違いこそあれ、体格的にはほとんど差はなかったはずだ。それなのに、《山や羊ぎ》のヤヌーシュはしわくちゃに小さくなり、《鷲》のドーザは眼を見張るほどの巨体になっている。もっと細い肩をしていたはずの《狐》のコーネリアスは均整の取れた体格になり、《馬》のダンテスはあの時の長い顔と手足が噓のような丸っこい顔立ちと体つきである。

　考えてみれば、形態変化と共に《山羊》や《馬》や《獅子》は巨大化し、《鷲》や《狐》は縮小化することになる。獅子の少年は『首から下がつられそうに』なると言ったが、半獣人の姿を保っていた彼らの首から下も、ある程度『つられて』変化していたのは間違いない。

　だが、彼らは意思の力で、形態変化を途中で留めていたのだ。先程のやりとりから察するに、それは誰もが簡単にできるといった種類の芸当ではなさそうだった。修練次第で可能にはなるものの、その修得には長い時間を要するものであるらしい。

「それではと、《島梟》のお若いの。さっそく、聞かせてもらおうかな」

《山羊》のヤヌーシュが切り出したのをきっかけに、一同は、チャリオットの口から語られる『人獣撲滅を目指す会』の動向に耳を傾けた。正確にはあの教授が話した講義の内容にだ。

　たとえ数十メートル離れていようと、静まりかえった夜中であれば、窓が開いている室内の会話を聞き取ることくらい、チャリオットの耳には造作もない。

　人間が異種アナザー人類レイスを警戒するように、異種人類も人間を警戒していた。特に、自分たちに敵対的と思われる人間の動向には、注意を怠るわけにはいかないのだ。

　しかし、異種人類に反感を持つ人間は、表向きはその本性を隠している。誰が味方で、誰が敵か、なかなか見分けにくいのである。

　今回の『人獣撲滅を目指す会』の会合を察知できたのは運が良かった。

　人獣ぎらいの上院議員のことで、あの別邸で働いている召使いもその傾向が強い。もちろん、インシードなど一人もいない。

　ただ、台所に出入りを許されている業者に、ヘンリーの知人のインシードがいたのである。

　屋敷で働いている召使いは、毎週のように顔を合わせて、時には一緒に《けだものども》の悪口を言っている肉屋がインシードだとは夢にも思わなかったのだろう。今度、人獣ぎらいのお偉方が集まる会合があると、ぽろりと洩もらした。

　肉屋は──得意先に話を合わせていただけの肉屋は──この情報を密ひそかにヘンリーに告げた。

　ヘンリーは、会合の日程がチェスタムコートの会議の直後であったことから、バナディスに出向く予定の代表たちに連絡を取り、さらには友人の島梟にも来てもらうことにして、今夜のこの席を設けたのである。

　針の落ちる音も聞きつけるほど鋭い聴覚と、暗闇でも自由に動く術を心得ている《島梟》のチャリオットは、情報収集役として打ってつけだった。

　単に話を聞き取れるだけではない。チャリオットは記憶力のほうでも相当なものだった。

　一度聞いただけの講義を違たがえることなく正確に再現して、仲間たちに話し聞かせていたが、変身可能なインシードの誕生理由に始まって、他部族間での混血可能のくだりにさしかかると、『人獣撲滅を目指す会』の会員たち同様、異種人類の彼らも黙っていられなくなったらしい。

　チャリオットの話を遮るように、コーネリアスが抗議の声を発した。

「おいおい、チャーリー、冗談はよせよ」

「俺が言ったわけじゃない。シュティーヒェンの教授だという男がそう話していたんだ」

　ぶっきらぼうに言い返して、《島しまふ梟くろう》の若者は肩をすくめた。

「俺は俺の耳が聞いたことを話しているだけだ。冗談だろうとはこっちが言いたい台詞せりふだ」

　一同はちょっと押し黙り、ダンテスが陽気な顔を精一杯難しくして言った。

「どんな組み合わせの種族でも混血可能だって？　そんなことがあるものなのか？」

　コーネリアスも相変わらず信じられない様子で銀色の頭を振っている。

「しかも誕生した子どもの生殖も可能？　誤解しないでくれよ、チャーリー。きみの耳を疑うつもりは毛頭ないんだ。しかし、その男の話が本当だとしたら、《蜥蜴とかげ》と《蛇》の間にも、それどころか、《獅子》と《鷲わし》の間にも、二世が誕生することになってしまうんだぞ」

　その《獅子》の少年が《鷲》の族長に思わず眼をやり、小さく呟つぶやいた。

「まるで、おとぎ話ですね」

「いいことを言うな、クリス。その通り、まさにファンタジーだ。到底、信じがたい話だ」

　コーネリアスは大げさな仕草で肩をすくめ、ダンテスも頷うなずいて、チャリオットに眼をやった。

「同感だな。その教授とやらが何か思い違いをしていたんじゃないのか？」

　だが、梟の青年は難しい顔で首を振ったのである。

「仮説は検証されるまでは想像だと、あの男は言ったが、その仮説が事実かどうかは、この際、問題じゃない。問題は、あの男がその仮説を信じていることだ。自信たっぷりの口調だった。それも、あの男一人の妄想というわけではない。無形種は──彼らの生物学会は、その仮説をすでに定説と考えているということだった。そして、そのことを彼らの政府も──少なくともバナディスとゲルスタンとロームの政府は既に知っている。知っていて、我々には黙っている。そのほうがよほど問題だと思う」

　単眼鏡の奥の眼を思慮深く光らせながら、コーネリアスが呟いた。

「つまり、無ノンフ形種オーマーたちはその新しい仮説を我々には知られたくないと思っている。そのくらい重大な秘密だと考えているわけだな？」

「そうだ」

　腕を組んで唸うなっていたダンテスが、さらに突っ込んだ。

「個人的に尋ねるが、実際に話を聞き取ったきみ自身はどう感じた？　その男の話が事実だと思うか？」

「わからない」

　チャリオットは素直に答えて、

「わからないが、最近になって変身能力を持つインシードが生まれていることは確かな事実だ。その説明として、一応の筋は通っていると思った。信じられるかどうかは別にしてだ」

《馬》のダンテスも《狐》のコーネリアスも、まだ半信半疑だった。《虎》のランスーリンと《蛇》のヘンリーは遠慮して口を開かない。《獅し子し》の少年はますます困惑顔である。

　悠然と壁にもたれたドーザの様子は変わらず、《蜥蜴》のミンザは何やら考え込んでいる。

　ただ一人、《山や羊ぎ》の長老が、しわくちゃの顔をいっそうくしゃくしゃにして、喉のどの奥から低い笑いを洩らした。

「なるほどなあ。そういうことがわかるのなら、無形種の科学とやらも、悪いことばかりではないな」

「信じるのか。ヤヌーシュ？」

《鷲》のドーザが声を掛けると、《山羊》の長老はまだ笑いながら言った。

「まあな。信じるかどうかはともかく、心当たりはある。──わしがまだ、ぴっちぴちに若い雄お山や羊ぎだった頃の話さ。その頃のわしは、どんな岩場や崖がけだろうと一っ飛びに飛んだもんだが、同じように見事に崖を飛ぶ《馬》のかわい子ちゃんにときめいたのを覚えとるよ」

　その《馬》のダンテスがちょっと驚いた顔になった。

「《馬》ですか？　《馬》が崖飛びを？」

「そうとも。栗毛の美人でな。見た目もそりゃあきれいだったが、その飛びっぷりときたら、ほれぼれしたもんだ。わしらと違って、おまえさんたちの蹄ひづめは早くは走れても、崖を飛ぶことなんかには向いていない。無形種の区分けでは、わしらは偶ぐう蹄てい類るい、おまえさんたちは奇き蹄てい類るいというらしいが、あの栗毛の美人は、わしら《山羊》の男でさえためらうような岩場に、いつも一人で挑戦していた。いつの間にか、それをこっそり眺めに行くのが、わしの密かな楽しみになってなあ」

「おやおや。のぞき見とは趣味が悪い。それほどその栗毛美人にご執しゆう心しんだったのなら、隠れていないで、正面から堂々と当たってみればよかったろうに」

《蜥蜴》のミンザがからかうと、《山羊》のヤヌーシュは怒ったように首を振ったものだ。

「おまえさんともあろう者が、馬鹿なことを言うもんじゃない。仮にも立派な雄山羊のわしが、《馬》の美人が気になるなんて、口が裂けたって言えるものかね。そんなことを仲間の誰かに話そうものなら、わしは狂ったと思われただろうよ。第一、わしは《馬》の言葉なんか知らなかった。向こうだって《山羊》の言葉なんか、聞き分けてはくれなかっただろうよ」

　数千年──あるいはそれ以上──の長きに亘わたって交流を持たなかった彼らには、実は言語の共通性がない。

　では、いくつもの部族が一堂に会しているこの場で、どこの言葉が話されているかというと、意外にも人間たちが使っている言葉なのだ。

　獅子の少年が不思議そうに口を挟む。

「無形種の言葉で話しかけようとは思わなかったのですか？」

　それが自分たちの共通語ではないかという少年の素朴な疑問に、《山羊》の代表は苦笑した。

「わしが無形種の言葉を覚えたのは、それからずっと後のことさ。おまえさんは《獅子》の族長の子だ。早いうちから親父さんに教わったのだろうが、その頃の《山羊》の仲間で無形種の言葉を学ぶ者など、ほとんどおらんかったよ」

「そうとも。その頃に限ったことではない。今でも無形種の言葉を解かいさない者は多い。我々は運良く、こうして各部族の代表たちと自在に会話ができるようになったが、そうなるまでには長い年月が必要だったのだよ」

《山羊》の代表と並ぶ長老格のミンザが獅子の少年をたしなめて、独り言のように続けた。

「幸いなことに、我々は言葉が通じなくても、ある程度は互いの意思を確認することができた。敵か、味方か、そんなものを判断するのに言葉は必要ない」

「いかにもな。しかし、他部族の女性に思いを打ち明けるには、やはり、言葉が通じなければ不自由するさ。何しろそこは我々山羊の領域で、彼女は領域を侵している立場なんだ。下手に近づけば、彼女はそれだけで逃げ出しただろうよ。こっそり眺めているしかないじゃないか」

「なさけない話だのう。おぬし、それで結局、その栗毛美人とは言葉も交わさぬままか？」

「これ、ミンザよ。他人事のような顔をして笑っているが、案外、おまえさんにも似たような覚えがあるんじゃないのかな？」

　古い友人の追求に対して、《蜥蜴とかげ》の老人は少なくとも否定はしなかった。意味深な笑みを浮かべて、言ったものだ。

「ま、明言は避けるとしようよ。ただ、山羊どのの言いたいこともわかる。長く生きていれば、それだけいろいろな経験をするものだ」

　ここで《蛇》のヘンリーが、控え目に発言した。

「若じやく輩はい者ものの身で恐縮ですが、今のお二人のお話を聞いて、ほっとしました。チャーリーが聞き取った無形種の科学が正しいとするならば、他部族の異性に心ひかれても、それは生物として至し極ごく当然の作用であり、病気でもなければ、異常でもないということなのでしょう？」

《山羊》のヤヌーシュが大きな眼を光らせて、おもしろそうに訊きいたものだ。

「ほう？　おまえさんにも、そうした心当たりがおありかな？」

「そこまではっきりと断言はできないのですが……好ましいと思う他部族の女性がいることは確かです」

「ほう、ほう。これは意外なことを聞いた」

「そういうことを堂々と話せるのだから、我々の若い頃とは時代も変わったな」

《蜥蜴》のミンザが言うとおりだった。異種アナザー人類レイスの間で他部族の異性が気になるなどと迂う闊かつに言えば、昔なら『変態』の一言で片づけられ、軽けい蔑べつされ、忌みきらわれてしまったことだ。

「しかしな、《蛇》のお若いの。無ノンフ形種オーマーたちの言うことがすべて正しいとは限らんのだぞ」

　打ち明け話を披露したヤヌーシュが一転して真顔になっている。

　壁にもたれているドーザも頷うなずいた。

「そのとおりだ。異種人類すべてが無形種と同じ種類だと言うのなら、何故、ある種のものは、他の種族より遥はるかに大きな姿をしているのか？」

　ミンザが頷いて、後を続ける。

「いかにも。無形種の学者が何と言おうと、ここにいる者たちと《犀さい》とが混血できるとは到底、思えぬことだ。──また、ある種のものは何故、他の種族より遥かに長生きなのか？」

　二人の友人に《山や羊ぎ》の長老も頷きを返して言う。

「まさしく、その通りさ。その頭のおかしい学者が言うように、今の常識がすべて正しいとは限らない。ここにいるみんなは互いによく知る間柄だが、西大陸にはまだ、わしらの知らない種族がいてもおかしくない。おまけに『白い島』からの客人のこともあるからの」

　仙人のような《蜥蜴》の老人がそっと笑って、独り言のように洩もらした。

「無形種の代表たちが島からの客人のことを知ったら、何と言うだろうな……」

『白い島』とは北大陸のことである。

　人間たちにとってはいまだに謎に満ちた未知の大陸も、異種人類にとっては、比較的身近な存在だった。今でこそ交流は絶えているが、かつては白い島から客人が飛来することは珍しくなかったと、あちこちの部族の昔語りに伝えられている。

　人間が現在の科学的常識を異種人類に話さないでいるように、異種人類もまた、人間たちに多くの秘密を持っているのである。

　人間側が、自分たちの摑つかんだ情報を内緒にしているのは、異種人類に対する警戒心のせいであり、脅威を感じているせいでもある。一方、異種人類が自分たちの知っている情報を詳しく話さないでいるのは、互いの友好関係を保つためだった。

　しわくちゃの《山羊》の長老が《蜥蜴》の友人の独り言に応こたえて言う。

「とかく無形種というものは、恐こわがりだ。しかも、攻撃することが大好きな、へんな恐がりだ。弱い犬ほどよく吼ほえる、嚙かみつきたがると言うが、本当に弱いものは生き残るためにさっさと降参する。もしくは逃げ出す。ところが、連中は絶対に降参しようとしない。負けを認めたがらない。この地上で一番強いのは自分たちだと、自分たちでなければならないのだと、狂ったように喚わめきたてる。あげく、妙ちくりんな飛び道具を次々につくり出してくる。余計なことは言わないでおくに越したことはない」

　ヤヌーシュの言葉はここにいる部族の一致した見解でもあった。

　わずかな沈黙がその場を満たし、《島しまふ梟くろう》のチャリオットが控え目に言い出した。

「申し訳ありません。話を戻してもよろしいですか？　連中がちょっと気になることを話していたものですから……」

「おお、すまんかった。すまんかった。すっかり話がそれてしまった。続けておくれ」

　チャリオットは会議の後半部分を仲間たちに話して聞かせた。

『人獣撲滅を目指す会』は現在、変身能力を持つインシードを身近な脅威に感じていること、シュティーヒェンの教授がその能力を調査するために実験材料の提供を求めたこと、さらに、会員たちがかなり具体的に最初の実験材料を定めようとしていることもだ。

《虎》のランスーリンが苦い顔になって、小さく舌打ちした。

「いまだにそんなことを言うとは……、無形種どもの性根は結局、何も変わっていないのか？　わたしの祖先たちを殺して皮を剝はごうとした頃と、いったいどこが違うというんだ？」

　同じく毛皮を狙われた歴史を持つ《狐》のコーネリアスも忌々しげに頷き、チャリオットも虎の若者に同意と同情の目線を送って、話を続けた。

「狙われている相手は混イン血シードです。我々の完全な同族ではないとしても、我々の血を引く者には違いない。あの連中にとっても同じことでしょうに、連中は頭から混血を見下しているんです。仲間と認めるどころか、それこそ、平気で生なま皮かわを剝ぐくらいのことはやりかねない」

　顔をしかめたランスーリンも頷きを返した。

「でしょうね。わたしは先日、そうした《ステロタイプ》の一人に遭遇したばかりですから、よくわかります」

　彼は敢あえて、異種人類が人間を呼ぶときの蔑称を口にした。

　自分たちをけだものと考え、蔑さげすんでいる連中にまで、友好的な態度を取る必要はないのだ。

「わたしにはインシードの義は母はと妹がいます。義母は息子の欲目を抜きにしても立派な女性で、妹は兄の欲目を抜きにしてもすばらしい娘に育ちました。インシードの妹には同族のみならず、他部族からも降るように申し込みがありましたが、妹が伴はん侶りよに選んだのは無形種の青年でした。この青年は立派な人物です。わたしの良き友人でもあります。妹に対する愛情も、その誠実も、疑いようのないものですが、青年の父親は二人の結婚に大反対でした。妹が《虎》の血を引くけだものだからという理由でです。けだものごときに自分の孫を産ませてなるものかと、そんなことになったら自分まで畜ちく生しようの仲間入りをしてしまうではないかと、花婿の父とも思えない暴言の数々を祝辞にもらいましたよ」

　壁にもたれているドーザがゆっくりと、考え深げに発言する。

「我々とインシードとは、その程度こそ違え、ステロタイプの迫害の対象にされているという点において、同じ思いを共有していると言える。少なくとも、その《鳥》に危険が迫っていることを警告するべきではないか？」

　チャリオットが頷うなずいた。

「おっしゃるとおりです。ただ、俺も《島梟》に生まれて長いが、そんな派手な《鳥》の話は聞いたことがないんです。ドーザには何か、お心当たりはありませんか？」

《鷲わし》の族長は否定の意味で首を振った。

「では、長老方は？」

《山や羊ぎ》のヤヌーシュもドーザと同様に首を振ったが、《蜥蜴とかげ》のミンザは考える顔になった。

「それは、もしかすると、モーガンのところの若いののことかな？」

「フォレスの森の賢者モーガンですか？」

　どの部族にも言えることだが、同種族といえども地域ごとに分散して暮らしている。そして、どの部族にも語かたり部べとして、さらには知恵袋として重宝される年寄りがいる。

《蜥蜴》のモーガンもその一人だった。見識家の多い蜥蜴の部族の中でも高齢の賢者であり、他部族にもその名はよく知られている。

「でも、あの連中が話題にしていたのは《鳥》ですよ？　《蜥蜴》ではなく」

　不思議そうに言ったチャリオットを、コーネリアスが笑いながらたしなめた。

「チャーリー。忘れるなよ。相手は混イン血シードだぞ。つまりは《鳥》の血を引くと同時に《蜥蜴》の血縁者でもある。そういうことでしょう、ミンザ？」

「まさにそうなんだが……、妙だな。無形種たちは確かに《鳥》だと話していたんだな？」

「ええ。もっとも、話をしていた連中も実際に見たわけじゃない。又また聞ぎきにすぎないんですが、翼を備えた人型であることと、赤や緑の派手な色彩をしていることは間違いないようでした」

　すると、何故か《蜥蜴》のミンザは考え込んでしまった。

「おかしい。あれは滅めつ多たなことでは翼を生やしたりしないはずなんだが……」

　空を飛ぶもの二人、《島梟》のチャリオットと《鷲》のドーザが不思議そうな顔になった。

　翼を持ちながら使おうとしないとは、彼らには考えられないことである。

　ドーザが尋ねた。

「それは形態変化をしないという意味か？」

「まあ、そうだ」

「形態変化自体はできるのに、しようとしない？」

「そうさ」

「なぜだ？　飛ぶのが下手なのか？　それとも、飛べないのか？」

　翼を備えた姿に変化することはできても、空を飛ぶことはできない。そういう種類の鳥かと言ったわけだが、ミンザは首を振った。

「いいや。立派に飛べるはずだ。ただ、わたしも、あの若いのが翼を生やしたところを実際に見たことはないのでな。今の話の絵に描えがかれていたのが、あの若いのかどうか、はっきりとは断言できない。しかし、モーガンが言うにはだ。その羽はまさに特別あつらえで、一度見たら忘れられないような華やかな色彩をしているとのことだった。だからこそ、本人も人前ではできるだけ《鳥》型には変化しないように自粛していると聞かされた。無ノンフ形種オーマーたちがその存在を嗅かぎつけたら、うるさいことになるに決まっているからな」

「その若者は今もモーガンのところにいるのか？」

「いや。だいぶ前に手元を離れた。今は無形種たちの世界で暮らしているが、決まった在ざい所しよは持っていないらしい。今の居い所どころとなると、モーガンも知っているかどうか……」

「三ヶ月前にはアドのホテルにいましたよ」

《蛇》のヘンリーが穏やかに言った。

「モーガンのところにいた彼のことなら知っています。友人ですよ。わたしも彼が《鳥》型に変化したところを見たことはないので、どんな翼を生やすかまでは知らないのですが、確かに飛べるはずです。本人からそう聞きました」

《島しまふ梟くろう》のチャリオットが身を乗り出して尋ねた。

「さすがに顔が広いだけのことはあるな。それで？　彼は今どこにいる？」

「残念ながらそれはわからない。ミンザの言うように、彼は決まった居場所を持っていない。わたしは知ってのとおり、各地を旅することが多いからね。たいていは人の集まるところで、偶然に顔を合わせているような次第なんだ」

　歳の近いチャリオットが相手だと、ヘンリーの口調もいくぶん砕けたものになる。

「ただ、これだけは確かだ。どこにいるにせよ、彼は千せん獣じゆう王おうと一緒にいるはずだ」

　その言葉にはチャリオットだけでなく、一同、きょとんとなった。

「は？」

「何だって？」

「いえね、無形種は獅し子しのことを百獣の王と言うでしょう？」

　ヘンリーは楽しそうに笑って言ったが、その《獅子》の少年は椅子の上で、何やら居心地が悪そうに身じろぎしている。この顔ぶれの中では自分が一番の若造であり、下したっ端ぱでもあると知っているからだ。

「それに引っかけて、少々、いやみを込めてそう呼ばせてもらっています。爬は虫ちゆう類るいをやたらに怖がる困った帝王でしてね。どうしてもわたしを傍へ寄せてはくれません。──そう、アドで会った時には無形種のお嬢さんと一緒でした。ヴィルドナへ行くと言っていましたっけ」

《山や羊ぎ》のヤヌーシュが不思議そうに首を傾げた。

「無形種の娘がどうしてアドなんかにいたんだ？　荒野の真まっ直ただ中なかじゃないかね」

「船が使えなかったからだそうです。勇敢なお嬢さんでしてね。まったく見ず知らずの彼らを護衛に雇って、荒野の横断に乗り出したのですよ」

　黙って話を聞いていたランスーリンが──実はどんどん妙な顔つきになっていたのだが──ここでためらいがちに口を挟んだ。

「ヘンリー。まさかとは思いますが、その《鳥》と《蜥蜴とかげ》の血を引くお友達は少々変わった特技を持ってはいませんか？　たとえば、鍵かぎの掛かった錠前を鍵を使わずに開けるような？」

　意外な人からの意外な質問に、色白のヘンリーの顔が驚きに染まった。

「よくおわかりですね。そのとおりです。彼はやろうと思えば立派な泥棒になれますよ」

「では、さらにまさかとは思いますが、あなたの言う千獣王の他に、猫の娘と、白い島からのお客人も一緒にいませんか？」

　ヘンリーは大きく眼を見張ることでこの質問に答え、ランスーリンはますます疑わしそうな表情になって言った。

「すると、もしかして、荒野を突っ切った勇敢な無形種の娘というのは……」

　眼と眼を見合わせた二人はちょっと沈黙し、計ったように声を揃えて断言した。

「キャサリン・ウィンスロウ」

　二人分の声が見事に重なった。

　その名を予測していたらしいランスーリンは納得した様子で頷き、低い笑いを洩もらした。

「なるほど……、確かに。あのお嬢さんならすこぶるつきに勇敢です」

　ヘンリーも微笑を浮かべて、楽しそうに言った。

「あの年頃のお嬢さんにしては立派なものでしたよ。わたしはちょうど脱皮前だったのですが、無形種が言うところの『蛇人間』を初めて見たにもかかわらず、気絶もせず、悲鳴も上げずに、きちんと挨あい拶さつをしてくれました。──あなたはどこで、あのお嬢さんと？」

　そこで、ランスーリンは、妹の結婚に関する一連の騒動を仲間たちに詳しく話した。その際、キャサリンが果たした役割もだ。

　だが、ランスーリンの話を聞いた他の顔ぶれはいっせいに難しい表情になったのである。

《島梟》のチャリオットが深刻そうに呟つぶやいた。

「まずいぞ。もし、そのウィンスロウ嬢がメリー・ウェザー女学院の生徒だとしたら……」

《鷲》のドーザも悠然とした姿勢は崩さなかったが、黒い眼にはいくらか厳しい光がある。

「バナディスの要人の娘たちが通う学校だ。エリオット・ウィンスロウの娘なら、間違いなく、そこの生徒のはずだ」

《蜥蜴》のミンザも何やら思案しながら、ゆっくりと顎あごを撫なでている。

「道どう中ちゆう、どこかで、やっこさんが変化するところを見たのだろうな。やれやれ、これは困ったことになった」

《馬》のダンテスはすっかり苦い顔になっている。眉まゆを吊つり上げて憤然と吐き捨てた。

「困ったですむ問題ではないでしょう。その娘もその娘だ。何だって絵に描いたりしたんだ？　指名手配用の似顔絵にでも使おうというつもりなのか？」

　単眼鏡をかけた《狐》のコーネリアスがやんわりと苦笑して、憤慨している友人をなだめた。

「ダンテス。それは言い過ぎだ。相手は十四歳の女の子だぞ。そこまで考えたりするものか。第一、手配用に使うのなら、教室に展示したりはしないさ」

「なお悪い。校内見学の日に掛かる展示だったんだぞ。大勢の無形種たちが見ることになる。現に我々に敵対的な一派にまで、その特殊な混血の存在が明らかになったじゃないか」

「それはあくまで偶然にそうなった結果だろう？　その娘さんの気持ちもわかるよ。いいか、彼女は今まで見たこともないくらい美しい生き物を見たんだ。それは我を忘れて見とれるほど、魂を揺さぶられるほど鮮烈な印象を与えるものだった。しかし、写真を撮る余裕はなかった。何か他の方法でかたちにして残したいと思ったとしても、別段おかしなことじゃない」

　そうしてコーネリアスは島しまふ梟くろうの友人を見つめて、しみじみと首を振ったのである。

「ぼくに絵心があったら何をおいても梟の姿のきみを描くんだが。──絶対、写真に撮らせてくれないんだからな」

《島梟》のチャリオットは不快感のあまり、想像上の羽毛を逆立てる勢いで叫んだ。

「話をむりやりこっちへ持ってくるな！　だいたい、梟なら他にいくらでもいるだろう！」

「とんでもないことを言うものだ。我々が一匹ずつ顔が違うように、きみたちだって一羽ずつ姿が違う。現に《獅し子し》のシルヴァは上空を飛ぶドーザを一目で見分けるというぞ」

「それはつきあいが長いからだ」

　そのドーザが笑いながら口を挟んだ。

「とは言うものの、シルヴァの目利きには実際、感心する。ドプレスの村の上空を飛ぶたびに、彼は必ずわたしを見分けて、声を掛けてくる。地上から見たのでは、鳩くらいの大きさにしか見えない高度ところを飛んでいるというのに、屋外にいる限り、こちらを見上げて『ドーザ』と呼びかけてくる。どうしてわかるのか、不思議でならない。《獅子》は我々ほどには眼が良くないはずなのに。わたしと他の《白はく頭とう鷲わし》に、明確な目印になる違いがあるわけでもないのにな」

　すると、シルヴァの息子のクリストファーがちょっと顔色を変えて、熱心に訴えた。

「そんなことはありません。あなたと他の《白頭鷲》は全然違いますよ。ぼくは上空を飛んでいるあなたを見分けることはできませんけど、間近で見ればそのくらいわかります。それに、父はいつも言っています。ドーザは《鳥》の中でもっともすばらしい、立派な姿をしていると。だから、他の《鳥》はともかく、あなたの姿だけは見分けられるのだと」

　少年の熱烈な賞賛の言葉を浴びたドーザはさすがにくすぐったそうにたくましい肩をすくめ、《狐》のコーネリアスは大喜びで膝ひざを打ったのである。

「クリス。その言葉はそっくりお父上にお返ししろ。ご自分を知らないとは恐ろしいことだな。かく言う《獅子》の族長の姿も、見る者の眼を魅了してやまないはずだぞ」

　異種人類にとって他の部族は、恋愛の対象にはならなくても、憧しよう憬けいの対象にはなる。

　ちょうど、人間が白鳥や鶴の姿を見て、優美だと賞賛するように。

　立派な毛並みの馬を見て、見事だと感嘆するようにだ。

　彼らの場合、自らも動物の姿に変身するだけに、他種族と深く関わりあうことは避けつつも、強く惹ひかれる部分があるのかもしれなかった。

　コーネリアスは、今は人型の友人をじっくりと眺めて、さらに言った。

「シルヴァの場合のドーザが、ぼくにとってはチャーリーだな。チャーリーのように見事な《島梟》は他には見たことがないし、これからも見ることはないだろう。ずっと眺めていても飽きることはない。そのくらいほれぼれする姿なのに、滅めつ多たに見せてくれないんだからな」

　そのチャリオットは低く唸うなって別の友人に訴えた。

「ダンテス。かまわないから、この変人を思いきり蹴けり上げてやってくれ」

《馬》のダンテスは苦笑することしきりだったが、コーネリアスはわざとらしく眼を見張った。

「きみの雄姿に賞賛を贈っている友人に対する、それが返事なのか？　あまりにも失敬だぞ」

「どっちが失敬だ。我々《梟》はもともと厳しく礼儀を重んじる種族だ。ただし、問題が二つある。第一に、おまえの褒め言葉は褒め言葉に聞こえない。第二に──これが肝心だが、俺は、人の身体をうっとり眺めて喜ぶような変人を友人に持った覚えはない」

「チャーリー。それが、礼儀を重んじる種族の言うことか？」

「《狐》の族長には無論、敬意を払うとも。しかし、おまえのような変人ならこれで充分だ」

　コーネリアスは友人の心ない言葉に深く傷つけられた様子で顔を背け、そっと眼を伏せたが、チャリオットはそんな表情には騙だまされなかった。《狐》は芝居じょうずが身しん上じようである。中でも、この男は名人級なのだ。それこそ長いつきあいのチャリオットはにべもなく言い放った。

「泣き真似はよせ。可愛い女の子ならともかく、おまえが泣いたところで気色悪いだけだ」

「やれやれ、どこまでも冷たいんだからな」

　悲壮な顔色を一瞬で消して、コーネリアスは悪戯いたずらっぽく笑っている。

　漫才のようなやりとりに《蜥蜴とかげ》のミンザも楽しげに笑って、独り言のように呟いた。

「ウィンスロウ卿きようは確か、我々に好意的なお人のはずだと思ったが、その娘さんのほうはどうなのかな？　指名手配に使うというのは言い過ぎにしても、それほど珍しい《鳥》の姿を絵にすることは危険だとわからなかったのか。それとも、わかっていて敢あえて描いたのか」

　ヘンリーが首を振った。

「いいえ。彼女は恐らく、知らないのでしょう」

「知らない、とは？」

「我々と無形種たちとが、これほどの緊張関係にあるということをです。無形種の学校では、とかく理想ばかりを教え、現実を学ぶことはなおざりにされがちな傾向があります。もっとも、年とし端はもいかない少女たちに、あまり過酷な現実を突きつけるのも感心しません。一概に彼らの教育方針を非難するわけにもいきませんが……」

　ランスーリンも頷うなずいた。

「無形種のすべてが我々に好意的なわけではない。それどころか、強い偏見を持つ者も多い。キャサリン嬢は先日の一件でその事実を学んだはずです。しかし、無形種は彼女の同族です。仲間を信じたいとする気持ちは我らも無形種も変わりはしないはず。キャサリン嬢はそこまで悪あく辣らつな無形種がいることを知らない。ましてや『人獣撲滅を目指す会』の存在など知らない。先日出くわした公爵のような人間は、あくまで例外だと思っている。そう考えるのが妥当です。あのお嬢さんは正義感の強い、まっすぐな性格ですからね。知っていたら、そんな絵を描いて人目に触れさせるようなことはしなかったはずです」

　この意見にヘンリーも同意した。

「わたしも《虎》の方のおっしゃるとおりだと思います。何より、無形種の政府は変身能力を持つインシードの存在を秘密にしておきたがっているのですから、その絵によって彼の存在が明らかになれば、人の注目を集めることになれば、困るのは彼ら無形種の政府のほうです」

　一同、納得して頷いた。

《山や羊ぎ》のヤヌーシュが《蜥蜴》のミンザに話しかけた。

「お若いの二人がここまで言うのだ。この際、思いきって、そのお嬢さんに話を聞いてみるというのはどうかの？」

「賛成だ。案外、やっこさんの居場所も知っているかもしれんしな」

　方針が固まったところで深夜の会議はお開きになり、集まった面々はそれぞれの部屋に引き上げていった。







　　５







「キャサリン・ウィンスロウ。校長室へいらっしゃい。校長先生がお呼びです」

　言われたキャサリンはびっくりした。思わず自分の耳を疑った。

　何故と言って、キャサリンは今、友人たちと昼食を済ませて教室へ戻ろうとしていたところだったからである。もうすぐ昼休み終了の鐘が鳴る。

　午後の授業を欠席してまで校長室へ来るようにとは、ただごとではない。

　異常事態もいいところだ。

　一緒にいた友人たちも驚きに息を吞のんでいた。みんなひどく不安そうな顔になっていたが、常に度胸と即断即決が信条のキャサリンは、怯おびえたり、もじもじと迷ったりはしなかった。

　はっきりと返事をした。

「わかりました。すぐに参ります」

　昂こう然ぜんと頭を上げて歩き始めようとしたキャサリンの腕を、親友のエヴァンジェリンが摑つかんで、青い顔で囁ささやいてきた。

「キャシー。あなた、何かやったの？」

「まさか。大丈夫よ。心配しないで」

　口ではそう言ったものの、キャサリンもそれほど平静だったわけではない。ただ、怖がっていることを見せるのがいやだったのである。

　メリー・ウェザー女学院の制服は、赤い細いリボンを蝶ちよう結びにした白いブラウスと、濃紺のジャンパースカートだ。

　同じ服装の少女たちが見守る中、キャサリンは一人、その群から離れて、教室とは正反対の方向に歩き出した。

　思いがけない呼び出しに丸みを帯びたなめらかな頰は強こわばり、可愛らしい赤い唇はぎゅっと引き結ばれている。しかし、青い眼は少しも輝きを失うことなく、まっすぐ前を見つめていた。

　校長先生の用件が何であれ、悪い話であるはずがない。滅めつ多たに近づくことのない校長室へと向かいながら、キャサリンは懸命にそう自分に言い聞かせていた。

　キャサリンは成績も優秀だし、自分自身に恥じるようなことも、メリー・ウェザー女学院の生徒としてふさわしからぬ行動もしていない。

　ただ、少しばかり破天荒で、少しばかり好奇心が強すぎる嫌きらいはあるかもしれないが（父のエリオット卿きようは『本当に少しばかりなのかい？』と、からかうだろうが）、それにしたって校長室まで呼び出されるような覚えはない。

　広い校内を校長室まで歩く間も、石造りの回廊に自分の足音が異様に響いて、どきどきした。

　校長室の重厚な扉の前に立った時には、胸の鼓動は最高潮に高まっていた。横に人がいたら、自分の心臓の音がその人にまで聞こえるんじゃないかと思えるほどだった。

　授業の始まった校内はしんと静まり返っている。ここまで一直線に歩いてきたものだから、鏡を覗のぞくのも忘れていたキャサリンだったが、さすがに指で髪を直し、汚れてもいない制服の肩やスカートを入念にはたいてから、大きく息を吸い込んで、とっておきの声を出した。

「失礼します。キャサリン・ウィンスロウ、参りました」

「お入りなさい」

　しずしずと入っていくと、そこには校長先生の他に男の人がいた。

　これには驚いた。今日は面会日でも参観日でもない。女学校に男の人とはそれだけで珍しい。

　年齢は三十くらい、中肉中背の、きびきびした感じの人だった。金色の口くち髭ひげを蓄えた顔に、にこにこと愛想の良い表情を浮かべている。その反面、すばやくキャサリンを一いち瞥べつした茶色の目線は驚くほど鋭かった。何か大切な話があってここにいるのだと思わせる厳しさがあった。

　身なりは立派なもので、黒いフロックコートも灰色のズボンも、手に持ったシルクハットも極上の品だということが一目でわかった。白いチョッキのポケットから前ボタンに渡してある懐中時計の金鎖も、その金鎖に下げられている飾りの宝石も最高級の細工である。
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　校長先生が言った。

「リヴィングストンさん。こちらがお尋ねのキャサリン・ウィンスロウです」

　男の人は力強い、よく通る声で話しかけてきた。

「おお、これはこれは。初めまして、お嬢さん。マイケル・リヴィングストンです。お父上のお名前はよく存じ上げていますよ」

　キャサリンは上品な仕草でスカートの裾すそをつまみ、軽く膝ひざを折って挨あい拶さつしたが、頭の中では、これはいったいどういうことかしらと考えていた。

　どうやら、この見知らぬ人が原因で呼ばれたことは間違いない。しかし、授業中にわざわざ生徒を呼び出すとは、まったくもって不可解だった。校長先生は教育熱心な人格者で、生徒が授業を受ける権利を妨さまたげられることを何よりきらっているだけに、なおさらだ。

　そんなキャサリンの疑問を察したのか、校長先生が言った。

「キャサリン・ウィンスロウ。この方の質問に答えてあげなさい。この方はあなたに聞きたいことがあっていらしたそうです。本来なら、授業が終わるまで待っていただくところですが、バーリー卿の紹介状をお持ちでは致し方ありません」

　その名前を聞いてキャサリンも緊張した。バーリー卿はこの学院の後援者であるばかりか、以前は閣僚でもあった人物である。バナディスを代表する政治家の一人だ。

　その紹介状を持っているというので特別に配慮したのだろう。校長先生が部屋を出ていくと、リヴィングストン氏は接客用の椅子を示して、キャサリンに座るように促した。

「わざわざ呼び立てて申し訳ありませんでしたね。できるだけ手早く済ませますから」

　実際、リヴィングストン氏は時間を無駄にはしなかった。キャサリンと向かい合って椅子に腰を下ろすと、笑顔を消して、真剣な表情になった。

「手短に言いましょう。お嬢さん。あなたは変身能力を持つインシードをご存じですね？」

　呆あつ気けにとられたキャサリンだった。

　咄とつ嗟さに返事ができなかった。

　キャサリンは決して頭の働きの鈍い少女ではない。それどころか、その回転の速さは、この年頃の少女としては並外れていると言ってもいい。ただ、あまりにも意外なことをあまりにも唐突に言われたので、対応に戸惑ったのだ。

　この質問にイエスかノーかで答えろというのなら、キャサリンの答えはイエスだ。確かに、知っている。

　しかし、そんなことは大声では言えない。簡単に認められるようなことではないのだ。

　いったいこの人は何故こんなことを訊きくのか、それ以上に、自分がそのことを知っているということをどうして知っているのか、何よりもまずそこを確かめなければならなかった。

　沈黙しているキャサリンをどう思ったのか、リヴィングストン氏はますます身を乗り出して熱心に語ったのである。

「わたしには隠さなくてもいいんですよ。わたしは部署こそ違え、お父上と同じく異種人類と人間との融和を目指す立場の者です。ですから、現在の常識ではあり得ないとされている変身能力を持つインシードの存在も知っているのです。その中の一人、鮮やかな翼を持つ姿に変化する人があなたのお友達だということも。──確か、《鳥》のベラフォードくん、でしたね？」

　名前まで言い当てられては否定するわけにもいかない。

　キャサリンが緊張に身体を固くしたまま頷うなずくと、リヴィングストン氏は優しく言った。

「図工室に展示してある絵を見せてもらいましたよ。あれがベラフォードくんですね？　なかなかおじょうずだが、あの絵には顔が描いてありませんね。何故です？」

　それはキャサリンが美術の先生にも言われたことだった。

　首から下と髪の毛はきちんと写実してあるのに、顔は簡単な面取りをしただけで、目鼻口といった部分がわかる程度で筆を留とめてある。この細部は仕上げないのですかと先生に言われたキャサリンは、どうしても顔がうまく描けなかったのだと言って、ごまかした。

　この絵を見た人がベラフォードに遭遇することなどまずないだろうが、それでも、はっきり顔がわかるように描くのは危険だという気が、何となくしたのである。

　この時もそうだった。キャサリンは曖あい昧まいに笑って言った。

「顔を描くのは苦手で……うまくいかなかったんです。それより、わたしのほうからもお尋ねしますが、ベラフォードさんがどうかしたのでしょうか？」

　リヴィングストン氏はますます真剣な、ほとんど険しいと言えるような顔になった。

「お嬢さん。お父上が政治家をしているあなたならご存じでしょうが、我が国には──いや、我が国に限らず沿岸国家のどの国にもですが、異種アナザー人類レイスを快く思わず、敵意を抱いている人がいます。この人たちを仮に、異種人類に対する敵対派と呼ぶことにしましょう。彼ら敵対派が個人的に異種人類を好きになれないと言うのなら、それだけなら、何もわたしのような立場の者が関与する必要はありません。しかし、彼らは異種人類と人間が仲良くしている現在の状況が気に入らず、異種人類の撲滅を本気で考えているのです。また、困ったことに、敵対派には社会的に高い地位にある人物も数多く含まれていますので、なおさら対処を難しくしています。──ところで、この敵対派が最近になって、変身能力を持つインシードの存在を知ったのです。この事実は彼らにとってよほどの衝撃だったのでしょう。彼らはそうしたインシードを驚異に感じて、能力を調べようとしています。実際に変身能力を持つインシードを捕獲して、ありとあらゆる生体実験を試みた上で、最終的には解剖しようとまでもくろんでいるのです」

「解剖!?」

　淑女たるものは決して人前で取り乱したり、大声で叫んだりしてはいけませんと、お作法の先生がいつも口うるさく言うのだが、この時ばかりは血相を変え、隣の部屋まで聞こえそうな悲鳴を発したキャサリンだった。

　慌てて口を閉ざしたが、受けた衝撃まで消えるわけではない。何とか平静に話そうとしても声が震えた。

「そんな！　そんなことが許されるはずはありません！」

「そうです。法律では許されないことです。もちろん人道的にもです。しかし、そんなことは関係ないのですよ。彼らにとって異種人類もインシードも『人間』ではないのです」

　キャサリンは苦い顔になって、唇を嚙かんだ。

　正義感の強いキャサリンには信じられないことだったが、そんな差別的な考え方をする人が本当にいるのだと、つい先日、思い知らされたばかりだったからだ。

　リヴィングストン氏も沈ちん鬱うつな表情で深いため息を吐いている。

「我々人類の中に、そんな人間が存在するとは認めたくないことですが、残念ながら事実です。しかし、何の罪もないインシードが彼らに捕らえられ、生体実験に使われるとわかっていて、手をこまねいて見ているわけにはいきません」

「もちろんですわ！　何より、そこまでわかっているのなら、そんな犯罪が本当に計画されているのなら、どうして警察はその敵対派の人たちを逮捕しないのですか！」

　リヴィングストン氏は悲しげな表情で首を振った。

「我が国は法治国家です。もっとも低い社会層の者でさえ、疑わしいというだけでは逮捕できません。ましてや、敵対派の中心と思われる人物の中には非常に身分の高い方々──それこそ高貴と言ってもいいご身分の方さえいらっしゃるのですから」

　そうなると、逮捕はおろか、話を聞くことさえ容易ではない。

　あなたは敵対派の一人でしょうなどと、証拠もなしに言えば、こちらが名誉毀き損そんを問われてしまうのだと、リヴィングストン氏は無念そうに話して、居住まいを正した。

「お嬢さん。わざわざあなたにお目に掛かった理由は他でもない。敵対派はかなり具体的に、最初の生体実験に使う相手を特定していると思われる節があるのです。はっきり言いましょう。あなたのお友達のベラフォードくんが狙われているのです」

　キャサリンは恐怖に息を吞のんだ。リヴィングストン氏がベラフォードの名を出したときからまさかとは思っていたのだが、その恐れが現実になってしまった。

　喘あえぐように言った。

「でも、どうしてベラフォードさんが、そんな人たちに狙われることになったのでしょう？」

「恐らくは、彼が飛べるからでしょう。空を飛ぶことは人類永遠の夢です。混血の身でそれを可能にしているとなれば、彼らがベラフォードくんに眼をつけるのは当然とも言えます」

　キャサリンも思わず頷うなずいていた。

　たった一度見ただけだが、変化したベラフォードの姿の美しさ、その翼の見事さは、自分の心を惹ひきつけるのに充分なものがあった。

　もう一人──純白に淡いブルーの模様を纏まとった、決して忘れることのできないあの人の姿と同じくらいに。

「彼は翼を持っているのだから、敵対派の魔手など簡単に躱かわすだろうと思うかもしれませんが、そうはいきません。彼らは人海戦術でベラフォードくんを捕らえに掛かるはずです。敵対派の中には権力者も多く、私的な兵隊を持つ者さえいるのですから。多勢に無勢では、いくら彼が《鳥》の能力を受け継いでいるとしても、逃げ切れるはずはありません。かといって、一人で敵対派と対決したところで勝ち目はありません。そんなことになる前に、我々は何としても、敵対派の手から彼を守りたいのです。ところが困ったことに、彼はここ最近、居場所を不明にしていましてね。ですからこうして、お尋ねに参った次第です。──ベラフォードくんは今、どこにいます？」

　ほとんど反射的にキャサリンは首を振った。

「知りません。ドルメックで別れた後のことは何も……」

「ドルメック。ヴィルドナの都市ですね。そこまではこちらも確認できたのですが、その先のことはご存じありませんか？」

「いいえ」

「どこか、彼が立ち寄りそうなところに心当たりは？」

　キャサリンは再度、首を振った。

「親兄弟や親しん戚せきの話を、彼から聞いたことはありませんか？　あるいは、彼が親しくしていた人物の名前や居所でもいい。何かお心当たりはありませんか？」

　キャサリンは懸命に思い出そうとしてみた。

　ベラフォードはもちろんのこと、その仲間の不思議な人たち。あの忘れがたい旅のことを。

　身内の話を聞いたことがあると言えばあるのだが、彼は具体的に両親がどこに住んでいるということは言わなかった。ベラフォードだけではない。あの人たちみんながそうだった。

　不意に何かがキャサリンの心に引っかかった。

　何だろう？　何か大きな胸騒ぎが突如として襲いかかり、キャサリンの心を揺さぶった。

　一瞬、息が苦しくなるほどの緊張感だった。ひどく不安な感じでもあった。しかし、それが何なのか──何故これほど胸が苦しくなるのか、はっきりしたかたちになる前に、押し寄せた波のように引いて消えてしまった。

「どうしました？」

　リヴィングストン氏が、じっとこちらを見つめている。

　キャサリンは慌てて我に返った。今は得え体たいの知れない胸騒ぎを気にしている場合ではない。

「一生懸命考えてみたのですが、あの人は自分のことはほとんど話さなかったものですから。ご両親の名前も、故郷がどこなのかも、わたしは知らないんです」

「そうでしたか……」

　リヴィングストン氏は、ひどくがっかりした様子だった。恐らく、キャサリンから何らかの情報を得られると思っていたのだろう。

　その落胆の様子が辛つらくて、キャサリンは思わず頭を下げた。

「申し訳ありません。わざわざ訪ねてくださったのに、お役に立てなくて……」

「いや、いや。充分です。さっそく、ヴィルドナ政府に連絡をしてベラフォードくんを捜させましょう。それから言うまでもありませんが、わたしがここで話したことは内密に願いますよ。校長先生にも、学校のお友達にも、決して話してはいけません。何分、ことは非常に重大です。こんなことが世間に知れたら大騒ぎになりますからね」

　もちろん、キャサリンは誰にも決して言わないと約束した。

　呼び鈴を鳴らして校長先生を呼ぶと、リヴィングストン氏はキャサリンと校長先生に慇いん懃ぎんに挨あい拶さつをして去っていったのである。

　キャサリンも授業を受けるように言われて校長室を後にした。

　しかし、今の話がキャサリンに与えた影響は大きかった。

　石畳の回廊を歩いていても、まるで宙を歩いているような気がした。はっと気づいた時にはすでに教室の前にいた。授業が行われている真っ最中の教室に入っていくのなど初めてなので、思わず息を整える。慎重に扉を叩たたき、先生から『入りなさい』と言われるのを待った。

「用件は済みましたか？　キャサリン・ウィンスロウ」

「はい。先生」

「よろしい。席に着きなさい。授業を続けます」

　自分の席に戻ると、隣の席のジョゼフィーヌがそっとキャサリンを伺ってきた。彼女の眼が『大丈夫？』と問いかけているのがわかる。キャサリンも微かすかに頷きを返した。

　二人とも、間違っても授業中におしゃべりなどしない。

　先生は授業を再開したが、キャサリンは実のところ、さっぱり身が入らなかった。せっかく好きな歴史の時間だというのに、さっきの奇妙な不安感がつきまとって離れない。

　今日は人間が西大陸にやってくる前、東大陸時代のことを勉強することになっていた。

　何しろ、五百年も前に失われた陸地だから、東大陸は北大陸とはまた別の意味で、すっかり伝説と化してしまっている。そこにはどんな国があって、どれくらいの人々が住んでいたのか、正確なところは何もわかっていない。東大陸の沈没によってほとんどの資料が失われたからだ。

　そもそも、東大陸が何故沈没したのか、その原因すらもわかっていない。わかっているのはその異変は人間たちが想像もしなかったほど唐突にやってきたらしいということだ。

　当時を知る数少ない文献にこうある。

『空は赤と黒に染まっていた。風は猛り狂って暗黒の雲を運び、垣間かいま見える太陽は倍ほどにも膨れ上がっていた。草木は見る間に立ち枯れ、生きとし生けるものは皆、倒れ、至るところに立ち現れた竜巻は天と地をつなぐ巨大な黒い柱となり、海水を巻き上げては雨のように空から降らせた。大地は海のごとく波打っては奈な落らくの底への口を開き、頑丈な建物が、大勢の人々が、人の築き上げた街並みもろとも、為なす術すべもなく吞のみ込まれ、沈んでいった』

　大陸全土を襲った災害に対して、人間はあまりにも無力だった。陸地が次々に沈んでいく中、逃げ場を失った人間たちは危険を覚悟で荒れ狂う海に漕こぎ出すしかなかったのだ。

　全人口の内、どのくらいの人々が脱出できたのか、それもわからない。ただ、かなりの数の船団であったことは記録に残っている。

　そうして長く困難な旅の末、西大陸に辿たどり着いた人間は、異種人類と出会ったのだ。

　リヴィングストン氏は『お父上が政治家をしているあなたならご存じでしょう』と言ったが、異種人類を敵対視している人がそんなにいるなんて知らなかった。もちろん、あまり好きではないという人がいるのは知っている。キャサリンのメイドのニーナもその一人だ。

　だからといって、ニーナは異種人類を絶滅させたいなどとは思っていない。蛇ぎらいの人が蛇を見て逃げるように、恐いから逃げる。あまり近づきたくないと思っている。それだけだ。

　もしかしたら『蛇なんていなくなればいいのに』くらいのことは考えているかもしれないが、そう思うことと、実際に『一匹残らず殺してやる』と決意して実行するのとでは雲泥の差だ。

　ふつふつと怒りがこみ上げてきた。

　彼らは──異種人類は、人間が自分たちを怖がっていてもかまわないと思っているのに。

　それこそベラフォードが言っていたことだ。人間が自分たちを──異種人類やインシードを理解したくない、一緒にいたくないと考えているのなら、無理にしてもらう必要はないのだと。

　どくん、と心臓が脈打った。

　キャサリンは自分の心臓の音に驚いて、危うく声をあげるところだった。

　まただ。また、何かが引っかかった。それなのに、何にこんなに胸が騒ぐのか、どうしてもわからない。何か、思い出さなくてはいけないことがあるのに、どうしても思い出せない。

　いや、違う。思い出せないのではない。

　自分は何かを──何か大切なことを見落としている？

　ひどく気になったが、授業中である。キャサリンは何とか教科書に集中しようとした。







　授業が終わる頃になると、校内には続々と迎えの馬車がやってきた。

　これは金曜日の恒例行事のようなものである。

　メリー・ウェザー女学院は寄宿学校だから、生徒は皆、寄宿舎に入る決まりになっている。

　しかし、生徒たちのほとんどがグレンフィールド近郊から来ていることもあって、週末には、──よほど家が遠方にある場合は別にして──生徒は家族と過ごすために一時帰宅する。

　その迎えの馬車がいっせいに詰めかけるこの時間帯は、ちょっとしたラッシュ・アワーだ。

　そして日曜の午後には、戻ってくる生徒を乗せた馬車で校庭は再び一杯になる。毎週ごとに繰り返されている光景だった。

　キャサリンも仲のいい友達と『また来週』と挨拶を交わして、迎えの馬車に乗り込んだ。

　キャサリンの父、エリオット卿きようは、グレンフィールド郊外のフォートイースに大きな屋敷を構えている。父に何か特別の予定がない限り、キャサリンはいつも、金曜には、学校から直接その屋敷に向かって、父と一緒に週末を過ごすことにしていた。

　市内の自宅からキャサリンを迎えに来た馬車には、馭ぎよ者しやの他にニーナが乗っていた。

　ニーナはキャサリンの忠実な召使いであり、乳兄弟であり、小さい頃からの友人でもある。

　小柄で童顔のニーナはキャサリンとほとんど変わらない年齢に見えるが、恐らく二十歳にはなっているはずだった。はず、というのは自分では絶対に言おうとしないからである。主人のキャサリンの行くところならどこにでも──学校以外なら──ついていくのを自分の使命だと思っている、今時、得難い人である。

　母親を早くに亡くしたキャサリンにとって、ニーナは一番の話し相手でもあった。一週間の学校での出来事なども真っ先に話していたのだが、今日のキャサリンは馬車に乗り込んでも、その馬車が郊外へ向かって走る間も、浮かない顔だった。

　ニーナが心配していろいろと話しかけても、キャサリンの憂ゆう鬱うつは変わらない。

　とうとうニーナは口を尖とがらせて、不満の声を発した。

「お嬢さま。さっきからずっとご機嫌ななめですけど、いったい何を怒っていらっしゃるのか、言ってくださらなければわからないじゃありませんか」

「違うのよ。怒っているんじゃないの。何か考えなきゃいけないことがあるのよ」

「だって、馬車に乗った時からずうっと考えていらっしゃいますよ？」

「いいえ、その前の授業中から考えているのよ。それでもわからないから困っているの」

　そんなことを言っている間にも、馬車は緑豊かな田園の中を走り続けて、屋敷に着いた。

　キャサリンの姿を認めて、愛犬ジョニーが五十キロの巨体をゆらしながらすっ飛んできた。

　眼をきらきらさせて、顔中で『遊んで』と訴えている。

　あんまり熱心なその様子に思わず笑いがこぼれる。たとえ気分が塞ふさいでいても、この期待を裏切るのはもっと気が進まなかった。庭が夕暮れに赤く染まるまでのひととき、キャサリンはボール投げをして、ジョニーと遊んでやった。

　さすがに疲れて引き上げると、ニーナがちょうどお茶を淹いれてくれたところだった。

　生まれた時から一緒にいるせいか、ニーナはキャサリンがして欲しいことをちゃんと察して、言わなくても先回りしてくれるのである。

　お茶請けには二種類のビスケットが用意されていた。バターとココナツをたっぷり効かせた甘いものと、オレンジピールを混ぜて焼き上げた、さわやかな味わいのものだ。

　普通、主人と召使いは同じ席で吞のんだり食べたりしないものだが、ニーナは例外である。

　キャサリンと一緒に遅いお茶を楽しんでいたが、何か思い出したように言い出した。

「そうだ。今日、市内のお屋敷に珍しい人が来たんですよ。初めて会った人なんですけど」

　キャサリンは首を傾げた。変な言い回しだと思った。

「初めて会うのに珍しい人なの？」

「それが、ベラフォードさんの伯お父じさんですって。正確には伯父さんじゃなくて、遠い親しん戚せきだそうですけど」

「なんですって!?」

　キャサリンが大声を張り上げたので、ニーナはびっくりしたらしい。

「お嬢さま。そんな声を出すと、またお作法で減点を食らいますよ」

「それどころじゃないわ！　詳しく聞かせてちょうだい」

　アロイシャス・モランと名乗ったそのお客は、今日の昼前に市内の屋敷を訪ねたという。

　お嬢さまのお付きのお女中に会いたいとの申し出だったので、当然、ニーナが応対した。

　モラン氏は、ベラフォードのことを話して、先日はうちの者がお世話になったそうで、と、丁重に挨あい拶さつしてきたそうだ。

「本当ならお嬢さまにもお会いしたいところだけれど、今日は時間がないからって。よろしくお伝えくださいとのことでした」

「それで、その方の連絡先は？　聞かなかったの？」

「ええ。おっしゃいませんでした」

「どんな様子の方だった？」

「どうって、そうですねえ。お年はまだ五十にはなっていないと思いますけど、白髪混じりの、背の高い紳士でした。ただ、ちょっと……」

　ニーナが考え込みながら何か言おうとしたその時、門のほうで馬車の音がした。

　父エリオット卿が帰ってきたのだ。

　キャサリンはひとまず話を中断して席を立った。父を迎えるために、ニーナと一緒に玄関に向かってみると、ちょうど馬車が玄関前に止まって、父が降りてくるところだった。

　三十六歳のエリオット・ウィンスロウ卿はバナディスでも将来を嘱しよく望ぼうされる政治家なのだが、小柄で、童顔で、その政治手腕とは裏腹に、大学の学生のようにさえ見える人である。

　その卿の後から、もう一人、馬車を降りてきた人がいる。姿のいい、若い紳士だった。

　エリオット卿は迎えに出てきたキャサリンとニーナを見ると、笑って手招きをした。

「おいで、キャサリン。アンダーソンさんを紹介しよう。紹介の必要はないかもしれないが」

　その父の言葉が終わるか終わらないかのうちに、キャサリンは歓声を上げて飛び出していた。

「ヘンリーさん！　まあ！　ヘンリーさんですか！」

　色白の青年はにっこり笑って、軽く帽子を上げてキャサリンに挨拶したのである。

「お久しぶりです、お嬢さん。覚えていてくれましたか」

「もちろんですわ！　でも、ヘンリーさんがどうして父と一緒に？　それに、アンダーソンというお名前は……」

「ええ、ヘンリー・アンダーソンです。この姿でいる時はそれがわたしの名前なんですよ」

　そうして、ヘンリーは少し声を低めた。

「わたしのもう一つの名前は内緒にしておいてください。もちろん、お父上はご存じですが、このお屋敷の人たちをむやみに驚かせたくはないのです」

　キャサリンは即座に頷うなずいた。

「わかりましたわ。アンダーソンさん。よくいらしてくださいました」

　優雅に一礼して、キャサリンはぼうっと突っ立っているニーナに釘くぎを差した。

「ニーナ。この方は先日、ヴィルドナで知り合ったヘンリー・アンダーソンさんよ。いいわね。誰に聞かれてもそう答えてちょうだい」

「はい。あの……はい。わかりました」

　何とも複雑な顔のニーナだった。

　ニーナは《蛇》に変化しかけたヘンリーの姿を知っている。正確には脱皮前の状態だったが、ちらりと見ただけで震え上がった。何しろ、人間の胴体の上に特大の蛇の頭部が乗っていたのだから、恐ろしいという以前の代しろ物ものである。恐怖のあまり、鱗うろこに覆われた顔や、瞼まぶたのない硝子ガラス玉のような眼、耳まで裂けた口から覗のぞく牙きばや、二ふた股またに裂けた長い舌まではっきりと見てしまい、ニーナはしばらく震えが止まらなかったのだ。

　しかも、ヘンリーはその後、二十メートル以上もの大蛇に変化して廊下を這はっていたという。

　ニーナは爬は虫ちゆう類るいが『大嫌い』である。そんなものには間違っても近づきたくないところだが、今のヘンリーはどんな女性でもうっとり見とれるほど美しく上品な青年なのだ。

　実際、ニーナに優しく笑いかけるその笑顔は目の毒と言ってもいいくらい魅力的なもので、あの時の恐ろしい姿を見覚えているニーナはほとんど泣きそうになりながら、小さく呟つぶやいた。

「だから、これじゃ詐欺ですってば。あんまり落差が激しすぎますよ……」

　晩ばん餐さんにはまだ少し、時間があった。

　食事の時間になるまで、お客様は歓談室に通すのが普通だが、エリオット卿きようは何故か、話があると言って、キャサリンを書斎に呼んだ。

　ヘンリーも一緒である。

　キャサリンはちょっと変な感じがした。この屋敷に書斎は三つある。父が二人を呼んだのはその中でも一番小さな部屋で、父が独りでくつろぐ時に使っているものだ。

　お客様を招き入れるには不向きな場所である。

　しかも、父はお茶を運ばせようともしなかった。召使いを寄せつけなかったということだ。

　父の書斎で三人だけになると、話を切りだしたのは意外にもヘンリーだった。

[image: ]

「お嬢さん。先程、お父上と一緒に学校に寄って、あなたが描いた絵を見せてもらいました。あれはベラフォードですね？」

　ここでもまた絵の話である。キャサリンは少々驚きながらも、正直に答えた。

「ええ。図画の課題で。その時、頭に思い浮かんだものを描くようにということでしたので」

「あなたがあんなに絵がお上手とは思いませんでしたよ。わたしは残念ながら、彼があの姿になったところは見たことがないのですが、きれいに描けています」

「いいえ、本当はもっときれいでしたわ。わたしは最低限のかたちと色を取っただけです」

　言いながらも、何とも形容のしがたい感覚に襲われたキャサリンだった。

　思わず父を見ると、エリオット卿もキャサリンに負けず劣らず困惑した表情で、威厳づけに蓄えている口くち髭ひげをさかんに捻ひねっている。

「実はね、キャサリン。ちょっと、困ったことになったようなんだよ」

　ヘンリーはそんな卿に頷きを返すと、ものやわらかな口調ながらも、キャサリンに向かって、はっきりと言ったのである。

「お嬢さん。たいへん申し訳ないのですが、あの絵は教室から引き上げて、今後、誰の目にも触れさせないようにしてもらえませんか？」

　あまりにも奇妙な頼みごとにキャサリンが眼を丸くしていると、ヘンリーはさらに言った。

「週が開けてからで結構です。学校の先生にはお父上から話をしてもらうことになりますから、あなたが先生に咎とがめられることにはなりません。どうでしょうか？」

「それは、かまいませんが、どうしてヘンリーさんがそんなことをおっしゃるのでしょう？　あの絵が何か、問題でも？」

　心配そうな表情のキャサリンに、ヘンリーは優しく微笑して、首を振った。

「あなたは何も悪くありません。あなたがベラフォードの姿にすなおに感銘を受けたことも、その気持ちをあの絵に籠こめただけだということもわかっています。ただ、あの絵を見て、別の意味で眼を輝かせる人たちがいますのでね」

　複雑な顔の卿が言い出した。

「おまえに話しておかなかったわたしもいけなかったんだ。おまえはヴィルドナでの出来事を、すっかり聞かせてくれたのにな」

　二人きりの家族である。キャサリンは先日の旅で知り合った用心棒のことも、旅の顚てん末まつも、卿に詳しく話しておいた。ただし、ホテルの部屋に手て榴りゆう弾だんを投げ込まれたとか、五階の窓から飛び降りたとか、竜の背に乗って空を飛んだとか、そういう危ない部分に関しては黙っていた。

　父を心配させたくなかったし、そのことで不安を覚えた父が、キャサリンの自由を制限するようなことになったら困ると思ったからである。

「話しておかなかったって、何をですか、お父さま」

「マクシミリアン公爵以上に、異種アナザー人類レイスを敵視し、差別している人間がいるということをだよ。そうした人たちに比べたら、公爵はむしろ害がないと言っていい。公爵は異種人類をきらって偏見を抱いてはいたが、少なくとも息子の結婚に関わってくるまで直接彼らを攻撃しようとはしなかった。だが、もっとはっきりした敵意を抱いている人々がいるんだ。何の根拠もなしにアナザーレイスは人間の敵だと決めつけて、彼らは人間に害を為なすものだから撲滅しなければならないと主張する者たちがいるんだよ」

　既にリヴィングストン氏から聞かされていたこととはいえ、キャサリンは大きく息を吞のんで、言葉を絞り出した。

「そんな人たちが……本当に、そんなに大勢いるんですか？」

　エリオット卿は真しん摯しな表情で首を振った。

「大勢ではないよ。少なくとも人間という種族の数を考えれば、その数は決して多くはない。おまえも知っての通り、沿岸国家のすべての国は異種人類との友好政策を取っているからね。事実、異種人類は我々の隣人だ。それが我々人間の基本的な姿勢なんだ。そのことはおまえも決して忘れてはいけないよ。ただ、ごく一部に、どうしても彼らを認められない人間がいるというだけのことなんだ」

　キャサリンは思わず姿勢を正して尋ねていた。

「どうして認められないと言うのでしょう？　わたしにはわかりません」

「わたしにもわからないよ」

　エリオット卿は珍しく疲れたような息を吐いて、椅子の背もたれに身体を預け、ヘンリーに向かって軽く頭を下げた。

「あなたの前でこんな言葉を使うことを、どうか許してください、アンダーソンさん。彼らの言い分は一貫している。──異種アナザー人類レイスは獣けだものだと言うんだ。彼らは卑しい獣なのだから、人間と同格に扱うことなどできないと言うんだよ」

「お気遣いには感謝しますが、遠慮なさらなくとも結構ですよ、エリオット卿。彼らの態度はそんな生やさしいものではありません。わたしのような爬は虫ちゆう類るいに対しては特にそうです」

　ヘンリーの微笑はなだめるように優しかったが、キャサリンは激しく首を振った。

「馬鹿げていますわ。それは──それはあの、わたしだってヘンリーさんに初めてお会いした時は驚きました。少しも恐ろしいと思わなかったかと言ったら、それも噓になってしまいます。ですけど、だからといって……」

　どこでどう転んだら卑しい獣という理屈になるのだ。

　エリオット卿も深く頷うなずいている。

「そんなことを言う人間たちのほうが、よほど所行が卑しい。マクシミリアン公爵のようにね。だが、困ったことに、ああいう人たちがいることも確かな事実なんだ。昔に比べればその数はずっと少なくなったが、完全にいなくなったわけではない。むしろ、傍はた目めには友好的な態度を装うようになった分だけ、始末が悪いんだ。──もちろん、こんなことは学校では教えない。教えられないと言ったほうがいい。おまえがもっと大きくなったら話そうと思っていたんだが、それが裏目に出てしまった」

　エリオット卿はどこか痛々しそうに娘を見つめて、慎重に言ったのである。

「その彼らが今、変身能力を持つインシードを脅威に感じている。しかも、どこで知ったのか、おまえの絵に注目して、ベラフォードくんを捕らえようとしているらしい」

　心臓を鷲わし摑づかみにされた気がした。いつも気丈なキャサリンにしては情けないことに、本当に卒倒するかと思った。ベラフォードが狙われていることは聞かされていたが、まさか、自分の描いたあの絵が原因だったなんて、そんな大事に発展していたなんて、夢にも思わなかった。

　あの時、美術の先生は、意識を集中して想イマジネ像イシヨンをしてごらんなさいと言った。

　そうして、今もっとも強く、あなたの頭に思い浮かんだものをかたちにしてごらんなさいと言ったのだ。

　写生ではないのだから、現実の風景には限りませんよ、と。みなさんの心の中にある景も色のを画用紙に描き写してみてください、と。

　その時、キャサリンの脳裏に浮かんだのは、あの色鮮やかな人の羽ばたきで……。

　あの印象的な姿を、極彩色のあの美しさを、いくらかでも描き留めておけるのが嬉うれしかった。

　ただそれだけだったのに。

　今さらながらに事態の深刻さを思い知って、キャサリンは傍目にも真っ青になった。しかし、ここでみっともなく倒れるわけにはいかない。しゃんと座り直して、震える声で言った。

「あの絵のせい……なんですか？　わたしが、あんな絵を描いたから。だから、ベラフォードさんが、そんな人たちに狙われることになったのですか？」

　すがりつくような眼のキャサリンに、ヘンリーは相変わらず優しい笑顔で首を振った。

「まさか。そんなことはありませんよ。女学院の教室に飾ってある絵一枚を、彼らがそれほど重要視するとは思えません。このお願いはあくまで念のためなんです。あの絵はとても上手に描けていて、人目を惹ひきますから」

「悪者たちも注目してしまったのですね。わたし……馬鹿だわ。本当に馬鹿でしたわ。まさか、そんなことになるなんて……」

　血の滲にぎむほど唇を嚙かみしめたキャサリンに、ヘンリーは少し口調を強めて言った。

「お嬢さん。あなたが責任を感じる必要は本当にないのです。見た目が華やかだというだけで、ベラフォードが狙われることになるとは思えません。理由はもっと他のところにあるはずです。彼は何しろ、蜥蜴とかげの再生能力を持っていますからね。インシードの身であの能力は貴重です。わたしが悪い人間の代表だったとしても、やはり眼をつけたと思いますよ」

「──ちょっと待ってください!!」

　キャサリンは一転して、大声を上げていた。考える時間を求めてのことだった。

　リヴィングストン氏との会見からずっと感じていた違和感の正体がやっとわかったのだ。

　蒼そう白はくな顔の中で、虚空の一点を見つめるキャサリンの青い眼だけが異様な輝きを放っている。

《鳥》──《蜥蜴》──なるほど確かに、ベラフォードは立派な翼を持っている。空を自由に飛ぶこともできる。だから、翼を生やしたあの人を見て《鳥》だと思っても何ら不思議はない。

　普通ならそう考えて当然だろう。

　しかし、キャサリンが知っている別の事実がある。あの長い旅の間、ベラフォードはただの一度も、自分を《鳥》だとは言わなかったという事実がだ。

　エリオット卿とヘンリーが呆あつ気けにとられて見つめる中、キャサリンは姿勢を正して、きっと頭を上げると、恐ろしいような顔つきでヘンリーに向き直った。

「ヘンリーさん。初めてお会いした時、あなたは《蛇》のヘンリーだと自己紹介をされました。同じように、ベラフォードさんの時は、《蜥蜴》のベラフォードだと正式に紹介されたのです。でも、考えてみればあの人は飛べるのですし、《鳥》の仲間だと言ったほうが正しいようにも思えます。そこでお尋ねしますが、ベラフォードさんはご自分を《鳥》だと名乗られることもあるのでしょうか？」

「いいえ」

　キャサリンの様子に驚きながらも、ヘンリーははっきりと否定した。

「あり得ません。彼はいつでも自分のことを《蜥蜴》と称します。それは彼が《蜥蜴》の中で育ったからです。《鳥》の血を引いていることは間違いなくても、彼にとっての自己とは常に《蜥蜴》を指します」

「お父さま！」

　キャサリンは今度はすごい剣けん幕まくで父親を振り返った。

「マイケル・リヴィングストンという人物をご存じですか？」

「いいや？　聞いたことのない名前だが、その人がどうしたんだね？」

　とても咄とつ嗟さには説明ができなかった。キャサリンの頭の中ではいろいろな考えがぐるぐると渦を巻いていた。今にして思えば、リヴィングストン氏の言動は腑ふに落ちないことが多すぎる。

　ベラフォードを《鳥》と信じていたこともそうだが、氏は『多勢に無勢では──』と言った。

　まるでベラフォードがたった一人で自分の身を守らなければならないような口振りだったが、そんなはずはないのだ。彼には仲間がいる。

　しょっちゅう喧けん嘩かばかりしていたが、彼らはいつも四人一組で行動していると言っていた。

　今も一緒にいるはずだ。

　それなのに、ベラフォードを保護しようというリヴィングストン氏がその事実を知らない。

　どう考えてもおかしい。

　だが、リヴィングストン氏はバーリー卿きようの紹介状を持って学校を訪れたのだ。充分な身元の証明だ。バーリー卿は代々有能な政治家を輩出した由緒正しい家柄の貴族であり、前閣僚でもあり、立派な経歴と高潔な人柄で知られている。

　間違っても異種人類の撲滅などに手を貸す人物ではないのだが、当のリヴィングストン氏が断言したことではないか。敵対派の中にはまさかと思うような身分の高い人間もいると。

　何を信じればいいのか、何を基準にして物事を判断したらいいのか、キャサリンはまったくいつもの彼女らしくもなく大混乱に陥った。

　興奮した早口で、リヴィングストン氏の訪問と会見の一部始終を父とヘンリーに話した。

　かなり支離滅裂な説明になったが、二人とも根気よくキャサリンの話を聞いてくれて、父は即座に言ったのだ。

「何も難しく考えることはない。紹介状なら偽造することができる。確かに、その人は怪しい。おまえからベラフォードくんの居所を聞き出そうとしたんじゃないかな」

「バーリー卿が敵の一味ではないかという心配は無用ですよ。あの人はバナディスの政治家の中でも、もっとも我々に好意的な人の一人です。それに、ベラフォードを《鳥》と言いながら、彼らが四人一緒に行動していることを知らないとは確かに変です。普通は逆のはずですからね。あなたの絵をどこかで知って、やって来たと思ったほうがいいでしょう」

　断言したヘンリーは珍しく厳しい顔である。

「しかし、その謎のリヴィングストン氏はベラフォードの名を口にしたそうですが、どうして彼の名前を知っていたのでしょう。あなたは誰かに彼らのことを話しましたか？」

「父には話しました。それから──学校の親しい友人にも、あの絵には実在のモデルがいると内ない緒しよ話ばなしに言いましたが、彼女たちにはベラフォードさんの名前は話していません」

　エリオット卿はヘンリーの視線を受けて、ゆっくりと首を振った。

「アンダーソンさん。わたしは国家に忠誠を誓った者です。その国家は、変身能力を持つインシードの存在は、まだ公おおやけにする段階にはないと判断しています。娘から聞いた話は天地神明に誓って、政府内の誰にも話しておりません」

　ヘンリーは軽く会釈して、謝意を表した。

「賢明なご判断に感謝します。ただ、多少の皮肉を言わせていただけるなら、そこが我々には理解しがたい、困惑する点でもあるのです。バナディス政府が方針を変えて我々を敵としたら、あなたは今度はその方針に従うのでしょう？」

　口調は穏やかだし、色白の秀麗な顔も微笑んでいたが、ヘンリーの言葉は手厳しい。

　キャサリンは思わずひやりとしたが、父は動じなかった。笑って言った。

「そうした事情はあなたも同じはずでしょう。あなたの部族が我々に敵対することを決めたら、あなたはその決定に従わなければならない義務をお持ちの人のはずだ。残念ではありますが、我々のような立場の者には常にそうした葛かつ藤とうがつきまといます。相手に好意を抱いていても、個人的な感情だけでは動けない。互いに背負うものがある以上、仕方のないことです」

　青ざめた顔でこのやりとりを見守っていたキャサリンに、エリオット卿は優しく笑いかけた。

「友情を保つことは時に非常に難しいことでもあるんだよ。キャサリン。立場の違う者同士の友情ならなおのことだ。それでも、互いがその友情を本当に失いたくないと思っているのなら、どんな困難も必ず解決することができる。わたしはそう信じているんだよ。異種人類と人間は友達になれるとね。そうした関係の実現を心から願っているし、そのために全力を尽くすつもりなんだ。──もうずっと昔、大陸南部の密林で、あの虎の人がわたしを助けてくれた時から、あの人の姿がわたしを魅了した時から、ずっとそう思っているんだよ」

　エリオット卿の声には懐かしそうな響きだけではなく、真しん摯しな響きも含まれていた。

　その虎の人が父にとって永遠の憧あこがれであることはキャサリンも承知している。

「だからといって、誤解しないでくれよ。わたしは異種アナザー人類レイスすべてを美化する気はないからね。アンダーソンさんの前で申し訳ないようだが、どんな民族にも良い者もいれば悪い者もいる。それが普通だ。異種人類はみんな善人だと単純に断言することはできない。常識的に言って、そんなことはあり得ない。だから、わたしたちが問題にするべきは相手の種族や出身ではなく、相手自身なんだ。その人が信頼できるかどうかを見極めて友達になればいいんだ。ありがたいことに、彼らもそうしようとしてくれている。人間をむやみやたらと敵視するのではなく、信頼できる者とできない者とを見分けて、区別をしようとしてくれている。ところが、人間の中には、理由もなく異種人類を蔑さげすみ、敵視し、人体実験に使おうなどと考える愚かな連中がいる。これでは、こちらがいくら友達になりたいと言ったところで、彼らが信じてくれるはずがない。人間を──彼らの言葉で言うところの無ノンフ形種オーマーという種族すべてを信用できない相手だと判断し、決別するには充分だ。ベラフォードくんを狙っているような偏見に凝り固まった差別主義者は、人間という種族の恥だ」

　エリオット卿の口調は珍しく厳しく、青年のような顔には紛れもない真の憤りがある。

　ヘンリーの水色の眼はやわらかく和なごんで、エリオット卿に暖かい笑顔を向けた。

「異種人類の中にも気の許せない者はいますし、無形種の中にも信頼の置ける人物はいますが──わたしとしては、無形種が皆、あなたのような方でしたら、どんなにいいかと思いますよ、エリオット卿」

　その言葉にも真情が籠こもっていたが、ヘンリーはまたすぐに難しい顔になった。

「ですが、そうなると、ますます話は不可解ですね。彼らのような差別主義者はその偏見から、我々の事情を詳しく知ろうとはしないものです。現実にベラフォードの動向も知らなかった。それなのに、彼の名前は知っていた」

　エリオット卿も真剣な表情で頷うなずいた。

「わたしもその点が気になっています。いったいどこから突き止めたのか……」

　不意にキャサリンは恐ろしい予感に襲われた。

　椅子から腰を浮かせ、廊下を振り返って叫んだ。

「ニーナ!!」







　　６







　慌ただしく書斎に呼ばれたニーナは事態がわかっていないようで、きょとんとしていた。

　キャサリンは焦る気持ちを懸命に抑え、できるだけ冷静に質問したのである。

「ニーナ。大事なことだからよく考えて答えてちょうだい。今日、尋ねていらしたモラン氏は、確かにベラフォードさんの親しん戚せきだと言ったのね？」

「はい」

「その時の様子を詳しく話して。いい？　モラン氏が玄関の呼び鈴を鳴らしたところからよ。応対に出たのは誰？　あなた？」

「いいえ。サマンサです。わたしはその時、自分の部屋にいました。サマンサが呼びに来て、『あなたにお客様よ』って言うので、応接間に行ったんです。そうしたらそこにモランさんがいらして、自分はブルーメンで会計事務所を開いているアロイシャス・モランだと自己紹介をされました」

　ブルーメンはグレンフィールドから北に汽車で二時間ほど行ったところにある町だ。適当な地名と職業を述べたのだろうが、キャサリンはその点には言及せずに、さらに質問した。

「モラン氏とあなたはどんなことを話したの？　その会話をできるだけ正確に言ってみて」

「はい。モランさんは『お呼びだてして申し訳ない。実はわたしの親戚の若い者が、こちらのお嬢さんにお世話になったと聞いて、ご挨あい拶さつに来たんです』っておっしゃいました。わたしは『それはご丁寧にありがとうございます。でも、どなたのことでしょう？』って言いました。そうしたらモランさんはにこにこ笑って『きっと覚えていると思います。何しろ、その若者はちょっと風変わりなインシードでしてね。それはもう色鮮やかな鳥の姿に変化するんですから。赤や青、緑のね』っておっしゃったので、わたしは『ああ、わかりました。ベラフォードさんのことですね』って言いました。『そうです、そうです、ベラフォードですよ。困った奴で、この頃はちっとも家のほうに姿を見せないんです。こちらには何か、便りはありませんでしたか？』そうお尋ねになったので、『ドルメックでお別れした後は一度もお会いしていませんし、お手紙もいただいていません』って答えました。そうしたら、モランさんは『そうでしたか。それは残念なことでした』って、おっしゃって、席をお立ちになったんです。わたしは『ぜひ、お嬢さまにも会ってさしあげてください。きっと喜ばれます』って言ったんです。『今日は週末で、学校から直じかに郊外のお屋敷へお泊まりなので、連絡先を教えていただけませんか』って言ったんですけど、モランさんは『それには及びません。来週にでもまた寄らせてもらいます。お嬢さんにもよろしくお伝えください』とおっしゃって、早々にお帰りになりました」

　予感的中だ。キャサリンは衝撃のあまり、わかりきっていることをわざわざ口にした。

「ベラフォードさんの名前を先に出したのは……、あなたのほうなのね？」

「はい」

　エリオット卿きようとヘンリーは、ニーナに気づかれないように、そっと目配せを交わした。

　どうやら、敵はかなり大がかりな一味らしい。モラン氏とリヴィングストン氏が別人なのは間違いないから、一人がニーナに会ってまんまと情報をせしめ、もう一人がその情報を持って何食わぬ顔でキャサリンに会いに来たのだろう。

　そんなことにも気づかずに、学校に乗り込んでくるという大胆な手口にすっかり幻惑されて、簡単に騙だまされたのだ。情けなくて、悔しくて、キャサリンは自分が許せなかった。

　唇をきつく嚙かみしめたが、ニーナはそんなキャサリンの心境には気づかない。首を傾げて、単純に不思議がっている。

「考えてみれば、せっかちな人ですよねえ。お嬢さまへのご挨拶にきたっていうより、まるで、ベラフォードさんが今どこにいるのか知りたかったみたいじゃないですか」

「そう……よね。それで、他に何か、変だと思ったことはない？」

　こんなことを尋ねても無駄だと思いつつ、キャサリンは訊きいたのだ。そんな短時間の面談で、何かわかるはずはないからである。

　ところが、ニーナは予想に反して大きく頷いた。

「ええ。変でした。あの方、本当は外国からいらしたばかりの、たぶん外国人ですよ。それに、会計士っていうのも違いますね。もっと贅ぜい沢たくに慣れた、お金持ちの方です」

　キャサリンは驚いた。エリオット卿もヘンリーもだ。

「外国の方って、どうしてそう思ったの？」

　勢い込んでキャサリンが尋ねると、ニーナは眼を丸くした。

「だって、お召しものが全部外国製でしたから。シャツから上着からズボンから靴も、帽子も、何から何まで全部です。見れば一目でわかりますよ。それに、あのご趣味はちょっと……」

　何を思い出したのか、ニーナは複雑な顔で苦笑した。

「シルクのシャツは眼の覚めるような濃いラヴェンダー色でしたし、上着の襟には黒天鵞絨びろうどを張って、その襟の上に葡萄ぶどうの実と葉とを金糸で大きく縫い取ってあるんです。チョッキは白の綾あや織おりで、灰かい白はく色しよくのズボンにも銀ぎん糸しで縞しまが縫い込んであって、どの品もとてもお金の掛かった贅沢なものでしたけど、ちょっと凝りすぎというか、お年のわりに若好みというか、午前中に人のお屋敷を訪問するのに、夜会か観劇に出かけるようなお召しものでいらっしゃるなんて、あの趣味は間違ってもバナディスの紳士じゃありません。靴だってそうです。ぴかぴかのエナメル靴なのはいいとしても、踵かかとのところに角かく型がたの金きん鋲びようが飾りに打ちつけてあったんですから。紳士靴の踵にですよ？　あれにはびっくりしました。あんな靴、バナディスの靴屋なら絶対につくりません。つくったところで、どんなおしゃれな紳士も履くのを避けるはずです。タイ・ピンにした真珠はわたしの小指の先くらいもありましたし、カフス・ボタンにしたって、見たこともないくらい大きな黒真珠を真二つに切って、そのまわりを金細工で縁取ったものでした。どんな高給取りでも、たとえ王族顧問の会計士だって、あんなものが買えるはずがありません。あの真珠一つで一年分のお給料が消えてなくなります」

　三人はひたすら呆あつ気けにとられて、ニーナによる、モラン氏の服装チェックを聞いていた。

「それに、あの指輪！　モランさんは右手の中指に金の指輪をなさっていたんですけど、これがまた凝ったものでしてね。黄金細工でつくられた龍の横顔が、その口に丸い紅玉ルビイをくわえているっていう意匠デザインなんです。その紅玉の見事なことと言ったら！　思わず目が釘くぎ付づけになったくらいです。真珠のように丸くて、大きくて、真っ赤な電光みたいに光り輝いていて、王様の身の代金にもなりそうな石でした。──この悪趣味と紙一重の絢けん爛らん豪ごう華かさって、ヴィルドナか、それともゲルスタンか、ちょっと迷ったんですけど、お帽子を取って差し上げた時に、裏地にヴァーグナーって縫い取りが見えましたから、ゲルスタンでしょうね。ヴァーグナーはゲルスタンでも最高級の帽子メーカーですし、それにあの方、すぐにバナディスを出てゲルスタンに向かわれたみたいですしね」

「どうして!?」

　そんなことまでわかるんだ!?　という三人の悲鳴に、ニーナはますますきょとんとした顔になったのである。

「トミーが話してくれたんです。お屋敷を出たモランさんが拾った辻つじ馬車の馭ぎよ者しやの。トミーはわたしとは顔見知りなんですよ。今日の午後にわたしが外出した時も、トミーはお屋敷のすぐ外で客待ちをしていて、大喜びで話しかけてきたんです。『さっき、お屋敷から乗せたお客が祝儀チツプにいくらくれたと思う？　パウンド金貨をふるまってくれたんだよ。また、あんなお客が来た時は、ぜひ呼んでくれ』って。それは喜ぶでしょうね。相場の二十倍ですもの。お屋敷を出たモランさんはベイトン・ホテルでお友達と会った後、グレンフィールド駅へ向かったそうです。切符売り場が混んでいたので、トミーが代わりに切符を買ってあげたそうなんですけど、それだけで金貨を祝儀にくれるなんて、『トミー。あなたったら、王様の指定席でも用意してあげたの？』ってふざけて訊いたら、『いいや、ロスコムまでの、ただの一等車両だよ』って言ってました」

「ロスコム？」

　その地名を鸚鵡おうむ返しにキャサリンは繰り返した。確か、バナディス東部の町だ。もちろん、ブルーメンとは方角がまったく違う。

「ロスコムには登山鉄道の駅があるでしょう？　ほら、グエン山の山頂までがバナディスで、山頂駅を越えたらそこはもうゲルスタンとロームっていう、山の国境にまたがる鉄道ですよ。ヴィルドナ人なら船に乗るために港町のボランへ向かうはずですから、モランさんはやっぱりゲルスタンの方なんじゃないでしょうか？」

　キャサリン、エリオット卿、それにヘンリーの三人はただただ茫ぼう然ぜんとしていたが、真っ先に我に返ったのはキャサリンだった。興奮を隠しきれない様子でニーナの手を取った。

「ニーナ……すごいわ！　大手柄よ！」

「はあ？」

　やっぱり事態がわかっていないらしいニーナはぽかんとしている。

　エリオット卿とヘンリーもすかさず立ち直り、早速、相談に入っていた。

　国境を越える時には旅券と出国証明書が必要になる。もちろん、アロイシャス・モランなる人物は実在してはいないだろうが、そこまではっきり人相風体がわかっているからには、何か手がかりが摑つかめるかもしれない。

　もうじき晩ばん餐さんという時間にも拘かかわらず、エリオット卿は執事のジョーンズを呼んで、国境の山頂駅へ大至急の問い合わせをするように指示を出すと、笑顔になってニーナを振り返った。

「よくやってくれた。ニーナ。礼を言うよ」

　ヘンリーも再び、たいていの女性たちがぽうっとなるような笑顔で、ニーナに微笑みかけた。

「あなたの観察眼のおかげで助かりましたよ、ニーナさん」

「は？　はい……？」

　例によって、ニーナには事情がわかっていないらしい。

　戸惑った様子で問いかけてきた。

「お嬢さま。モランさんがどうかしたんですか？」

　どう説明しようか、ためらったキャサリンだった。ベラフォードの命を狙っているような、悪あく辣らつな連中に利用されたと知れば、ニーナはきっとショックを受けるだろう。

「その人は多分、ベラフォードさんの親しん戚せきでも何でもないと思うの。ただ、あなたの口から、ベラフォードさんの居所を突き止めようとしたのよ。──何のためかは、わからないけど」

　キャサリンがそう言い添えたのは、自分よりずっと年上なのに、ずっと純朴なところのあるニーナを守ろうとしてのことだった。

　果たして、ニーナは、その点について深く考えることは避けたようで、ただ、不思議そうに首を傾げた。

「どうしてそんなことをするんでしょうねえ？　考えてみれば、おかしな話ですけど、わたし、昨日もベラフォードさんの居場所を訊かれたんですよ」

「なんですって？」

　キャサリンが顔色を変えただけではない。今まさに書斎を出ようとしていたエリオット卿も、ヘンリーも、驚いて振り返った。

　二人が何か言うより先に、キャサリンは勢い込んで尋ねていた。

「どういうこと？　昨日も親戚だという人が家に来たの？」

「いいえ。外出した時に声を掛けられたんです。でも、その方、道端でいきなり『きみはキャサリン嬢の小間使いか？』なんておっしゃるものですから、最初はてっきり、お屋敷の内情を知りたがる人だと思って、無視しようとしたんです」

　屋敷に勤めている使用人の口から、その主人である貴族の内情を知ろうとする輩やからは多い。

　別に重大な秘密でなくてもいいのだ。どんな客が来たか、奥さまはどこへ出かけていくとか、その程度の情報でも、貴族の名家の動きだから、充分、商売にする人たちがいるのである。

　また、小遣い欲しさに、ちょろりと内情を洩もらす召使いがいるのも確かだ。

　しかし、そんな連中と一緒にされてはたまったものではない。ニーナは相手にせず、憤然と立ち去ろうとしたのだという。

「三十歳くらいの、裕福な紳士に見えましたけど、その方、『妹を捜してるんだ！　頼むから協力してくれ！』って。大きな声でおっしゃるんです。かなり支離滅裂で、必死な様子でした。それで話を聞いてみたら、その方の妹さんが、そのう……、ベラフォードさんに思いを寄せるあまり、家を飛び出してしまったというんです」

　キャサリンは大きく眼を見張って、話の先を促した。

「その方は、妹さんが悪い男に騙だまされたのだと思いこんでいて、ものすごく憤慨していました。ですから、わたし、はっきり申し上げたんです。それは何かの間違いで、ベラフォードさんは、妹さんを騙したりするような人ではありませんって。──だって、その方の妹さんに限らず、あの人はどんなご令嬢だろうと騙したりはしませんよ。お嬢さまもそう思いますでしょう？」

「ニーナ。ちょっと待って……」

　再び、恐ろしくいやな予感に襲われたキャサリンだった。慎重に尋ねた。

「その人は『ベラフォードという男が妹を騙したんだ』と言ったの？　それとも──たとえばモラン氏のように『色とりどりの鳥に変化する混血の男が……』と言ったの？　どっち？」

「あとのほうです。『雄の孔く雀じやくが色鮮やかな羽根を見せびらかして雌を誘惑するように、あの男は極彩色の羽根を使って妹を誘惑した』って。『ぼくはあの混血の羽根をむしり取ってでも、妹を連れ戻したいんだ』って。『きみのご主人はヴィルドナでその男と知り合っているはずだ、あの男が今どこにいるのか、頼むから教えてくれ』って」

　エリオット卿が覚えず唸うなった。ヘンリーも何とも言えない顔になった。

　キャサリンは、無意識に呼吸を整えながら、ゆっくりと言った。

「では、その人の時も、ベラフォードさんの名前を先に出したのは、あなたのほうなのね？」

「はい……」

　ニーナはさすがに不穏な空気を察して、身を縮めている。

「あのう、何か……、いけなかったでしょうか？」

「いいえ。違うのよ。そうじゃないの。──それで？　その人のお名前は？」

「お尋ねしたんですが、おっしゃいませんでした。何と言っても、そのう……未婚の妹さんが男の人を追いかけて家を出たなんて、間違っても公にはできないことですから。申し訳ないが、妹の名も自分の名も勘弁してくれと。そう言われると、それ以上は訊きけなかったんです」

　至極もっともな話である。

　ニーナとしても、その男が自分につきまとったりすることなく、あっさり離れていったので、おかしな誤解をする人もいるものだと、こんな災難に見舞われたベラフォードも気の毒にと、その程度にしか考えなかったらしい。

　捜している相手の名前を確認する方法としては、実にうまい手を考えたものだ。

「その方、どんな方だった？　三十歳くらいの人だと言ったわね。他に特徴は？」

「はい。中肉中背で、にこにこ笑っているのに目つきの鋭い人なんです。よく通る声をして、眼は茶色で、金色の口くち髭ひげを生やしていました」

　キャサリンは──淑女としてはあるまじきことだが──盛大な呪いの声を発しそうになった。

　父のエリオット卿きようの前でなかったら、本当に大声で叫んでいたに違いなかった。

　難しい顔をしたヘンリーが、そんなキャサリンの心情を代弁してくれた。

「どうも、お話を聞く限り、マイケル・リヴィングストン氏と同一人物のように思えますね」

「わたしもそう思います。何という……、なんと手の込んだ悪あく辣らつな真似をするのかしら！」

　リヴィングストン氏はニーナからベラフォードの名前を聞き出し、その上で紹介状を偽造し、大胆にも学校にまで乗り込んできて、キャサリンからも情報を得ようとしたのだ。

　エリオット卿も──童顔の卿としては精一杯、可能な限り、険しい顔になっている。

「しかし、これは問題だぞ。家に来たモラン氏と、おまえに会いに来たリヴィングストン氏は共謀しているわけではないのか？」

　この問いにはヘンリーが代わって答えた。

「明らかに別口のようですね。しかしながら、両者とも確信犯には違いない。今日は金曜です。この屋敷を訪れたお嬢さんが学校に戻るまで二日あります。身分詐称が発覚するまで、やはり二日ある。その間に悠々と逃げようという魂胆だったのでしょう」

「逃がすものですか！」

　憤然と断言したキャサリンは、そこで慌てて怒気を抑えた。

　不安そうな顔をしているニーナを振り返ると、懸命に呼吸を整え、できるだけ刺激の少ない言葉を使って、これまでの事情を説明した。

　こうなっては隠していても意味がない。むしろ、知っておいてもらったほうがいいと思って話したのだが、案の定、事態を知ったニーナは真っ青になった。

　キャサリンでさえ、ことの重大さに息が苦しくなったのだ。

　ニーナはそれこそ卒倒しそうになり、キャサリンは急いで手を差し伸べてやった。その手をしっかり摑つかむと、ニーナは震える声で言ったのである。

「つ、捕まえて、実験に使うって……、ベラフォードさんを、ですか？」

「ええ、そんな人がいるなんて、わたしも知らなかったの。マクシミリアン公爵のような人は滅めつ多たにない例で、あんな人は他にはいないと思っていたのよ。本当に迂う闊かつだったわ」

「ど、ど、どうしましょう……！　わたしのせいでそんなことになったら……！」

「大丈夫よ。だって、わたしもあなたも、幸いなことに、ベラフォードさんがどこにいるかは知らなかったんだもの。それどころか、あなたのおかげで、少なくとも悪党の一人は、正体を突き止められる可能性が高いんだから。──ね？　だから、そんなに落ち込まないで」

　涙ぐんでいるニーナをキャサリンが一生懸命慰めている。

　こうなると、どちらが年上かわからないが、この二人はいつもこんなふうだった。

「もう晩御飯でしょう。何か食べたほうがいいわ。お腹が空いていると悪いほうへ悪いほうへ考えるもの。後でまた、話をしましょう」

「はい……」

　エリオット卿も、青い顔をしているニーナに優しい言葉を掛けてなだめてやり、ヘンリーも、今は効果抜群の笑顔を持って、いろいろと話しかけたので、書斎を出ていく頃には、ニーナの気持ちもだいぶほぐれたようだった。

　再び三人になると、ヘンリーが首を振りながら言った。

「敵は相当、大がかりな組織のようですね。ニーナさんのお話ですと、リヴィングストン氏は、ヴィルドナの一件を知っていたことになる」

　あれだけの騒ぎだから、ヴィルドナの人間にまったく気づかれなかったということはない。

　中でも、キャサリンが彼らと一緒にいたことをはっきり知っているとなると、ルワナの警察関係者か、あるいはヴィレンの大舞踏会の出席者か……。

　真剣に考え込んでしまったキャサリンの肩を抱き、エリオット卿が重々しく言い出した。

「その前に、アンダーソンさん。山頂駅から返事が来るまでしばらく時間がありますからな。我々も食事にしましょう」

　実際、その必要は大いにあると言うべきだった。

　この屋敷の台所を預かるモリスン夫人が、早くお食事を始めてもらわないと、腕を振るった料理が台無しになりますと、切実に訴えていたからである。







　山頂駅からの返事が来たのは、キャサリンが父とヘンリーと一緒に晩ばん餐さんを終え、デザートのフルーツ・サラダを楽しんでいた時だった。

　決め手となったのはやはり、ニーナが詳しく覚えていた服装である。特に右手の龍の指輪は、応対した出国係官の眼を引いたらしい。

　お尋ねの人相風体に該当するのは、本日午後にバナディスを出国し、ゲルスタンへ入国したロベルト・フォン・ブラウン大佐と思われると、出国審査の係官は言ってきた。

　フォン・ブラウン大佐の所在はゲルスタン中部のライエ州、リヒター・ハウス。

　この報告を聞いたヘンリーは意外そうな顔で言ったものだ。

「ライエのフォン・ブラウン？　あの森林貴族の男爵ですか？」

「いや、男爵の称号は冠していなかったらしい。それに、男爵の名前は確か、ヴィルヘルムと言ったはずだ。このフォン・ブラウン大佐はその親族じゃないかな」

　エリオット卿はさすがに、外国の社交界にも通じている。しかし、わかるのはそこまでだ。

　相手は外国の貴族で、軍人である。一方、エリオット卿はバナディスの官僚だ。乗り込んでいって調べるわけにはいかないのは当然である。

　政治家の常で顔は広いエリオット卿だから、ゲルスタンの知人に連絡を取り、大佐の情報を集めることはできるが、これを聞いたヘンリーがあっさりと言った。

「それは少々、時間の掛かる手段ですからね。わたしが行って調べてきましょう」

　すかさず、キャサリンが割って入った。

「わたしも一緒に行きます」

　これを聞いて、ため息を吐いたのはエリオット卿である。

　ある程度の予感はあったのだろう。額を抑えながら、娘を何とか思いとどまらせようとした。

「キャサリン。おまえの気持ちもわかるが、この問題はもう、おまえが出ていってどうなるというものではないんだ」

　もちろん、こんな言葉で、キャサリンがおとなしく諦あきらめるわけがない。

「お父さま。今度のことは本もとを正せば全部わたしのせいです。それに、ニーナはモラン氏と、リヴィングストン氏の顔を見ているんです。ニーナ一人に行かせるわけにはいきませんから、わたしが一緒に行くのは当然のことだと思います。モラン氏とリヴィングストン氏がどういう関わりなのかはわかりませんが、わたしもリヴィングストン氏の顔を見ているんですから」

「待ちなさい。おまえがベラフォードくんを助けたいと思っていることはわかっている。だが、肝心の彼の居場所は、今も不明なままなんだぞ」

　エリオット卿も引き下がらない。

「ベラフォードくんの居場所がはっきりしていれば、おまえに行かせるまでもない。わたしが直々に出向いて彼を保護するところだ。しかし、今の段階では、彼を狙っている曲くせ者ものの正体もわからないんだ。その怪しげな動きが見えているに過ぎないんだぞ。おまえがゲルスタンまで出向いたところで、何になるというんだね？」

　卿の言い分はもっともだったが、キャサリンは首を振った。

「いいえ、お父さま。わたしはそうは思いません。少なくとも、山頂駅からの報告が正しいかどうかは確かめなくては。モラン氏とフォン・ブラウン大佐が本当に同一人物なのかどうか、その確証を得なくてはならないと思います。──ニーナの話したモラン氏の身なりからしても、大佐は裕福な家柄の貴族で、それに、恐らくは、軍部でも力のある人なのでしょう？」

　エリオット卿が答えないところを見ると、図星のようだった。

「そんな人が、自らバナディスまで乗り込んできて、偽名を使ってまで、ベラフォードさんの動向を摑つかもうとしたのだとしたら。──だめですわ、お父さま。そんな怪しげな人物を放っておくことはできません。あまりにも危険すぎます」

「だから、おまえがそれを確認してどうしようというんだ？　モランと名乗って家うちにきたのが間違いなくフォン・ブラウン大佐だとしてもだ。ゲルスタンに入国すれば、おまえはただの外国人の娘でしかない。大佐の身分詐称が事実だとわかったところで……」

　民間人であるキャサリンには、それを咎めることも罰することもできはしない。

「もちろん、その後のことはお父さまにお任せしますわ。わたしはただ確認してくるだけです。正確にはわたしではなくて、ニーナが、ですけど」

　ますますもって絶望的な表情になった父親を、キャサリンは懸命に説得しようとした。

「お父さま。わたしのところにやってきた謎のリヴィングストン氏はこんなことを言いました。何の罪もないインシードが人間の悪者に捕らえられ、生体実験に使われるのを黙って見ているわけにはいかないと。──お父さまはこの言葉をどうお思いですか？」

「ぬけぬけとそんなことを言ったのなら、なんとずうずうしい悪党かと思うよ」

「わたしも同感です。騙だまされた自分が馬鹿だと言えばそれまでですけど、でも、あんなふうに、善人のふりをして、人の好意につけ込むやり方が、わたしは気に入りません。悪党ならもっと悪党らしくしていれば、まだしもかわいげがあるのにと思いますわ」

　見当違いのことをきっぱりと断言したキャサリンだった。

「あんな悪あく辣らつな人間たちに、ベラフォードさんが狙われているのです。その危機を黙って見ているわけにはいきません。自分が元凶だというのであれば、なおさらです」

「しかし、おまえ、学校はどうするんだ」

「流りゆう感かんにかかったことにでも致します。そうすれば、お友達がお見舞いに来ても、うつっては大変だから、面会はできませんでしょう？　口実としては打ってつけです」

「キャサリン。それはいいが、何か忘れてないかね。今は夏だよ？」

　間違っても流感にかかるような季節ではないが、キャサリンは平然と言ってのけた。

「あら、いいじゃありませんか。夏に流感にかかっても」

「よくはないよ。普通はかからない」

「それでは、麻疹はしかに致します」

「おまえの年ではそれも無理がある。第一、おまえは十年も前にすませてしまっているよ」

「お父さま。お父さまは細かいことを気にしすぎます」

「キャサリン、おまえ、学校をずる休みする口実を、わたしに考えさせる気なのかい？」

「お父さま！」

　これにはキャサリンが、はっきり顔色を変えた。

　ずる休みとは、正当な理由がなく学校を休むことだ。

「お父さまは、命の恩人の危機に駆けつけることは、学校を休むに値しない、不当な理由だとおっしゃるんですか!?」

「そうは言っていない。しかし……」

　二人の会話を聞いていたヘンリーが、ここで口を挟んだ。

「エリオット卿。わたしからもお願いします。お嬢さんが同行することを許してさしあげてはくださいませんか。あなたのお立場では外国の内情に口出しはできない。故に、このフォン・ブラウン大佐がゲルスタンで何を企んでいても、黙認するしかないのかもしれません。ですが、我々にとってはバナディス人であろうと、ゲルスタン人であろうと、関係はないのです。このフォン・ブラウン大佐が我々に敵対する者なのかどうか、ぜひとも確認しなければなりません。それがはっきりすれば、彼の仲間、もしくは彼の背後にあるものを突き止めることもできます。外国人とは言え、アナザーレイスに敵対する者を割り出すことにつながるのですから、結果的にはあなたのためにもなるはずです」

「おっしゃることはわかります。ですが、わたしはベラフォードくんの安否が気に掛かります。その確認は後回しにしても、まずはベラフォードくんを捜し出して保護することが最優先ではありませんか？」

　至極もっともなエリオット卿の意見に対し、ヘンリーはうっすらと微笑して首を振った。

「お気持ちはありがたく思いますが、その心配は無用ですよ。ベラフォード一人ならともかく、彼ら四人をまとめてどうにかするのは至難の業ですからね」

　ヘンリーはキャサリンを見やって悪戯いたずらっぽく笑ってみせ、キャサリンも大きく頷うなずいた。

　そう、彼らは強い。

　インシードとは思えないほど──というより、一部、生身の人間とは思えないほどに、強い。

　父には言えないことだったが、最新の設備を持った一連隊が掛かったところで、彼らを取り押さえるのは至難の業である。もっとはっきり言ってしまえば、不可能だ。

　ただし、その能力があまりにも抜きんでているが故に、彼らには、あまり派は手でなことをして人目を引くわけにはいかないという弱みがある。

「わたしも、あの人たちが今も一緒に行動しているというのなら、ベラフォードさんは大丈夫だと思います。でも、先日のマクシミリアン公爵の一件を思うと、楽観はできません」

　公爵は、アナザーレイスもインシードも人間ではないと考えていた。

　だから、殺してもいいのだと考えていた。

　家にやってきたモラン氏、学校に乗り込んできたリヴィングストン氏の真意がどこにあるにせよ、彼らは公爵と同じような考え方でいるに違いない。

　アナザーレイスに特殊能力があるなら、人間には武器がある。まして、フォン・ブラウン大佐は軍の実力者なのだ。

　ゲルスタンの軍部がこの一件に絡んでいるとは思えないが、有力貴族の出身である大佐には、個人的に動かせる部下や戦力があるかもしれない。

「それに、これは立派な手がかりだと思います。フォン・ブラウン大佐がベラフォードさんを捜しているなら、大佐を見張っていれば、ベラフォードさんの行方ゆくえもわかるかもしれません。わたしはどうしても、ゲルスタンへ行かなくてはならないと思います」

　あくまで引こうとしない娘の態度に、エリオット卿は再度、ため息を吐いた。

「キャサリン……」

「はい」

「この季節でも山頂駅は寒い。コートと手袋を持って行きなさい。それから、帰ってきたら、ちゃんと追試を受けること。いいね？」

　キャサリンは歓声を上げて父に抱きついた。







　翌朝、身支度を整えたキャサリンとニーナ、それにヘンリーの一行は、ロスコムを目指して出発した。フォートイースから最寄りの駅まで馬車で行き、ロスコム行きの一等車両の切符を買って、列車に乗り込んだのである。

　観光シーズンにはまだ少し早いとはいえ、自然の美しい季節である。

　空は明るく晴れ渡り、綿菓子のような雲がふわふわと浮かんでいた。風は甘い香りを運び、列車が進むに連れて、緑豊かな田園風景の合間に、見たことのない街並みが次々に現れる。

　最初は暗い顔をしていたニーナも、窓から見える景色にすっかりはしゃいで、キャサリンとおしゃべりに興じていた。二人とも、登山鉄道も、ゲルスタンも、初めてなのである。

「山頂駅にはまだ、雪が残っていると思いますよ」

　ヘンリーの言葉に、二人は眼を輝かせた。容姿端麗で、会話がじょうずで、各地を旅行した経験の多いヘンリーは、旅の連れとしては最高の相手だった。

　キャサリンもニーナも、ロスコムまでの列車の旅を非常に楽しく過ごしたのである。

　その一行を、じっと窺うかがっている人影があった。

　同じ一等車両に乗り合わせた、四十くらいの瘦やせた男だった。身なりはきちんとしているし、紳士の一人旅は特に珍しいものではないから、キャサリンも、ニーナも、その男にはまったく気づかなかった。

　ヘンリーは気づいていたかもしれない。異種人類の感覚は人間に比べて遥はるかに鋭い。しかし、彼はあくまでもにこやかに二人の少女の話し相手を務め、その男への注意を促すようなことは何も言わなかった。

　やがて列車はロスコム駅に到着した。

　三人が登山鉄道へ乗り換えるために、列車を降りると、問題の男も列車を降りたのである。

　しかし、男は登山鉄道には乗らなかった。

　キャサリンたちがゲルスタンまでの切符を買い求めるのを確かめると、郵便局に向かった。







「ゲルスタンへ向かっただと？」

　電報を受け取ったヴェンダース氏は心底、驚いた。

　姪のシンシアから話を聞いて、さてどうやってキャサリンに接触するかと考えていた矢先のことだった。とりあえず探偵を雇って、キャサリンの動きを見張らせていたのだが、その娘がよりにもよって、自分の故郷へ出発したというのだから、驚くなというほうが無理だったろう。

　今日は土曜日だ。一日がかりで外国へ出かけて、一泊しただけで帰ってくるとは思えない。

　つまり、キャサリンは来週からの学校を休む決意をして、ゲルスタンに向かったことになる。

　こうしてはいられない。ヴェンダース氏は直ちに帰国の準備をした。

　しばらくバナディスに留まって、問題の《鳥》の居場所を突き止めるつもりだったが、娘がゲルスタンに向かったというのなら好都合だった。

　外国で探りを入れるより、自国のほうが動きやすいに決まっているからである。

　どんな関わりがあるにせよ、ウィンスロウの娘が混血の《鳥》を捜す手がかりであることに間違いはないのだ。これ幸いとばかりに、ヴェンダース氏は、キャサリンの後を追うかたちで帰国の途に着いたのである。
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　グエン山脈は沿岸国家群を東西に二分する巨大な壁だ。

　五百年前、人間はこの西大陸の東沿岸に上陸した。そうした関係上、人間の国家はほとんどグエン山脈の東側、大陸東沿岸につくられている。

　その中にあって唯一、山脈の西にバナディスがある。

　従って、バナディスから外国に行く場合には、船を使うのが普通だった。デューター半島を横断するのは危険すぎるし、グエン山脈を越えるのは時間が掛かりすぎるからだ。

　しかし、鉄道技術の進歩に伴い、最近になって、グエン山脈を越える鉄道が新たにつくられ、活用されるようになったのである。

　とはいうものの、まだまだ物珍しさが先に立っているもので、実用的とは言いがたい。

　山を登る鉄道だから、国境を越えるのは、ほとんど一日がかりの大仕事になる。それなのに、距離的にはほんのわずかしか移動できないのだから、ほとんどの人間は船を使った。

　だが、例外もある。ゲルスタン・ローム内陸の人間がバナディスに移動しようと思ったら、船よりも登山鉄道のほうが早い場合もある。

　逆もまたしかりだった。

「ライエ州まではどのくらいかかりますか？」

　白い息を吐きながら、キャサリンは隣に立つヘンリーに尋ねた。

　話には聞いていたが、山頂駅は本当に寒かった。キャサリンは毛糸の手袋をはめ、コートの襟をしっかりと合わせて、ゆっくりと話すようにしていた。

　こんなに高い山の上で急に動いたり、勢いよく話したりすると、頭が痛くなったり、気分が悪くなったり、最悪の場合は倒れることもあると知っていたからである。

「ゲルスタン側の麓ふもとに着いてから、馬車で三日というところですね」

　答えるヘンリーも黒くろ羅ら紗しやのオーバーに身を固め、白い襟巻を巻いている。

　いつも色白の顔がなお白く見えて、キャサリンは思わずヘンリーを見上げた。何と言っても、この人は《蛇》なのである。寒いところでは蛇は冬眠して動かないというのは常識だ。

「ヘンリーさん。お寒くありません？　駅舎に戻りましょうか？」

　十四歳のキャサリンに体調を気遣われたヘンリーは苦笑して、首を振った。

「大丈夫ですよ。わたしは、わたしの小さな同胞たちと違って、気温が下がったからといって固まってしまうことはありません。──寒いところがあまり得意でないのは確かですが」

　二人は──正確にはニーナも含めて三人は──下り列車の発車準備が整うまで、時間待ちをしているところだった。

　グレンフィールドの分刻みの時刻表など、ここではまったくの夢物語である。天候次第では二三日、列車が動かないこともあるのだ。

　それだけに、山頂駅から見る景色はすばらしいものだった。

　澄み切った空は下で見ているよりずっと近く、漂う雲に手が届きそうだった。遥はるかに連なる山々の姿は雄大で、ところどころに雪も残っている。

　長い時間、狭い登山列車に揺られていたキャサリンは、その景色に惹ひかれて、空気を吸いに外に出たのである。顔の皮膚がぴんと張りつめるほどの寒さも、思いきり吸い込むと肺が焼かれるような気がする薄い空気も、いっそ身体を洗ってくれるようで、清すが々すがしかった。

「では、暑いところが苦手な人──というか、種族もいるんですか？」

「いますよ。珍しい種族ですが、わたしの友人の《島しまぶ梟くろう》がそうです」

「ふくろうって、暑いところにはいませんでしたか？」

「島梟を普通の梟と一緒にすることはできません。彼らは寒冷地に住む種族で、分厚い羽毛を纏まとっていますからね。気温が高いところで飛ぼうとするのは、人が真夏に毛皮を着て全力疾走するようなものです」

　キャサリンは大いに納得して頷うなずいた。

「それは、気分が悪くなって倒れますね」

「そういうことです。《狐》の友人などは器用でしてね。暑いところではちゃんと夏用の毛皮、寒いところでは冬用の毛皮と、着替え分けていますよ」

　ニーナが駅舎からやってきた。こちらもコートに手袋、顔にはヴェールまで巻いて、万全の寒さ対策をしている。薄い空気と、舗装されていない足下に難儀しているのか、ふうふう言いながら、二人の下もとまで近づいてきた。

「お嬢さま。あと一時間ほどで、ゲルスタン行きの下り列車が出るそうです」

「よかった。ここで泊まりかと思ったけど、何とか今日中にゲルスタンに着けそうね」

　足止めされる客のために、山頂駅の駅舎はホテルにもなっている。

　外から見ると山小屋のようなつくりだが、中は広く、暖かくて、居心地がよかった。

　さすがに寒くなったので、キャサリンはニーナを促して駅舎に戻ろうとしたが、ヘンリーが二人を引き留めて、話しかけてきた。

「お嬢さん。ニーナさん。ちょうどいい機会ですからお話ししておきましょう。エリオット卿きようが今回の冒険に消極的だったのには、それだけの理由があります」

　キャサリンは不思議そうにヘンリーを見上げた。ニーナもだ。

「ゲルスタンのライエ州というところは、ヴィルドナとはわけが違います。ヴィルドナなら、それも都市部なら、あなた方に危険はありません。バナディスにいるのと同じように振る舞うことができます。しかし、ライエではまったく事情が違うと思ってください。以前に、友人の《鳥》から聞いたことですが、あそこの上空は危なくて飛べないというのです。いつ銃弾が飛んでくるかわからないというのですよ」

　現在、沿岸国家群では、大型の鳥を撃つためには特別の許可が必要である。

　理由は言うまでもない。誤って、形態変化中の《鳥》を撃ってしまう恐れがあるからだ。

「この決まりを破った人間は厳しく罰せられることになっていますが、ライエでは違います。あそこは中世の封建制度がそのまま残っているようなところで、領主の権限が絶対なんです」

　領主が右と言えば右、左と言えば左、黒と言えば黒なのだという。

「近代国家における法律や、世論は、ほとんど機能していないと言っていいでしょう。たとえ、殺人事件が起きたとしても、領主が無罪といえば無罪になる。そういう土地柄なんです」

「まあ……」

　キャサリンはそう言ったきり、言葉が続かなかった。

　近代的な民主主義を基本とする教育を受けているキャサリンには到底信じられない話だった。

　犯罪者は警察が捕らえ、裁判所が裁くものである。それ以外の刑罰は──特に個人が勝手に行うような私的制裁は、もっとも野蛮な行為として忌むべきものであると教わったのに。

「今時、そんなところが本当にあるんですか？」

「ありますとも。実はライエ州に限らず、ゲルスタンの内陸にはこうしたところが多いのです。司法都市と言えるのは首都エレンバーデン、それに大学都市のシュティーヒェンくらいですが、もっとはっきり言ってしまえば、それは何もゲルスタンに限ったことではありません。どこの国でも、行政の中心から遠く離れた土地では、司法の手は充分に届かないものです。あなたが学校で教わるような常識も通用しません。ただ、ゲルスタンではその傾向が特に顕著ですので、エリオット卿は、そんなところにあなた方を送り込むのは感心しないと思ったのでしょう」

　だから、目立つことは極力避けるようにと、ヘンリーはやんわり忠告してきた。

「あなたはとても勇敢なお嬢さんだ。しかし、今回は無茶はつつしんでください。あの大物も人目に触れないようにしまっておいたほうがいいですよ。あなたのようなお嬢さんが、あんな大物を持っているというだけで、田舎の人たちは、あなたを警戒するかもしれませんからね」

　キャサリンは真剣な顔で頷いた。

　前回の冒険で手に入れた四十四口径のリボルバーを、キャサリンはしっかり携帯していた。

　予備の弾も充分に持っている。前回はキャサリンには重すぎた弾丸は、少し火薬を抜いて、命中精度を上げてある。

「わかりました。控えるように致します。今度の目的はあくまで、モラン氏の正体を確かめることですものね」

　キャサリンが神妙に答えると、ニーナが心配そうに言い出した。

「あのう、そのことなんですけど、どうやって確かめますか？」

　大佐の屋敷に乗り込んでいくわけにはいかなかった。ニーナが大佐の顔を見ているように、大佐もニーナの顔を見ているのだ。

　要は、ニーナが、大佐とモラン氏が同一人物であると確認できればいいのである。

「やはり、物陰からこっそり窺うかがうのが筋でしょうね。大佐の屋敷の近くに居を構えて、大佐が外出する時を待ってみるのはどうでしょうか？」

　と、ヘンリーは言った。

「ライエは風光明めい媚びなところですからね。夏になれば、大勢の人が避暑に訪れます。しばらく滞在してみるのも楽しいと思いますよ」

　しかし、ニーナは、持久戦になるかもしれないという予想に、ため息を吐いた。

「早く終わればいいんですけどねえ。お嬢さまには学校もあるんですから。あんまり長いこと、お屋敷を留守にするのは感心しませんよ」

「まったくですね。ところでニーナさん。駅舎に行って、お茶の支度を頼んでくれませんか？　すっかり身体が冷えてしまったのでね」

「はい、任せてください」

　ニーナが笑顔になって歩いていくと、ヘンリーは声を低めて、キャサリンに話しかけた。

「お嬢さん。さっきはああ言いましたが、あの拳けん銃じゆうは手元から離さないようにしてください。隠し持つには少々大きすぎると思いますが、決して見つからないようにして、そして、必要に駆られた時は決してためらってはいけません。あなたは勇気も、優秀な射撃の技術もお持ちだ。いざという時には、あなた自身もニーナさんのことも、充分に守れる人だと思ったからこそ、一緒に来てもらうことにしたのです」

　観光気分だった先程とは打って変わって、恐ろしく真剣な口調だった。キャサリンは驚いて、美しい青年を見上げてしまった。

「ヘンリーさん？」

「フォートイースの屋敷を出た時から、ずっと、変な男が、わたしたちの後をつけていました。──今はいません。男はロスコムの駅で消えましたが、わたしたちがゲルスタンに入ることを確かめたのは間違いないでしょうね」

「まあ……」

「ですから、あなたが心得ておいてください。人間の中には、ひどく残忍な性質の人がいます。我々をけだもの扱いするのはもちろんですが、それだけではない。身分の低い相手──例えば召使いなどは人間だと思っていない人がいるんです。封建的な領主の中には、特に」

　ヘンリーが何を言いたいのか、キャサリンにはわからなかった。

　正直に問い返した。

「どういうことですか？」

「一つの可能性に過ぎませんが、もし、フォン・ブラウン大佐が、わたしの考えているような人物だとしたら、もっとも危険なのはニーナさんなのです。そのことを忘れないでください」

　まだ意味がわからない。しかし、ヘンリーの珍しく真剣な表情に気け圧おされて、キャサリンは黙って、その秀麗な顔を見上げていた。

「仮にモラン氏がフォン・ブラウン大佐だとしたら、これはあなたが考えている以上に大変なことです。一国の軍人が──それもゲルスタンという厳格なお国柄の将校が、よりにもよって身分詐称を働いたことになる。ニーナさんの眼に止まった派手な服装や装飾品も、できるだけ軍人らしくないように見せようとしたのかもしれません。そこまでして、彼はニーナさんからベラフォードの居所を探ろうとしたものの、結局は目的の情報を得ることなく帰国しました。屋敷に滞在したのも、ニーナさんと話したのも、ほんのわずかな時間ですから、大佐は自分の身元がこうも簡単に突き止められたとは夢にも思っていないでしょう。──ブルーメンへ問い合わせても、モランという会計士はどこにもいないのだから大丈夫と安心しているはずです。それなのに、そのニーナさんが早はや々ばやとライエに乗り込んできたと知ったら……。自分の身元を突き止められたと思ったら。さらには大佐が『人獣撲滅を目指す会』に何らかの関わりがある人間だとしたら。──恐らく、ニーナさんを生かしては返しません」

　息を吞のんだキャサリンだった。

「まさか！」

「お嬢さん。こんなことをあなたに告げるのはわたしも心苦しい。あなたはまっすぐに伸びた、ひまわりのような人だ。潑はつ剌らつと明るく、心正しく、あなたの住む世界の善と正義を信じている。しかし、光のあるところには影ができるのですよ。正義のあるところに悪が生まれるように」

「それは逆ですわ、ヘンリーさん。悪がはびこっているからこそ正義が求められるはずです」

　憤然と言ったキャサリンに、ヘンリーは優しく微笑みかけた。

「そうですね。そういうこともあるかもしれません」

「…………」

「あなたのお父上は、真実、アナザーレイスと友達になりたいと思っておられる、希け有うな方だ。しかし、中には我々と友達になりたくないと思っている人もいるはずです。自分は人間だから人間とだけつきあいたいという人もね。ところが、今のあなた方の世相は、そういう人たちに自分の正直な気持ちを語ることを許しません。身分や地位があればなおさらです」

「それは当然ですわ。だって、差別は許されないことでしょう？」

　キャサリンは自分の信念に従って、それこそはっきりと答え、ヘンリーの笑みは苦笑に近くなった。

「確かに。わたしも、言われもなくあなたの同族に見み下くだされるのはごめん被こうむりたいし、そんな状況に甘んじるつもりもありません。でもね、きらいなものをきらいだと言うことができない。間違っても近づきたくないのに、見るのもいやなのに、顔ではにこにこ笑って認める素振りをしなければならない。他ひ人と事ごとながら、これは辛つらいだろうと思いますよ。気の毒でもあります。我々との友情を深めたいと思っているお父上の方針を、わたしは心から支持しますが、友達になりたくないと考えている人たちまで、その方針に従わせることはないと思います。何よりも彼ら自身のためにね」

「ヘンリーさん……」

　穏やかでありながら厳しい言葉に、キャサリンは軽いショックを受けた。薄い空気も忘れて息を吞んでいたが、やがてにっこり微笑んだ。

「ヘンリーさんは優しい方なんですのね」

　水色の瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく瞬まばたきして、キャサリンを見み下おろした。

「おや、おや。そうですか？　友人たちには皮肉屋の哲学者だとよく言われるんですがね」

「いいえ、ヘンリーさんは優しい、いい方ですわ。わたし、他の《蛇》の方は知りませんけど、ヘンリーさんのような方でしたら、ぜひ、お友達になりたいと思います」

「嬉うれしい言葉ですね。でも、お嬢さん。わたしたちはもう友達ですよ。そうでしょう？」

　キャサリンは笑顔で頷いた。

「ニーナのことも。話してくれてありがとうございます。──わたしは、そんな人がいるとは、やっぱり信じたくないんですけど、でも、自分の身は自分で守らなければなりませんものね」

「その通りです。我々は危険を承知で敵の本拠地へ乗り込んでいくのです。用心はしなければなりません。正直なところ、こんなことにあなた方を巻き込むのは、お父上でなくても気が進まないのですが……、フォン・ブラウン大佐のような有力者が、正体を隠している我々の敵の一人だとしたら、どうしても確かめなければならなかったのでね」

　許してください、とヘンリーは言ったが、それこそとんでもないことだった。

　たとえヘンリーがキャサリンを置いて出発したとしても、キャサリンは父を説得して、後を追ったに違いない。

　なかなか二人がやってこないことにしびれを切らしたニーナが駅舎から顔を出して、お茶が冷めてしまいますと大声で呼んだ。







　ライエ州は、ゲルスタン側の麓ふもとに降りてから北上すること百二十キロ。

　美しい土地だった。見上げれば、雪をいただく険しい山脈が青々と連なり、麓には針葉樹の奥深い森がどこまでも続いている。その合間に緑の丘が現れ、澄んだ湖が現れ、広く緩やかな川かわ面もが光を反射して眩まぶしく煌きらめいている。

　走り続ける馬車の中からその景色を眺めたキャサリンとニーナは、深い感嘆の声を洩もらした。

　これなら、ゲルスタンの裕福な市民たちが避暑に訪れるのも頷ける。

　どこを切り取ってもすばらしい風景画になるような景色がどこまでも続いているのだ。

　しかし、明るい陽光の降り注ぐバナディスの農村地帯と違って、同じ太陽を浴びていても、この土地の自然はどこか原始的な陰りを帯びており、人の干渉を許さない厳しさを持っていた。

　大佐の本拠地へ乗り込む前に、州境の郵便局でリヒター・ハウスの所在を尋ねると、すぐに教えてくれた。

　ライエの領主は、それぞれが名前のついた立派な館を構えているから、郵便物も『ライエ州、何々館』だけで届くのだという。

　郵便局員の話では、リヒター・ハウスは、ライエ州のシェーファーという土地に建っており、建てられた当初からフォン・ブラウン男爵家の住まいであり、そのフォン・ブラウン男爵家は代々続くシェーファーの領主ということだった。

　郵便局員に礼を言って、キャサリンたちはさらに馬車を走らせた。

　しばらくすると、森の合間にそびえ立つような小高い丘が見えてきた。周辺に広がる森とは明らかに趣の異なる、一本も木が生えていない緑の丘だ。

　その丘の上を占領するかたちで、リヒター・ハウスが建っていた。

　暗い色合いの、堅けん牢ろうな石造りの建物だった。その面積といい、塔のある造りといい、屋敷というより城と言ったほうが正しいような威容を誇っている。

　丘のすぐ向こうは河になっていた。ビルテ河という、幅の広い、緩やかな河だ。

　つまり、リヒター・ハウスは眼下に領地のすべてを収めるようにそびえ立っており、晴れた日にはビルテ河の河か畔はんにその姿を映すのだ。

　丘に近づくまで、馬車はしばらく川沿いに走ったので、対岸の岸辺に立派な別荘がたくさん建っているのが見えた。流れの緩やかな河だから、船遊びを楽しむには最適だろう。

　この青い水面に色とりどりの小舟が浮かび、夏の休暇を楽しむ人々の笑いさざめく様が眼に見えるようだったが、今はどの別荘も閉め切られ、船はみんな船着き場に着けられている。

　ここに人がやってくるには、まだ季節が早すぎるのだ。

　やがて、道は河から離れ、リヒター・ハウスの建つ丘を正面に見るように進み始めた。

　丘の手前まで行ったところに、人工的に森を切り開いてつくられた、小さな村があった。

　キャサリンたちはこの村にひとまず落ちつくことにした。

　これ以上リヒター・ハウスに近づくのは危険だったし、ビルテ河の向こうに陣取ったのでは遠すぎるからである。

　通りかかった村人に聞いてみると、ここはボッシュ村というのだそうだ。

　村人たちは、夏の間は別荘を訪れる観光客の世話をする仕事をして、季節外れには森の木を切り出す仕事をしているらしい。

「どこか、村の中に泊まれるところはありませんか？」

　尋ねると、その村人は、上等の衣い裳しようを身につけたキャサリンを見て、眼を丸くした。

「そりゃあ、シュミットの女将おかみが宿屋を開いちゃいるが……、あんたたちが泊まるのかね？」

「ええ、この辺りの景色がとても気に入ったので、しばらくお世話になろうと思うんですけど、その女将さんは今も宿屋を開いていますかしら？」

「もちろんだとも。ついていらっしゃい。──ありゃ、まあ、こいつは大変だ」

　何にそんなに驚いたのか、親切な村人はわざわざ馬車を先導して、宿屋まで案内してくれた。

　シュミットの女将の家は、まさに宿屋だった。いかにも田舎ふうの、不格好で大きな農家に、宿屋の看板だけが下げてあるもので、ホテルとも旅館とも言いがたい。

　日没にはまだ余裕のある時間だったが、キャサリンとニーナは旅行中の貴族の姉妹を装って、泊めてほしいと申し出た。

　すると、気のよさそうな小太りの女将も、先程の村人同様、心底驚いたようだった。

「あれまあ、どうしましょ。あんたたちみたいな可愛らしいレディを泊めるようなところじゃないんですけどね。こりゃあ、えらいことだわ。ちょっと待ってくださいよ。すぐにお部屋を用意しますからね」

　女将さんは困惑の表情を浮かべながらも、親身になって、キャサリンたちを迎えてくれた。

　要するに、ここへ避暑に訪れるような裕福な人は皆、川向こうの船付きの別荘を借りるから、村の宿屋に泊まったりすることはないのだという。

　ここでは上流階級のお嬢さんたちに充分なおもてなしができない。案内をしてくれた村人も、シュミットの女将さんも、それをひたすら気にして、申し訳ないと思っているのだった。

「いらっしゃるにはちょっと時期が早すぎましたねえ。もう一月もすれば、そりゃあきれいな季節になるんですよ」

「あら、今でもこんなにきれいなのにですか？」

　キャサリンが言うと、女将の日焼けした顔に、本当に嬉しそうな笑いが広がった。

「そうでしょう？　でもね、真夏になって、お日様がもう少し強くなると、ビルテ河はまるで鏡のように光るんですよ。その頃なら、この森も半はん袖そでで歩けますからねえ」

　おしゃべりをしながらも、女将さんは洗い立ての真っ白なシーツを取り出してきて、二階へ運び、手早く寝台を整えた。その間も、しきりと首を振りながら、大きな声で言っていた。

「だけど、お世話をしてくれる人が誰もいないのに、お若いご姉きよう妹だいだけで旅行なんてねえ！　お供が従僕一人だけだなんて、行き届かないことも多いでしょうに。ここらじゃ考えられないことですけど、やっぱりお国くに柄がらが違うからなんでしょうかねえ」

　バナディスのストラウト姉妹と宿帳に記載した二人は、眼と眼を見交わして、曖あい昧まいに笑った。

　キャサリンはゲルスタンに入国すると、すぐに、ニーナに変装をさせたのである。

　まずは美容院に行かせて、髪にウェーブを掛け、良家の令嬢のように髪型を整えた。

　次に、眉まゆ墨ずみを使って鼻の頭にそばかすを描き、度の入っていない眼鏡を掛けさせ、仕上げに実用的な地味な衣服を脱がせて、絹地に刺し繡しゆうを施した高価なドレスを買い与えた。

　人間は顔かたちではなく服装で相手を判断する。小間使いの服装をしているから小間使いに見えるのだ。ならば、お嬢さまの格好をすればお嬢さまに見えるはずである。

　実際、変装を終えた自分の姿を姿見に映したニーナは、素直な驚きよう愕がくの声を発したのである。
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　もともとが童顔のニーナだから、十代の少女が身につけるようなデザインの衣裳を着ても、少しも不自然に見えないのだ。ウェーブを掛けて垂らした髪も可愛らしく、きれいに決まって、大きな眼鏡に、鼻の頭に散ったそばかすが、案外、似合っている。

　充分、キャサリンと同じ年頃、同じ社会層の、裕福な少女に見えた。

　ニーナは鏡の中の自分の姿をしげしげと上から下まで眺めて、感心したように言ったものだ。

「お嬢さま。これなら絶対わかりませんよ。わたしだってとても信じられません」

「ニーナ。その『お嬢さま』もよしたほうがいいわ。これからは名前で呼んでちょうだい」

「わかりました。キャサリンお嬢……キャサリン？　それともキャシー？　難しいですねえ。お嬢さまがもっと小さかったころにはキャシー嬢ちゃまって呼んだものですけど」

　独り言のように呟つぶやいて、ニーナはまた、別人のような自分の姿を見つめて、おもしろそうに笑ってみせた。

「こんな変装までするなんて、わたしたちって、何だか秘密探偵みたいですね」

「だめよ、ニーナ。遊びじゃないんだから」

　変装をするに際して、命の危険があるからだと言ったら、ニーナは震え上がってしまう。

　あくまで、大佐に顔を見られた時の用心のためだと、キャサリンは言い聞かせた。

　そのキャサリン自身も、あまり堂々と顔をさらして歩かないほうがいいと、そう言ったのはヘンリーである。

　学校に乗り込んできたリヴィングストン氏の正体はわからない。モランと名乗ったフォン・ブラウン大佐とは何の関係もないのかもしれない。しかし、用心に越したことはない。

　そこでキャサリンは細工を施したボンネットを用意した。左右の耳のあたりに、カールした黒髪のつけ毛を一房ずつ取りつけたものだ。自前の金髪をボンネットの中にすっぽりと隠せば、遠目からでは顔がほとんどわからない。近寄ってみても黒髪の一房が見えるだけだ。

　このボンネットを被かぶっていれば、誰もがキャサリンを黒髪の娘だと思うはずである。

　ちなみに、変装したのは二人だけではない。ヘンリーもだ。

　紳士の衣服を残らず脱ぎ捨てて、今は実用的な労働者の衣服に着替えている。役どころは、旅をする二人の従僕を兼ねた馭ぎよ者しやだということだったが、その変装を見たニーナは、ほとほと呆あきれた様子で首を振り、嘆かわしげに言ったものだ。

「これって、どう考えても無理がありますよ。こんなにきれいで、品のいい馭者が、いったいどこにいるって言うんですか？」

　キャサリンもその点はまったく同感だった。

　形態変化した姿は恐ろしい大蛇でも、人の姿をしている時のヘンリーは物腰が優雅というか、どんな服装でいてもおのずと気品が漂うというか、変装をするにしても、軽く貴族や皇太子に化けられる人である。そんな人が馭者に扮ふんしているのだから、どうにも違和感がある。

「でも、場合が場合ですもの。仕方がないわ」

　ここからの旅はどうしても馬車になるし、見知らぬ馭者を雇うのは避けたい。

「そのとおりですとも。さ、お嬢さま方。お乗りください」

　何とも複雑な表情の二人とは裏腹に、ヘンリーは平然たるものだった。用意した馬車の前で、見事な仕草で一礼してみせた。

　シュミットの女将おかみさんが部屋の支度を終えると、ヘンリーは二人の荷物を部屋に運び込み、他に御用がなければ今日はこれで下がらせていただきますと、いささか優雅すぎる挨あい拶さつをした。

　キャサリンも芝居を合わせた。ヘンリーを使用人として扱うのは非常に抵抗があったのだが、女将さんに怪しまれてはならないと思い、できるだけ自然に振る舞った。

　下がろうとする馭者に、こころづけを渡して、労ねぎらいの言葉を掛けたのである。

「今日はごくろうだったわね、ヘンリー。ゆっくり休んでちょうだい」

「はい。お嬢さま」

　ヘンリーのような立派な紳士にこんな口のききかたをする羽目になったのだ。気が引けて、申し訳なくて、どうしてもキャサリンの態度は硬くなってしまったが、一方の馭者のほうは、ありがたくこころづけを受け取りながら、水色の瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく笑っていた。

　あんまり気にしなくてもいいですよ、と、その眼は語っているようだった。

　キャサリンは、それでいくらか胸を撫なで下ろしたが、ニーナに至ってはひたすら硬直して、このやりとりを見つめていた。この役回りは頼まれても断じてごめんだと、顔に書いてある。

　一方、宿屋を出たヘンリーは、一日の仕事が終わった従僕なら、やって当然のことをした。

　村の居酒屋に直行したのである。

　田舎の村では居酒屋は常に噂の中心地だ。リヒター・ハウスについて詳しいことを知るにはもってこいの場所である。

　入っていくと、広い店内には結構、人が入っていた。

　農夫や樵きこりが労働の合間に一杯引っかけることが多いから、都心と違って、こういう土地では、酒場は午後から営業して、夜には閉めてしまう場合が多いのである。

　ヘンリーがカウンターに陣取って地酒を注文すると、はたして、赤ら顔のおしゃべりそうな亭主がさっそく話しかけてきた。この時期の旅行者が珍しいようだった。

　適当に亭主の話相手を務めて、ぬかりなく地酒のうまさを褒めた後、ヘンリーはさりげなく切り出した。

「丘の上のお屋敷はずいぶん立派だが、さぞ、歴史のあるものなんだろうね」

　はたして、亭主はたちまち相好を崩して乗ってきたのである。

「もちろんだとも。リヒター・ハウスはゲルスタンの建国当時に建てられた由緒ある建物さね。五百年前からフォン・ブラウン男爵さまのお屋敷さ。今のお館やかたさまも、そりゃあ立派なお方で、わしらにもよくしてくださる」

「ほう。土地の人がそこまで言うほどのご領主なのかい？」

「もちろんだとも。何と言っても、お館さまはけだものどもの横暴を許したりはしないからな。近頃は都会のほうじゃあ、あいつらを人間なみに扱うのが流は行やりだってことだが、嘆かわしい話じゃないかね、ええ？　このシェーファーに限ってはそんなことはあり得ない。お館さまは我々人間の権利ってものをちゃんと守ってくださるんだ」

　おや、おや。

　ヘンリーは亭主にはわからないように苦笑した。

　図はからずも、知りたい情報がもう、一つわかってしまった。

　シェーファーの領主は、お世辞にもアナザーレイスに好意的とは言えないという事実がだ。

　しかも、この亭主は、自分が話している相手がその《けだものども》の一匹だということにまったく気づいていないのである。

　もっとも、この亭主に限ったことではない。たいていの人間がそうだった。形態変化せずに人の姿をしているアナザーレイスを、普通の人間は見分けることができないのだ。

　こんな時、ヘンリーが感じるのは怒りではなく、驚きでもない、哀れみにも似た感情だった。

　その思いを心の底に押し隠し、笑いを嚙かみ殺しながら、ヘンリーはさらに言った。

「リヒター・ハウスのご当主なら、以前にどこかで見かけた覚えがあるよ。確か、背が高くて、五十にはなっていないけど髪の白くなった紳士じゃなかったかな？」

「それは弟さんだ。大佐のほうさ。お館さまは、お年は五十を過ぎたけど、髪は真っ黒だもの。背丈も大佐ほど高くないしね」

　ヘンリーはちょっと眼を見張って、自分の勘違いに驚いたふりをした。

　事実、彼は驚いていた。リヒター・ハウスは大佐の家だと思っていたからだ。

「それでは、弟さんはお兄さんと一緒にリヒター・ハウスに住んでいるんだね？」

「いんや、違うよ。そりゃあ、リヒター・ハウスは大佐の生まれ育った家だから、夏休みにはよくおいでになるが、普段は陸軍省のあるエレンバーデンで暮らしていなさる」

「そうなのかい？」

　ますます驚いてしまったヘンリーだった。

　これは実際、意外だった。

　フォン・ブラウン大佐はなんだって、旅パス券ポートに生家の住所なんかを書いたのかと思った。

　旅券とは、外国に対して身元を証明するものだ。実際に住んでいるところを記載しなければ意味がなさそうなものだが、フォン・ブラウン男爵家が建国以来の名家だというのなら、案外、これが、ゲルスタンの貴族階級のやり方なのかもしれなかった。

　しかし、当人がここに住んでいないのでは話にならない。

　最初から調査をやり直さなければならないかと案じているヘンリーをよそに、おしゃべりな亭主は一人で勝手にしゃべっている。

「お館やかたさまもお忙しい方だからね。普ふ段だんはお屋敷にはおいでにならない。奥さまも坊ちゃまが小さい頃に亡くなられたから、今は十歳になる坊ちゃまだけが、大勢の召使いにかしずかれて暮らしていらっしゃる。お館さまは月のうち一度か二度、週末においでになるが、坊ちゃまはお父上の訪れるのをそりゃあ楽しみになさっているのさ。お館さまも坊ちゃまをかわいがっていらっしゃる。夏にはよく、一緒に船遊びをなさるし、この頃は猟にも連れだってお出かけになるようだ。この辺りの森は全部、お館さまのものだし、お館さまは銃の名手でもあるからな。坊ちゃまにも熱心に教えているらしい。それに、お館さまは本当に気前のいい方で、大猟の時には、獲れた獲物を惜しげもなく、わしらに分けてくださるんだよ」

　ヘンリーはそんな話を聞くともなしに聞いていた。

　切りのいいところで引き上げようと思ったのだが、きっかけがなくて、相あい槌づちを打っていると、ヘンリーの右隣に、むさ苦しいひげ面の、労働者ふうの男が立った。

　それも、ぴったりと寄り添うようにしてだ。

　空あいている場所は他にいくらでもあるのに、おかしなことをするものだと思った。無意識に身体を離そうとしたヘンリーの右の脇腹に、何か固い感触がぐいと押しつけられた。

　動きを封じておいて、男はヘンリーにだけ聞こえる声で低く囁ささやいたのである。

「外へ出るんだ、けだもの野郎。ここは人間さまの店だぜ」

　ヘンリーは驚いた。

　脇腹の固い感触は銃口に違いない。しかし、驚いたのは銃を向けられたことではない。

　こんなふうにこっそりと銃を突きつけるやり口にだった。

　自分をアナザーレイスと見破ったのなら、しかも都会ではなくこんな田舎で見破ったのなら、さらにこの土地がアナザーレイスに敵対的だというのなら、こっそり脅す必要はどこにもない。

　他の客の見ている前で堂々と銃を突きつけて「出ていけ、けだもの野郎！」と叫べばいい。

　そこまでやっても、客たちは眉をひそめるどころか、拍手喝かつ采さいするはずである。

　それなのに、自分を脅しているこの男は、その事実を客たちに知られたくないらしい。

　興味を引かれたヘンリーは、この脅しに従ってみることにした。

　きちんと勘定を支払うと、銃を突きつけられているとは思えない軽やかな足取りで、明るい陽射しの中へ出た。

「さて、どうすればいいのかな？」

　背後の男に尋ねると、舌打ちとともに、下げ卑ぴた声が帰ってきた。

「妙な真似をしやがったら遠慮なくぶっ放すぜ。言われたとおりに歩くんだ」

　ヘンリーは銃口でつつかれるようにして、村の外れの、森の入り口まで歩かされた。

　その間も、男はしきりと人目を気にしていた。してみると、この男はボッシュ村の人間ではないらしい。

　行き交う村人たちも、この二人連れに不思議そうな目線を投げてきた。行楽の季節にはまだ早いのに、旅行者とは珍しいという眼つきだった。中には、話しかけようとする村人もいたが、ヘンリーに銃を突きつけている男は非常に人相が悪い上に、近づいてくる村人を剣けん吞のんな目線で睨にらみ付けるので、みんな言葉を吞のみ込んで、遠ざかってしまうようだった。

　ヘンリーも黙っていた。背中に銃を突きつけられていては、助けを求めるわけにもいかない。

　もっとも、そんな気もなかった。ヘンリーは男の命ずるままに、人気のないほうへと歩いていったのである。

　村の周りに広がるシェーファーの森は深い。ほんの少し踏み込んだだけで、眩まぶしい陽射しが遮られて、ひんやりと薄暗くなった。

　そこに若い男──恐らくは二十歳そこそこだろう──が待っていた。

　こちらも労働者の服装だが、自分に銃を突きつけている男に比べれば、だいぶましだった。

　鬚ひげもきれいに剃そっているし、亜麻色の髪にもきちんと櫛くしを当て、端整な顔立ちをしている。

　ただ、若さに似合わず、表情には暗い翳かげりがあり、どこか投げやりな雰囲気を漂わせている。

　この若者はアナザーレイスだと、見るなりヘンリーは直感した。同時に訝いぶかしく思った。

《蛇》のヘンリーは鋭敏な嗅きゆう覚かくを持っている。間近にした相手の種族が何であるのかくらい、簡単に判別できる。

　そのヘンリーの嗅覚は目の前の若者を猫科と判断した。それは確かだ。

　ただ、何か──、この若者は何かが変だった。猫科は猫科でも《獅し子し》でもなく《虎》でもない。《豹》でも《猫》でもない。まったく未知の種族を前にしているような気がした。

　若者のほうは興味のなさそうな眼でちらりとヘンリーを見やると、ヘンリーを連行してきた男に向かって言った。

「違ったな。純血種だ」

　首を傾げたヘンリーだった。おかしなことを言うと思った。自分は生まれた時から純血種に決まっている。それがわからぬ猫科の鼻ではないはずだ。

　実際、ヘンリーをここまで連行してきた男は苛いら立だたしげに言ったのである。

「ふざけるなよ。てめえが、こいつが怪しいって言うから連れてきたんだぞ！」

「怪しいと言っただけだ。そうだとは言ってない」

「口答えするんじゃねえ！　けだものめ！　これで何度間違ったと思ってるんだ!?　てめえ、そもそも本当に見分けられるのか？　口でそう言ってるだけじゃねえだろうな！」

「俺はちゃんと仕事をしている。信用できないなら、お前たちだけで捜せばいいだろう」

　若者がむっとして答えると、男は嘲あざけるように笑った。

「いいのかよ。金が要るんじゃなかったのか？」

　亜麻色の髪の青年は答えなかった。無念そうに顔を背けた。

「ご褒美が欲しかったらしっかり働くんだな、けだもの野郎。目的のものを持って行かなきゃ、旦那は報酬を払っちゃくれないぜ」

　ひげ面の男は念を押すように言うと、銃口でヘンリーを押しやった。

　撃たれるかと思ってさすがに身構えたが、そうはならなかった。男は、銃声を響かせるのを憚はばかったのかもしれなかった。

「とっとと行きやがれ。雑まじり気けなしのけだものなんかに用はねえんだ」

「では、用があるのはインシードなのかな？」

　何気ない様子を装ってヘンリーが言ってみると、大当たりだった。人間の男は舌打ちをして、猫科の若者は驚いたように眼を見張ったのである。

「ただのインシードをそうまで熱心に捜すわけがない。となると、きみたちが捜しているのは非常に珍しい、今までの常識ではあり得ないと言われていたようなものなのかな？　たとえば──混血にも拘かかわわらず変身能力を有しているもの、とか？」

　これまた効果は絶大だった。猫科の若者はぎくりとし、人間の男は顔色を変えてヘンリーに迫ったのである。

「てめえ、そいつを知ってるのか!?　どこにいるんだ！」

「おっと、ただじゃ言えないな。どうやら儲もうけ話みたいじゃないか」

　ヘンリーはできるだけ下品な口調をつくり、下卑た表情でにやりと笑ってみた。

　芝居じょうずな《狐》のコーネリアスなら、こういう芸当はお手のものなのだが、哲学者と言われるほど物静かな《蛇》のヘンリーでは多少、無理がある。どんなに卑しいふりをしても、どうしても品の良さがにじみ出てしまうのだが、ここが正念場だ。頑張った。

「ぜひとも、一口嚙かませてもらおうじゃないか。そんなものを捜してどうするのか、何より、教えたらいくらもらえるのか、まずはきみたちの旦那とやらに会わせてもらいたいね」

「ふざけるんじゃねえ！　頭を吹っ飛ばされたいのか!?」

「いいとも。吹っ飛ばしてみろよ。旦那が捜している珍しい混血は永久に手に入らないぞ」

　正面から突きつけられた銃口にも怯ひるまずにヘンリーが言うと、人間の男は憎々しげに唸うなり、猫科の若者がそんな男に話しかけた。

「知っていると言うんなら、伯爵のところに連れていったほうがいいんじゃないのか？　金は問題じゃないはずだ。それより、あまり時間はないんだろう？」

　これにはヘンリーが面食らってしまった。

　伯爵というのが大佐の後ろ盾だとしても、時間がないというのは何のことかと思った。

　それを知るためにも、この二人には少々つきあう必要があった。

　宿屋に置いてきたキャサリンとニーナのことが気がかりだったのは確かだ。眼を離すことに抵抗がなかったと言ったら噓になるが、それでも、この機会を逃すわけにはいかなかった。

　無言の睨みあいがしばらく続き、ひげ面の男が苦々しい顔つきで歩き出した。猫科の若者は軽く顎あごをしゃくって、ヘンリーについてこいと合図した。

　二人が向かったのはさらに森の奥である。木陰に隠すようにして、馬が二頭、繫つながれていた。

　ひげ面の男は当然のように一頭の轡くつわを押さえた。

　猫科の若者はもう一頭にひらりとまたがると、自分の後ろに乗るようにヘンリーに合図した。

　その合図にヘンリーが従うと、ひげ面の男は唾つばでも吐くような調子で言ったのである。

「けっ！　けだものがけだものにまたがる様さまなんざ、見られたもんじゃねえや。──俺はまだ、やることがあるからな。先に旦那のところに行ってろ」

　若者は男には何も答えず、ヘンリーを乗せたまま、馬腹を蹴けった。

　森の中だから、急に走らせるようなことはしない。馬の背に揺られながら、ヘンリーは目の前の背中に話しかけた。

「わたしは《蛇》のヘンリー。そちらは？」

　人の姿でいる時に種族を名乗られたら、名乗り返すのがアナザーレイスの礼儀である。

　しかし、ちらりと振り返った若者の横顔は、何故か苦しげに歪ゆがんでいた。少し沈黙した後、彼は唸るように言った。

「パトリック。──《あいのこ》のパトリックだ」

　表情にこそ出さなかったが、ヘンリーは、なるほどと思った。

　ようやくわかった。この若者は異種族交配の末に生まれた子──ブリジアンなのだ。

　人間の血は一滴も混ざっていないから、アナザーレイスには違いない。しかし、種族を特定できる純血種でもない。それで、ヘンリーの感覚は何か変だという異常を訴えたのだろう。

　交友関係の広いヘンリーも、ブリジアンに会うのは初めてだった。そのくらい純血種同士の混血は珍しいのだ。

　何と何との混血なのか尋ねてみようとしたが、パトリックの背中は硬く、それ以上の質問を頑かたくなに拒んでいるように見えたので、ヘンリーは沈黙を守ることにした。

　やがて森の中に設けられた広い道に出ると、パトリックは速度を上げた。

　全力疾走ではない。長い距離を走る時の走らせ方だった。二人を乗せた馬はシェーファーの森を走り抜け、州境も越えて、隣のツヴァイゲン州まで走り続けた。

　やがて汗だくになった馬は菩ぼ提だい樹じゆの並木道に入った。

　門扉こそくぐらなかったが、明らかに人工的につくられた、邸宅への通アプ路ローチである

　長く曲がりくねったその道の先に現れたのは、リヒター・ハウス以上に壮麗な居城だった。

　暗い色合いのリヒター・ハウスが厳めしい要よう塞さいのような趣おもむきだとしたら、この城は大舞踏会の催される王宮のような華やかさだった。お伽とぎ噺ばなしの城のように、たくさんの塔を持つ華麗な姿は、白亜の宮殿というのがぴったりだ。

　労働者の風体である彼らには、まことにもって不似合いな建物である。

　そのせいだろう、パトリックは城の表玄関へは向かおうとしなかった。

　母屋から離れたところにある厩きゆう舎しやに直行して、鞍くらを降りた。

　厩舎と言っても、馬小屋のイメージからはほど遠いものである。二階建ての、煉れん瓦が造りの、がっしりした立派な建物だ。

　その二階部分は厩舎で働く使用人が暮らす居住区になっている。そのことからも、この城の規模を伺い知ることができた。

「ここは、誰の屋敷だ？」

　馬から鞍を外してやっているパトリックに訊きくと、むっつりした答えが返ってきた。

「エルリッヒ伯爵のドゥーゼン城だ」

　その名前はヘンリーも知っていた。フォン・ブラウン男爵同様、ゲルスタンを代表する貴族である。確か、現在の伯爵の父親は二度までも大臣を務めたという家柄のはずだ。

「そんな殿との様さまが、どうして変身する混血を捜しているんだ？」

「知らん。どうせまた仲間うちでの遊びに使うんだろうさ」

「遊び？」

　母屋へ向かって歩きながら、パトリックは手短に『奇抜俱ク楽ラ部ブ』の存在を語って聞かせた。

　ヘンリーは正直なところ、面食らった。仲間に見せびらかしたいために捜しているとなると、『人獣撲滅を目指す会』とは、明らかに主旨が異なる。

「その会合というのは、私的な集まりなのか？」

「そうだ。ただの、金持ちの道楽だ」

　前の集まりの時にはパトリック自身、変化した姿で檻おりに入り、見せものになったと話したが、苦い口調であり、表情だった。

　決して、喜んで見せものになったわけではないらしい。

　それをわかっていながら、ヘンリーは言ってみた。

「きみは、無形種たちの玩具おもちやにされて平気なのか？」

　若者はまた暗い眼をして、低く唸った。

「金が要るんだ……」

　ヘンリーはやれやれと肩をすくめた。

　どんな事情があるかは知らないし、そこまで突っ込んで尋ねる気もない。

　問題は、自分がどうやら、見当違いの方向へ首を突っ込んでしまったらしいということだ。

　既に太陽は西に傾きかけている。

　この時間ではとても今日中にボッシュ村には戻れそうにない。連絡する手段もない。

　自分が戻るまで、あのお嬢さんがおとなしくしていてくれればいいのだが、と、ヘンリーは祈るような思いを抱いたが、相手がキャサリンではそんなわけはなかったのである。
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　キャサリンの名誉のために断れば、決して、自分からもめ事に頭を突っ込んだわけではない。

　それどころか、キャサリンは何もしなかった。

　今度の旅はその目的が目的である。変装までしている。人の注目を集めるようなことは極力避けようと思っていたのに、村人のほうが放っておいてくれなかったのである。

　シュミットの女将おかみさんは、娘のような若いお客がすっかり気に入ったらしい。キャサリンが前もって宿代をたっぷりと支払ったことも効いたのだろうが、大張り切りだった。

「今夜はご馳ち走そうをつくりますよ。お嬢さんたちは猪いのししの肉は好きかしらね？」

「猪ですか？　まあ、食べたことはないわ」

「それはそれは、このシェーファーへいらしたからには、ぜひ召し上がっていただかなくちゃ。そりゃあおいしくて、ほっぺたが落ちそうになりますからね」

　キャサリンとニーナは部屋に通され、荷物をほどいた後、階下の広間で、女将さんにお茶をご馳走になっているところだった。

　広間と言っても、台所と一体になった作業場のようなものだが、食卓はぴかぴかに磨かれて、床はきれいに掃き清められている。

　お茶請けに用意してくれた干しぶどう入りの焼き菓子には真っ白い布ふ巾きんが掛けられていたし、てきぱきと働く女将さんの様子は見ているだけでも気持ちよかった。

　キャサリンがお茶を楽しみながら、ヘンリーが酒場の亭主から聞き出したのと同じこと──リヒター・ハウスはフォン・ブラウン男爵の館で、大佐はその弟だということ、大佐も男爵も今は館を留守にしていることなどを女将さんとの世間話に聞き取っていると、先程、ここまでキャサリンたちを案内してくれた村人が、勝手口から姿を見せた。

「うちの畑で取れた野菜を持ってきたよ。お客さんにと思ってね」

　新鮮な野菜を山盛りにした籠かごを台所に置くと、村人は愛想よく女将に話しかけた。

「他に何か手伝うことはあるかね？」

「助かるよ。とりあえず、お嬢さんたちの馬の世話をお願いできるかい？」

「あら、馬の世話なら──馭ぎよ者しやがしますから」

　キャサリンは控え目に断ったが、女将さんも村人も笑って首を振った。

「いいんですよ。どのみち、お客さんたちのお世話は、あたし一人じゃ手が回りませんからね。みんなに手伝ってもらわないと」

「そうですとも。せっかくいらしたんだ。このシェーファーを気に入って帰っていただきたいですからねえ」

　キャサリンが支払った宿代が効いてもいるのだろうが、この村の人たちは元来が人懐こく、性格的に旅人が好きらしい。

　その季節外れの旅人が、年若い少女二人ということもあってか、物珍しさも手伝ったのか、村人たちは次から次へと、何かしらの品を持って女将の家を訪れたのである。

　女将が晩ばん餐さんにすると話していた猪いのししの肉は、調達するまでもなく、ひとりでに台所に現れた。

　村でも腕利きの猟師だという男が届けてくれたのだ。

　新鮮な卵を持ってきてくれた隣の家の奥さんは、あとで、搾りたての山や羊ぎの乳を持ってきてくれると約束してくれた。

　別の奥さんは自家製だというバターを持ってきて、キャサリンたちにこんなことを言った。

「シュミットの女将さんはパンづくりの名人なんですよ。でも、バターなら、あたしのほうが腕が上ですのさ」

「おや、にくたらしいことを言うよ」

　軽く睨にらみ付けながらも、ご近所の奥さんたちのことで、至って仲がいいらしい。

　シュミットの女将さんは、ありがたくバターを受け取って言ったものだ。

「お客さんのために、あんたんところの若わか鶏どりを一羽つぶしてくれないかい？」

「でも、今夜のご馳走はこの猪肉だろう？」

「だから、明日の晩餐にと思ってね」

「いいともさ。それじゃあ、うちのブルーベリージャムも一緒に持ってくるよ。鳥に添えると、おいしいだろう？」

　こんな具合だったから、お茶にしていても、キャサリンとニーナはさっぱり落ち着かない。

　二人とも慌てて言ったものだ。

「あの、どうかお気遣いなく。そんなにしていただいては、却かえって申し訳ありませんわ」

「そうですよ。一週間かかっても食べきれません」

　しかし、女将さんも、近所の奥さんも、全然気にしていないのである。

「あら、だったら、十日くらい、いらしてくださいな」

「そうですとも。──晩の御飯まで、時間がありますから、少し歩いていらしたらどうです？　近くの川辺に、きれいな花が咲いているところがあるんですよ」

　お茶を済ませたキャサリンたちは、その勧めに従って、一回りしてくることにした。

　これ以上ここにいると、申し訳なさが募るばかりのような気がしたのである。

　二人が宿屋から出た時も、ちょうど通りかかった村人がにこにこ笑いながら話しかけてきた。

「お出かけですか？」

「はい。川のほうまで、お花を見に」

「それなら、明日は船遊びをなさるといい。今の時期ならもう、水の上も気持ちいいですよ。言ってくだされば、いつでも船を出しますからね」

「ありがとうございます」

　まだ充分、陽は高かった。

　二人は川辺の花畑まで散歩したが、その間にも、二人の姿を見かけた村人たちのほとんどが、好意的に話しかけてきた。

「ちょっと遠いけど、森を通り抜けたところに、きれいな湖があるんですよ。そこまで行ってみませんか？」

「乗馬をなさるんなら、散策にちょうどいい道を知ってますから、案内しますよ」

「山登りはしませんかね？　そりゃあ見み応ごたえのある滝のあるところを知ってるんですがね」

　万事がこんな調子だったので、二人はその度に、多少、顔を引きつらせながらも、愛想よく受け答えをしたのである。

　シュミットの女将おかみさんに教えてもらった花畑へ行ってみて、キャサリンとニーナは、思わず感嘆の声をあげた。

　その野原は今がまさに花盛りだった。

　足下の短い草の間には淡紅色と白い花が入り交じって咲き乱れ、木々もしなやかな枝の先に、薄紫の重い花房をつけている。

　初夏の陽射しに照らされて、その木々は、草花は、うっとりするような芳香を放っていた。

　少し向こうにはビルテ河の流れがある。水面は光を反射して輝き、川向こうには豊かな森が広がっている。

　二人は思わずその場に座り込んで、その景色と花の香りとを楽しんだのである。

　やがてニーナがしみじみと、ため息を洩もらした。

「きれいなところですねえ……」

「ええ」

「村の人も、いい人たちじゃないですか」

「ええ、本当に」

「もちろん、お嬢さまがお金持ちのお嬢さまで、道案内や何かをすれば、お駄賃がもらえると思っているせいもあるんでしょうけど──、それにしても、いい人たちです」

　ちょっぴり現実的なニーナの意見に、キャサリンは苦笑した。

「そうね。そうかもしれないわ」

　自分があれほど気前よく宿代を払わなかったら。

　立派な二頭立ての馬車に馭ぎよ者しやまで連れている身分でなかったら。

　こんなに親切にはしてもらえなかったのかもしれない。

　それでも、シュミットの女将さんにも、村の人たちにも、お金が目当てというような卑しいところは感じられなかった。あの人たちは真実、人に親切にするのが好きなのだ。

　二人は期せずして、ここからでも見える、丘の上のリヒター・ハウスに眼をやったのである。

「こんなにきれいなところで、あんなに恐ろしい陰謀が企たくらまれているなんて、信じられる？　ニーナ」

「信じたくないですね。──だいたいその、実験だの、解剖だのって、よっぽど頭のおかしい、一部の人たちがやっていることじゃないんですか。あのお屋敷に住んでいるのは、この地方のご領主さまなんでしょう？　それも、五百年も前からの」

「そうよね。自分の足下でそんな悪巧みがされているのなら──、そのことに気づいていれば、フォン・ブラウン男爵が黙っているはずがないもの」

　領主というものは自己を抑え、私欲に走ることなく、常に人の範と為ならねばならない。

　父のエリオット卿きようが口癖のように言っていることだ。そして、父は実際、その言葉どおりに振る舞っている。

　これだけの領地を立派に治めている人が、あれほど親切な村人たちを統べる立場のフォン・ブラウン男爵が、悪い人であるはずがない。

　シェーファーへやって来るまでは身構えていたはずなのに、実際にこの土地を訪れてみて、村人たちの温情に触れたことで、キャサリンはそう考えるようになっていた。ニーナもだ。

「でも、フォン・ブラウン男爵とフォン・ブラウン大佐とは、実の兄弟なんですよね？」

「そうね。もしかしたら、大佐のほうは本当に悪者なのかもしれないわ。そして、お兄さんの男爵は、弟さんの正体を知らないんじゃないかしら？」

「あり得ることですねえ……」

　ヘンリーの話では、ライエ州では領主の権限が絶対だということだった。

　それなら、本当に大佐が悪党だという証拠を摑つかんだなら、男爵を味方にすることができれば問題は解決するのではないかと、二人はそこまで考えたのである。

「そうは言っても、実のご兄弟を糾きゆう弾だんするのは、なかなか難しいことだと思いますよ？」

「ええ。でも、それが領主のつとめだわ。お父さまならきっと、そう言うはずよ」

　こんなことを話しながら、二人は名残惜しげに立ち上がった。

　初夏の長い太陽もさすがに傾き掛けて、赤い光線を発するようになっていたからである。

　二人は花畑から森に入り、今度は、バナディスの緑とはまったく違う森の美しさと、芳しい木の香りとを堪能して、村まで戻った。

　ところが、戻ってみると、村の様子が一変していたのである。

　村全体が何となくざわついているし、宿屋の前には黒山の人だかりができている。

「どうしたのかしら？」

「さあ？」

　首を傾げながら近づいていくと、その人だかりがざわっとどよめいて二つに割れた。

　申し合わせていたのではないかと思うような動きだった。村人たちはキャサリンとニーナをぐるりと取り囲んだのである。

「あの……どうかしましたか？」

　キャサリンは面食らって問いかけた。

　集まっていた村人の眼が一斉に二人に注がれているが、その眼は先程までの友好的な目線と打って変わって、ひどく剣けん吞のんな、殺気だったものになっているのだ。

　しかも、彼らは素手ではなかった。手に手に武器を持っていた。その様子から、最初は何か、危険な動物か、あるいは指名手配の悪者でも、村に紛れ込んだのかと思ったくらいだ。

　そこへシュミットの女将おかみさんが宿屋から現れたのである。

　話しかけようとして、キャサリンは息を吞のんだ。女将さんの様子も一変していた。その顔が真っ赤になっているのは明らかに怒りからだ。女将さんは、二階の部屋に置いていたはずの、キャサリンとニーナのトランクを乱暴に放り出して、血相を変えてこう言った。

「うちはね、人間相手の宿屋なんだ。けだものの仲間なんかを泊めるのはまっぴらなんだよ。とっとと出てお行き！」

　その変へん貌ぼうぶりにキャサリンは驚いた。あれほど愛想のよかった人が──若いお嬢さん二人が泊まるには殺風景すぎるからと言って、家の周りに咲いていた野の花をわざわざ摘んで部屋に飾ってくれた人が、今は醜悪に顔を歪ゆがめ、眼には冷たい軽けい蔑べつの色がある。

「けだものの仲間って……何のことですか？」

「しらばっくれたって無駄だよ。あたしはちゃんと聞いたんだからね！　あんたたちの馭者は《けだものたち》の一匹だっていうじゃないか！」

　二人は思わず顔を見合わせた。それがまずかった。

　村人たちはざわりとどよめき、女将さんは決めつけるように叫んだのである。

「やっぱり！　そうなんだね!?」

　ニーナが慌てて言い返した。

「ち、違いますよ！　わたしたちはれっきとした人間です！」

「そうですとも！」

　キャサリンも力強く言葉を添えた。本当は、こんな言い方はいやだった。インシードだって、アナザーレイスだって、人間には違いないからである。しかし、この場はそう言うしかない。

　そして、二人の言い分を村人たちは頭から信用しなかった。

「ふざけるなよ。れっきとした人間が、何で《けだもの》なんかを馭者に使うんだ！」

「同じ仲間でなきゃ、そんなことはしねえ！」

「そうとも！　人間だったら、誰が《けだもの》なんかに大事な馬を任せるもんか！　そんなことが平気でできるのは同じ《けだもの》だけだ！」

「この娘ども、奴らの血を引く混血に違いないぜ！」

　そうだそうだと、村人たちが一斉に声をあげる中、キャサリンは必死に叫び返した。

「違います！　ゲルスタンではそうかもしれませんが、バナディスでは違うんです！」

　二人を取り囲む村人たちの雰囲気に、ニーナは早くも怯おびえて震え上がっている。

　無理もない。

　屈強な男たちが手に手に斧おのや鉈なたを握り、中にはライフルを構えている者までいるのである。

　キャサリンも内心、ぞっとしていた。これほどまでに露骨で、これほどまでに強烈な悪意に出くわしたことはかつてない。

　しかし、この村の人たちがアナザーレイスのみならず、インシードにも根強い偏見を抱いているとしたら、どうすれば『人間の証明』などができるのか、わからなかった。

　普通のインシードは、基本的に人間とどこも変わらないからである。本人がそう申告しない限り、決して見分けられない。

　化学で使う色いろ別べつの試験紙は酸性か塩基性かを判別するのに役立つが、『人間が触れたら赤く、混血が触れたら青』なんていうような、便利な試験紙は存在しないのだ。

　この両者を見分けることは、普通の人間にはできない。

　唯一、例外があるとしたら、感応力テストでＡ以上を取るような人──生まれつき勘が鋭く、通常は感知できないものを察することのできる人──特異能力を有する人々だ。

　古来から、人の心を読んだり、手を触れずに物を動かしたり、箒ほうきに乗って空を飛んだりする、不思議な力を持つ人の存在は広く知られていた。

　特に東大陸時代には多くの実例があったらしい。

　残念ながら、今となっては、そこまでの能力を持つ人は確認されていないが、沿岸国家群のすべての学校では感応力テストを実地して、勘の鋭い子どもを早いうちに識別し、特に優秀な子どもには専門の訓練を施して、その能力をさらに伸ばすように務めている。

　結果、感応力テストでトップクラスの成績を取り、その後、専門的な訓練を積んだ人ならば、ある程度の確率で異種アナザー人類レイスを──時にはインシードも、見分けられることがわかっている。

　でも、そういう人はとても数が少なくて、しかも、政府の仕事に従事していることが多い。

　こんな田舎に《目利き》のできる人がいるとは思えなかった。

「犬が来たぞ！」

　新たなざわめきと共に、人垣が割れて、大型の牧羊犬が二人の前に連れてこられた。

　大型犬には慣れているはずのニーナが怯ひるんで後ずさったほどの大きさだった。

　子牛ほどもある犬は、胡散うさん臭いものを嗅かぐ時のように、鼻をくんくん言わせている。

　村人たちが緊張の面もちで見守る中、飼い主の男は犬の首輪をしっかり摑つかんで制御しながら、キャサリンとニーナの前に進み出てきた。

　緊張に身体を強こわばらせながらも、キャサリンはその様子をじっと見ていた。飼い主の男が、首輪を抑えた手で犬を叩たたき、何か合図を送ったのがわかった。

　巨大な犬が狂ったように吼ほえ立てたのは、まさにその合図と同時だった。抑えていなければキャサリンとニーナにただちに飛びかかってきたに違いない、すさまじい勢いだった。

　村人たちが大きくどよめいて後ずさる中、犬の飼い主はしたり顔で言ったのである。

「やっぱりだ。カールは人間には絶対に吼えたりしない。そのカールがこんなに吼えるなんて、こいつら、やっぱり、けだもの野郎の仲間なんだ！」

　キャサリンは呆あつ気けにとられた。眼と耳を疑った。

　この犬は明らかに訓練されているのだ。飼い主の指示通りに吼えて、人を威嚇するようにだ。

　それなのに、村人たちは、これこそを決定的な証拠として、呪のろいの声を発したのである。

「ああ、いやだ！　こんなものが何食わぬ顔で村に入り込んでいたなんて！」

「外国の貴族の娘だなんて名乗ったんだよ！　けだもののくせに、ずうずうしい！」

「引っ立てろ！　お屋敷へ運ぶんだ！」

　ニーナが悲鳴を上げた。

「そんな、無茶な！」

　キャサリンも周囲の騒ぎに負けないように声を張り上げた。

「待って！　話を聞いてちょうだい！　わたしたちは！」

　しかし、何を言っても無駄だった。彼らは最初から聞く耳など持ってはいないのだ。

　男たちの手にした斧が、鉈が、ぎらりと光っていた。もちろん、銃口もだ。

　それらは絶対に外すことのない距離で、キャサリンとニーナに狙いを定めている。少しでも妙な動きをしたら、容赦ない攻撃が加えられるだろう。

　何とも迂う闊かつなことに、キャサリンの拳けん銃じゆうはトランクの中だった。あれほどヘンリーから肌身離さずにと言われていたのに、到着した初日ということもあって、少し散歩するだけだからと思って、決して手放してはならないものを部屋に置き去りにしてしまったのだ。

「お、お、お嬢さまあ……」

　ニーナはもう半泣きになっている。

　そのニーナの手をしっかり握ってやりながら、キャサリンは唇をきつく嚙かみしめていた。

　なんて時代遅れな、と思った。そうだ、まさに《時代ステロ遅れタイプ》だ！

「……中世の魔女狩りだわ」

　誰かに一言『魔女だ！』と叫ばれたら最後、もう絶対、逃のがれられない。怪しいというだけで彼らには充分なのだ。

　飼い主の男が二人に犬をけしかけたのもそのためだ。無罪と認めて放免するのは面倒であり、そんなことをしたら、異端者への攻撃を期待している村人たちを失望させることになる。

　それよりは『やっぱり』と思ってもらったほうが話が早い。

　何しろ、村人たちは、そう思い込みたいのだから。

　人間を《ステロタイプ》と名付けたアナザーレイスの人たちは正しかったのだ。こんな生き物を呼ぶべき言葉は他にはない。自分もその一員かと思うと、情けなくてやりきれなかったが、キャサリンは言うべきことは言ってみた。

「わかりました。身元を証明します。わたしはバナディスの外務補佐官エリオット・ウィンスロウの娘です。トランクの中の旅券を見てください。わたしの言葉に間違いないことがわかるはずです」

「噓を言うんじゃないよ！　うちの宿帳には全然違う名前を書いたじゃないか！」

　そう叫んだシュミットの女将おかみさんに同調する声があちこちであがった。どうせ、その旅券も偽造に決まっているというのだ。

「貴族のお嬢さんになりすますなんて、可愛い顔をしているくせに、まったく厚かましい！」

「小さな娘だからって油断しちゃいけないってことさ。所しよ詮せん、けだものはけだものなんだ」

　荷馬車が運ばれてきた。キャサリンとニーナは突き飛ばされるように荷馬車に乗せられると、村人たちに取り囲まれて、丘の上のリヒター・ハウスへと連行されたのである。

　抵抗することも逃げることも不可能だった。屋根も、幌ほろもない、藁わらを運ぶ固い荷馬車に直じかに座らされ、その周りを物騒な武器を持った男たちが固めているのだから。

「ど、どうしましょう、お嬢さま……」

「ニーナ、泣いちゃだめ」

　震えるニーナの手をしっかりと握りながら、キャサリンは低く言った。

　ここで騒いでもどうにもならない。それより、リヒター・ハウスへ向かうというのが僅わずかな望みだった。

　あれだけの館なら、留守を預かる人間も、それなりの教育を受けているはずだ。この偏へん狭きような村人たちと違って、誰か、話がわかる人間がいるはずだと、淡い期待を抱いだいていた。

　荷馬車を取り囲む村人の様子はまるでお祭り騒ぎだった。首尾よく獲物を捕らえたことに、彼らは興奮し、自分たちの手際の良さに満足し、その成果に酔っているのだ。

　キャサリンはそんな村人たちから敢あえて眼をそらしていた。優しい言葉を掛けてくれた人が、親切にしてくれた人たちが、今は狂ったようになっているのを見たくなかったのだ。

　ただひたすら、次第に近づいてくるリヒター・ハウスを見つめていた。その威容に息を吞のみ、ここに救世主がいてくれることを切に願った。

　その間も、賑にぎやかに浮かれ騒ぐ一団は緩やかな丘を登り続け、やがて頂上に立つリヒター・ハウスの通用門をくぐったのである。

　城門代わりの通用門を入ったところは、ちょっとした空き地のようになっていた。恐らく、荷馬車から荷物を下ろすのに使っている場所だ。今回の荷物はキャサリンとニーナである。

　ライフルを持った男たちがキャサリンとニーナを銃口でつついて、荷馬車から降りるように促した。二人がその通りにすると、今度は建物の勝手口へと押しやった。入れというのだ。

　ニーナは涙に濡ぬれた眼で、おどおどとあたりを見渡したが、逃げられるわけがない。斧おのや鉈なた、銃を持った村人が、相変わらず、ぐるりと二人を取り囲んでいるのだ。

　キャサリンはそんな状況には負けたくなかった。きっと顔を上げ、頰を紅潮させて、初めて、別人になってしまった村人たち一人一人の顔を睨にらみ付けた。

　この人たちが自分を見る眼を、その冷たさを、決して忘れるまいと思った。

　人間が──人間という生き物が、心底から他者を排斥して、拒絶する時、どんな顔をするか、どんな眼でその『対象物』を見るか、キャサリンは存分に思い知らされたのである。

　死のうがどうなろうが関係ない、まるっきり興味のないものを見る眼。

　人間のふりをしながら人間ではない、汚らわしい生き物を見る眼だ。

　ウィンスロウ家という名門の一人娘に生まれたキャサリンは、今まで、すべての人に好意を持って接してきた。同じように、すべての人から好意的に接してもらうことに慣れていた。

　だからといって、全部の人と仲良くできたわけではない。中には好きになれない人もいた。気の合わない人もいた。学校には今も意見の食い違う同級生がいて、時々は議論になることもあるのだが、その喧けん嘩かすら、なんて暖かかったのかと思った。

　喧嘩なら、少なくとも、相手を同じ生き物と認めた上でなければ成り立たないからである。

　この人たちにはそれが通用しない。この人たちは自分と議論など、したくもないのだ。

　する必要もないと思っているのだ。

　キャサリンも、この人たちを説得する無駄を、今は悟っていた。キャサリンをインシードと思いこんでいる以上、何を言おうと、自分の言葉はこの人たちには届かないのだ。

　ニーナを引っ張るようにして、キャサリンは自分から勝手口をくぐった。どんなに恐くても、ここでみっともなく腰を抜かすことなど、キャサリンにはできなかったのである。

　暗い建物の中に入ると、村人の代表が召使いと何か話していた。召使いが頷うなずいて下がっていく。

　一同がしばらく待っていると、屋敷の奥から人がやってきた。

　きちんとした見なりの、練ねれた物腰の、瘦やせた初老の男だった。村人たちと違い、明らかに教養を感じさせる顔立ちをしていることからも、恐らくはこの館の執事だと思われた。

　この人なら話がわかってもらえるはずだと思ったキャサリンは一歩進み出て、声を掛けようとした。すると、後ろからついてきた村人の一人が、キャサリンの肩をぐいと摑つかんで、強引に引き戻したのである。

「身の程をわきまえろ。ご城代に直接、話しかけられる立場だと思っているのか？」

　容赦ない力で肩を摑まれた痛みに顔をしかめながらも、城代ということは、今は、この人が屋敷を預あずかる責任者なのだと、こんな時でもキャサリンは素早く考えた。

　男の風体はどう見ても執事のものだったからだ。主人が館に滞在していれば執事として仕え、留守中には城代として領内を監督する。そういう立場の人間なのだろう。

　その『城代』には二人の男が付き従っていた。

　使用人には違いないが、どんな役目の者かはわからない。妙に目つきが鋭く、身のこなしに油断がない。まるで私服の兵隊のように見えた。

　事実、後で知ったことだが、この二人は屋敷の私兵とも言うべき男たちだった。

　村人の代表は帽子を取って、丁寧な口調で初老の男に挨あい拶さつしている。

　何とか、この人と直に話すことはできないかと、キャサリンは激しく焦った。後ろの村人に殴られてもいいから声を掛けてみようかとさえ思った。

　しかし、間近にやってきた『城代』の眼を見て息を吞んだ。

　身体が冷たくなっていくのが自分でもわかった。

　村人たちに取り囲まれ、武器でつつかれているキャサリンとニーナを見るその人の眼差しは、村人たちと同じように、あるいはそれ以上に侮ぶ蔑べつに満ちていた。捕らえた『人外の生き物』を検分しているのか、その眼にはおもしろそうな光がある。口元には嘲ちよう笑しようさえ浮かべていた。

「今回はなかなか、可愛いものを捕まえたではないか」

「へい」

　村人の代表は、息を吞みながらも毅き然ぜんと頭を上げているキャサリンと、がたがた震えているニーナを振り返って、得意げに言ったものだ。

「ここまで運んでくる間も、暴れたり、逃げようとする様子はありませんでしたから、これも混血だと思います」

「それはそれは……旦那さまもお喜びになるだろう。今は幸い余裕があるが、この頃は獲物も少なくて困っていたところだ」

「さようで。お館さまにもよろしくお伝えください」

「おお、伝えておこう。明日は絶好の狩猟日和になりそうだからな」

　初老の男は後ろの二人を振り返って、運んでおくようにと指示を出した。

　男たちは短く応こたえて懐から短銃を抜いた。キャサリンとニーナに銃口を向けて、歩くように命じたが、キャサリンは動かなかった。憤然と問い返した。

「今、何と言いました？」

　恐れでも、怯おびえでもなく、焦りでも緊張でもない。明らかな怒りを籠こめているその口調に、城代と呼ばれた初老の男は不思議そうな顔になった。

「こら！　黙らんか！」

　村人の代表のほうが顔色を変え、キャサリンに手を上げようとしたが、男は顔をしかめて、それを抑えたのである。

「よさんか」

「へ、へい。しかし、この娘が……」

「よせと言っているのだ。旦那さまの獲物を痛めるつもりか？」

　村人の代表を震え上がらせておいて、初老の男はキャサリンに向き直って言った。

「明日は絶好の狩猟日和だと言ったのだよ。狩りの獲物は若くて生きがよいのに限るからな。おまえたちなら旦那さまがお撃ちになるのに打ってつけだ」

　ニーナが今度こそ悲鳴を上げて、その場に倒れ込みそうになった。その身体を懸命に支えてやりながら、キャサリンは怒りの叫びを発した。

「撃つ!?　わたしたちを狩りの獲物にして撃つと言うのですか!?　この館の当主は人間を的に狩猟を楽しむような残虐な悪人ですか！」

　執事はちょっと顔をしかめた。

「口の利きき方を知らん混血娘だな。無礼なことを言うと、旦那さまに献上する前に処分するぞ。旦那さまはお優しい方だ。間違っても人を撃ったりなさるものか。しかし、おまえたちは人間ではない。人間そっくりに見えるだけだ。狐や兎に比べて足が遅いのが難点だが、人の言葉で命乞ごいをする芸当を持っている分だけ、狩りの獲物としてはおもしろい」

　執事はおもむろに頷くと、馬鹿にしたように言ったのである。

「第一、それ以外に何の使い道があるというんだね？　おまえたちのような《けだもの》との混血に？」
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